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令和３年河津町議会第４回定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                     令和３年１２月７日（火曜日）午前１０時開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 町長の行政報告 

日程第 ５ 一般質問 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１１名） 

     １番  大 川 良 樹 君      ２番  桑 原   猛 君 

     ３番  渡 邊 昌 昭 君      ４番  遠 藤 嘉 規 君 

     ５番  上 村 和 正 君      ６番  塩 田 正 治 君 

     ７番  仲   里 司 君      ８番  土 屋   貴 君 

     ９番  渡 邉   弘 君     １０番  稲 葉   静 君 

    １１番  宮 崎 啓 次 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者 

町 長 岸   重 宏 君 副 町 長 土 屋 晴 弥 君 

教 育 長 鈴 木   基 君 総 務 課 長 木 村 吉 弘 君 

企画調整課長 川 尻 一 仁 君 町民生活課長 土 屋 典 子 君 

健康福祉課長 稲 葉 吉 一 君 産業振興課長 中 村 邦 彦 君 

建 設 課 長 山 本 博 雄 君 防 災 課 長 村 串 信 二 君 

水道温泉課長 渡 辺 音 哉 君 教 育 委 員 会 
事 務 局 長 島 崎 和 広 君 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 室 長 

鈴 木 亜 弥 君   
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事務局職員出席者 

事 務 局 長 飯 田 吉 光 書 記 山 田 祐 司 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会の宣告 

○議長（上村和正君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は11名です。定足数に達しております。 

  よって、本日の議会は成立しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（上村和正君） これより令和３年河津町議会第４回定例会を開会し、直ちに本日の会

議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（上村和正君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付の印刷物のとおりでござ

います。ご覧願います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（上村和正君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により議長より指名します。 

  10番、稲葉静議員、11番、宮崎啓次議員の両名を指名します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 
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○議長（上村和正君） 日程第２、会期の決定を行います。 

  今期定例会につきましては、12月１日に議会運営委員会をお願いし検討を願った結果、本

日より12月９日までの３日間としたいと思います。 

  なお、会期中の日程につきましては、本日は諸般の報告、町長の行政報告と一般質問４名

をお願いしたいと思います。 

  ８日は、一般質問２名、人事案件、専決案件、条例案件、契約案件、規約案件、補正予算

をお願いしたいと思います。 

  なお、９日は念のため予備日とし、議事の進行を図りたいと思います。 

  お諮りします。 

  これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、今期定例会の会期は本日より９日までの３日間と決定しました。 

  なお、説明のため、町長以下、関係職員が出席しておりますことを報告します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（上村和正君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  河津町議会第４回定例会諸般の報告。 

  第４回定例会が開催されるに当たり、令和３年第３回定例会以降の諸般の報告をいたしま

す。 

  １、議会議長会の事業について。 

  河津町議会議長職務。 

  ９月15日、静岡県町村議会議長会総会・議長会議がウェブ会議形式で開催され、出席しま

した。 

  10月７日、賀茂郡町議会議長会議が西伊豆町で開催され、出席しました。 

  ①議会議長県外調査について。 

  ②第65回町村議会議長会全国大会及び郡議長会県外視察について。 

  ③議会運営上の諸問題について。 
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  等を協議しました。 

  10月20日、静岡県町村議会議長会総会が静岡市で開催され、出席しました。 

  総会では、静岡県町村議会議長会表彰が行われ、議員19年表彰を宮崎啓次議員が、議員11

年表彰を土屋貴議員と渡邉弘議員が受賞されました。 

  11月８日、静岡県町村議会議長会総会・議長会議が書面決議に付され、評決しました。 

  11月15日、第52回全国過疎地域連盟定期総会が東京都で開催され、出席しました。 

  静岡県町村議会議長会会長職務。 

  ９月16日、静岡地方税滞納整理機構議会令和３年８月定例会が静岡市で開催され、出席し

ました。 

  10月８日、静岡県町村会総会が静岡市で開催され、出席しました。 

  10月14日、全国町村議会議長会都道府県会長会議が東京都で開催され、出席しました。 

  同日、全国町村議会互助会代議員会が東京都で開催され、出席しました。 

  同日、一般財団法人全国町村議員会館臨時評議員会が東京都で開催され、出席しました。 

  10月23日、令和３年度静岡県戦没者秋季追悼式が静岡市で開催され、出席しました。 

  同日、静岡県護国神社戦没者慰霊大祭が静岡市で開催され、出席しました。 

  11月24日、多様な議員で構成された活力ある地方議会を目指す全国大会が東京都で開催さ

れ、出席しました。 

  11月25日、自由民主党幹部との懇談会が東京都で開催され、出席しました。 

  11月26日、第65回町村議会議長全国大会が東京都で開催され、出席しました。 

  同日、令和３年度町村議会議長会全国研修会が東京都で開催され、出席しました。 

  12月２日、全国町村議会議長会令和３年度中間監査が東京都で開催され、出席しました。 

  同日、全国町村議会議長会理事会が東京都で開催され、出席しました。 

  ２、町議会活動について 

  町議会議員活動。 

  10月29日、議員月例会を開催し、河津町過疎地域持続的発展計画及び伊豆縦貫自動車道イ

ンターチェンジ周辺地域振興計画について研修を行いました。 

  11月19日、議員月例会を開催し、河津町議会議員定数等について意見交換を行いました。 

  11月29日、議会全員協議会を開催し、第４回定例会の議案について町から説明を受けまし

た。 

  例月出納検査結果報告。 
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  ９月27日、令和３年８月分の出納検査報告書を受領しました。 

  10月26日、令和３年９月分の出納検査報告書を受領しました。 

  11月29日、令和３年10月分の出納検査報告書を受領しました。 

  監査結果報告。 

  ９月28日、行政監査の監査結果報告書を受領しました。 

  11月25日、令和３年度の定期監査結果報告書を受領しました。 

  議会運営委員会。 

  12月１日、議会運営委員会を開催し、令和３年第４回町議会定例会の日程等を協議しまし

た。 

  議会広報編集委員会。 

  10月５日、10月15日、10月26日、議会広報編集委員会を開催し、第３回町議会定例会の広

報紙面作成・発行作業を行いました。 

  12月１日、議会広報編集委員会を開催し、第４回町議会定例会の内容について広報紙作成

打合せを行いました。 

  常任委員会関係議員活動。 

  ９月28日、第１常任委員会を開催し、議員月例会や視察研修等について協議しました。 

  ９月29日、第２常任委員会を開催し、議員月例会や研究テーマ等について協議しました。 

  10月26日、令和３年度国民健康保険運営協議会研修会が静岡市で開催され、国保運営協議

会委員が出席しました。 

  10月29日、第１常任委員会を開催し、議員月例会と視察内容について協議しました。 

  11月11日、第２回東部社会教育関係者等研修会が西伊豆町で開催され、第２常任委員長が

出席しました。 

  11月18日、河津町国民健康保険運営協議会が開催され、国保運営協議会委員が出席しまし

た。 

  12月６日、令和３年度第４回河津町共同募金委員会運営委員会が開催され、第１常任委員

長が出席しました。 

  同日、令和３年度第４回河津町社会福祉協議会理事会が開催され、第１常任委員長が出席

しました。 

  ３、一部事務組合について 

  ９月24日、令和３年東河環境センター議会第２回定例会が開催され、組合議員が出席しま
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した。 

  ４、議長に要請のあった諸会合等 

  ９月17日、「秋の全国交通安全運動」街頭広報が行われ、出席しました。 

  10月29日、静岡多目的コホート事業賀茂健康長寿研究、「かもけん！」の共同実施に関す

る協定締結式が開催され、出席しました。 

  11月３日、河津町表彰式が開催され、議員とともに出席しました。 

  同日、河津町交通安全指導員会発足45周年記念式典が開催され、議員とともに出席しまし

た。 

  同日、令和３年度河津町社会福祉協議会表彰式が開催され、議員とともに出席しました。 

  11月20日、令和３年度第20回河津町青少年の主張大会が開催され、議員とともに出席しま

した。 

  12月３日、河津町戦没者招魂祭が開催され、副議長が出席しました。 

  同日、第22回しずおか市町対抗駅伝競争大会壮行会が役場玄関前で行われ、出席しました。 

  12月４日、第22回しずおか市町対抗駅伝競走大会が静岡市で行われ、応援してまいりまし

た。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎町長の行政報告 

○議長（上村和正君） 日程第４、町長の行政報告をお願いします。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、私の所信表明と行政報告をさせていただきます。 

  私の２期目就任後、初めてとなる令和３年河津町議会第４回定例会が開催されるに当たり、

町政運営に対して所信を申し述べさせていただき、議員各位並びに町民の皆様のご理解、ご

協力を賜りたいと思います。 

  私は、去る11月14日に行われました町長選挙において、引き続き、今後４年間の町政を担

わせていただくことになりました。光栄に存ずるとともに、その職責の重さに身の引き締ま

る思いでございます。 

  新型コロナウイルスの感染拡大は、私たちの暮らしや考え方、生活を一変するような大き
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な変化をもたらしました。次の時代に向けて私たちはゼロベースの考え方を持って、何をす

べきか、何が大切か、価値観の変化に対応したまちづくりが求められます。 

  まず取り組むべき課題は新型コロナウイルス対策であり、２つ目にコロナ終息後を見据え

た地域の産業活性化対策です。次のステップでは、地域産業力の強化や企業誘致をはじめ、

にぎわいや雇用を増やすことに取り組んでいかなければなりません。少子高齢化、人口減少

という大きな問題を抱えながら、これまでと同様、子育てしやすい、子供を産みやすい、安

心安全な暮らしを中心に各施策を行い、働く世代、高齢者を支える世代の増加を目指します。

それらは、町民の力を借りながら、また民間の力も活用しながら、共に創っていく「共創の

まちづくり」により進めてまいります。 

  この実現のために、大きく３本の柱を掲げました。①「安心な暮らし」、②「豊かさをつ

くる」、③「未来を創る人を育てる」であります。この３本の柱の下、10の公約に取り組ん

でまいります。１つ目の「安心な暮らし」では、コロナ対策、地震津波洪水対策、高齢者の

足となる交通網の整備、２つ目の「豊かさをつくる」では、伊豆縦貫自動車道の早期完成、

バガテル公園の再生、小学校跡地の活用、第一次産業と第三次産業の連携、３つ目の「未来

を創る人を育てる」では、認定こども園の実現、新小学校建設、経済活性化の人材確保の10

項目であります。 

  この４月から河津町は新過疎法による過疎地域に指定されました。過疎といいますと、何

か寂しい気持ちになりますが、過疎法では指定された自治体が過疎から脱却するための支援

措置、特に手厚い財政上の支援措置があります。既に今年度の子育て支援施設の建設工事費

にも活用しています。これまで、河津町では、事業を行う際の財源確保が大きな問題でした

が、この過疎制度を使うことにより、町民の負担が少なく、各種事業が実施しやすくなりま

すので、積極的に活用していく考えであります。 

  これまで町民、行政、議会が一体となった「オール河津のまちづくり」を目指し、情報の

共有による町民や議会の理解を得て進めてまいりました。２期目もこれまでの政治姿勢は変

わらず、一生懸命誠実をもって、１期目の公約で道半ばのもの、新たに掲げた公約の実現に

向けて行政を進める覚悟であります。これまでの、何としてもこの町を変えたい、次の世代

に負担をかけずに引き継ぎたいという強い思いを新たにし、一歩進んで、共に皆さんと手を

取り合って「共創のまちづくり」にしっかりと取り組むことを決意し、私の所信表明といた

します。 

  引き続き、９月定例会以降の行政報告を申し述べ、議員各位並びに町民の皆様のご理解と
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ご協力を賜りたいと思います。 

  令和４年度予算編成方針について申し上げます。 

  現在、令和４年度当初予算の編成作業を進めているところですが、歳入面においては、町

税収入に増額要因は見当たらず、地方交付税についても、その財源となる所得税や法人税等

の増収が見込めないことから、大幅な増額は見込みにくい状況で、歳出面においては、社会

保障関係経費や公共施設の維持補修費など義務的経費の増額、投資的経費においても労務単

価や建設資材等の高騰による建設コストの上昇など歳出増が見込まれ、引き続き財政運営は

厳しい状況が予想をされます。 

  現下の厳しい経済情勢を念頭に、限られた財源を最大限に有効活用すべく、既存事業の廃

止・縮小・再構築による歳出の徹底した見直しにより、健全な財政運営を堅持しつつ、これ

まで進めてきた町民と一体となった「共働のまちづくり」から、町民と共に創り上げていく

「共創のまちづくり」として、民間の力も活用しながら、町民と共にコロナ終息後を見据え

て、新しい時代のまちづくりに取り組んでまいります。 

  令和４年度の予算編成に際しては、以上のことを前提に、「誰もが安心して暮らせるまち

づくりの推進」、「豊かさをみんなでつくるまちづくりの推進」、「未来を創る人が育つま

ちづくりの推進」を重点テーマとし、各事業の有効性を見極め、重要政策課題等へ重点的に

財源を配分すると指示したところであります。 

  また、特別会計及び公営企業会計については、住民負担の適正化を念頭に財源確保を図る

とともに、将来にわたる的確な収支見通しに基づく経費の節減、事業の合理化に努めるよう

指示をいたしました。 

  必要な行政サービスの水準を確保しながら、さらなる効率的、効果的な行財政運営に努め

てまいります。 

  町表彰式について申し上げます。 

  11月３日、役場議場において河津町表彰式を行い、町の発展に寄与された４名の方々を表

彰いたしました。功労表彰２名、有功表彰２名にそれぞれ表彰状と記念品を授与するととも

に、会場前に受賞者の功績や活動の様子などを展示し、これまでの功績をたたえました。 

  河津バカテル公園ドッグラン整備事業について申し上げます。 

  春バラ期間に実施をしたクラウドファンディングにより、ドッグランの整備を行い、10月

１日から運営を開始いたしました。 

  近年、犬連れの来園客が増加していることから、お客さんの満足度アップと、バラ鑑賞以
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外のニーズに対する集客が期待されます。 

  地域防災訓練について申し上げます。 

  12月５日の「地域防災の日」に合わせ、各地区自主防災会が主体となり地域防災訓練を実

施をいたしました。 

  訓練内容は、各地区の自主防災会が地元消防団等の協力を得て、津波避難訓練や防災資機

材の点検、防災啓発ＤＶＤの鑑賞などを行ったほか、大鍋地区では、下田土木事務所の職員

を講師に招き土砂災害についての防災出前講座を実施し、田中地区では、陸上自衛隊駒門駐

屯地の協力を得て応急救護訓練を実施いたしました。今後も町民の皆様や関係機関の協力を

得ながら、防災対策の推進に努めてまいりたいと考えております。 

  また、職員の災害応急対策の検証・習熟を図ることを目的に、静岡県・自衛隊・消防等関

係機関の協力を得て、風水害を想定した本部運営訓練を実施をしました。 

  「わたしの避難計画」について申し上げます。 

  静岡県では、早期避難を自分のこととして意識化する取組として、住民１人ひとりの避難

計画、「わたしの避難計画」の作成を推進をしております。 

  本年度は、東部・中部・西部、賀茂地区内からそれぞれ２つの自治会をモデル地区として

選定をし、住民意見を反映した「わたしの避難計画」のひな形を作成しております。 

  当町では、賀茂地区のモデル地区として見高入谷地区が対象となり、区民を対象に10月と

11月にワークショップを開催をいたしました。ワークショップでは、１人ひとりが地区にお

ける災害のリスクを理解し、災害時の避難先や避難のタイミングを事前に整理し、災害時に

迅速・積極的に避難できるよう、避難対策について確認をいたしました。 

  交通指導員会45周年記念式典について申し上げます。 

  昭和51年に発足した河津町交通指導員会は、通学時の児童生徒を交通事故から守るため、

毎朝の街頭指導をはじめ、交通安全思想の普及などの活動に尽力をされております。 

  設立45周年を迎えるに当たり、11月３日に記念式典を開催しました。式典では現在活動を

していただいている指導員へ感謝状と記念品の贈呈を行いまして、小中学校の児童生徒から

感謝の言葉が贈られました。 

  町税収納状況について申し上げます。 

  町税収納状況は、10月末現在、収納率58.5％で前年比1.1ポイントの増。国民健康保険税

の収納率は49.4％で前年比1.7ポイントの増となっております。 

  賀茂地方税債権整理回収協議会による10月末までの滞納整理の状況ですが、本年度は、財
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産調査後、差押えに向けた個別調査を617件実施し、預金、生命保険、不動産等の財産差押

えを24件実施をいたしました。 

  また、滞納者全員に催告通知をしており、１回目を８月に、２回目を11月に送付をいたし

ました。今後は、３月に通知を予定しております。 

  なお、静岡県及び県内の全市町は、11月と12月を「滞納整理強化月間」と位置づけ、連携

して滞納整理に取り組んでいます。 

  今後も納期内納付の推進を図るとともに滞納額縮減に努めてまいります。 

  資源ごみリサイクルステーションについて申し上げます。 

  ごみ処理有料化に伴うごみの減量・資源化施策の一環として、「資源ごみリサイクルステ

ーション」を役場正面駐車場に設置し、12月１日から利用開始しております。 

  利用期間は年末年始の12月29日から1月３日までを除く毎日で、時間は午前７時から午後

８時までです。回収品目は、雑誌、新聞紙、段ボール、ペットボトル、使用済みインクカー

トリッジ、古着となっております。リサイクル率の向上とごみ排出量の削減に向けて積極的

にご利用いただきますようお願いいたします。 

  町指定ごみ袋製造業務委託について申し上げます。 

  令和４年度からの可燃ごみ処理有料化に伴い、新しい可燃ごみ袋を製造するため、町指定

ごみ袋製造業務委託を、サーモ包装株式会社と477万8,400円で契約しました。新しい町指定

可燃ごみ袋は、町内の取扱店で令和４年４月１日から販売開始となります。 

  子育て支援施設建設事業について申し上げます。 

  子育て支援施設建設工事は、８月に契約を締結し、工事を進めておりますが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で、全世界的な木材、鉄材の不足に伴う鉄骨材の搬入遅延によりまし

て、３月の工事完了が大幅に遅れる見込みとなりました。開業遅延により、利用希望者の

方々にはご心配、ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いします。 

  なお、施設備品購入及び工事監理委託料を含めた費用の次年度への繰越明許費を本定例会

に計上しましたので、ご審議をお願いいたします。 

  新型コロナワクチンの接種事業について申し上げます。 

  12歳以上の方を対象とする１回目、２回目のワクチン集団接種は、10月16日に終了しまし

た。現在、新たに12歳になられた方や都合により集団接種日程で接種できなかった方を対象

に、町内医療機関にて個別接種を行っております。11月末日現在で5,935人、12歳以上の方

の90％が接種を完了いたしました。町内医療機関をはじめ関係者のご支援に敬意を申し上げ
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るとともに、町民の皆様のご協力に感謝を申し上げます。 

  また、報道されているとおり、３回目となる追加接種が予定をされております。当町は、

２回目接種終了後８か月を経過した方より、医療従事者等は、町内２医療機関で個別接種を

１月から、高齢者施設入所者及び従事者は、主治医による施設での往診接種を２月から、そ

の他の方は、町の集団接種で接種を２月末日から計画をしております。 

  ワクチンは、２月、３月供給分については、ファイザー製ワクチンが供給されることが決

定をしました。予約方法は、接種対象となられた方から順に接種日程を割り当ててご案内し、

都合の悪い方はコールセンターで調整をさせていただく方法を計画をしております。順次ご

案内を申し上げますのでご了承ください。 

  なお、追加接種経費について、補正予算を本定例会に計上しましたので、ご審議をお願い

いたします。 

  子育て世帯への臨時特別給付金先行給付事業について申し上げます。 

  高校生世代以下、平成15年４月２日以降、令和４年３月31日までに生まれる子供がいる世

帯で、児童手当の特例給付基準以上の収入がある世帯を除き、子供１人５万円の臨時特別給

付金を年内に現金給付開始するよう事務を進めております。まず、児童手当本則給付対象者

で給付辞退を希望する方を除き、年内に給付したいと考えております。高校生世代を有する

世帯及び受給対象者が公務員の世帯、今年12月以降新生児が生まれる世帯は、給付申請を提

出していただき、受付審査終了後に速やかに給付したいと考えております。 

  なお、経費については、専決処分の承認を本定例会に上程しましたので、ご審議をお願い

いたします。 

  観光振興関連事業について申し上げます。 

  町内宿泊者への誘客と特産品の消費拡大を目的に、河津町観光協会へ事業補助を行い、特

産品送付事業が実施をされました。４月29日から10月31日までの間に町内宿泊施設を利用し、

応募された3,368名の方に河津町の農林水産物等の詰め合わせを送付をしております。 

  道路事業について申し上げます。 

  防災・安全交付金町道鍛治屋沢線舗装補修工事は、平成27年度から河津町道路ストック総

点検の結果を踏まえ、毎年計画的に舗装補修を実施しているもので、今年度分の舗装83メー

トルが９月28日に完成をしました。 

  町道縄地線路側改修工事は令和２年度の地区要望箇所で、道路が一部欠損し、幅員への影

響があったために路側を改修したもので、ブロック積み51.2平方メートルが11月19日に完成
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しました。 

  浜地区道路施設改修工事は、毎年継続実施しており、経年劣化した側溝上部を改修し、道

路機能の改善を図るもので、側溝改修96メートルが11月15日に完成をいたしました。 

  工事期間中は交通規制等へのご協力ありがとうございました。 

  伊豆縦貫自動車道関係について申し上げます。 

  河津インターチェンジにおきましては、10月30日に周辺地区の住民を対象に、完成が迫る

ランプ橋の建設現場見学会が開催され、大人84名、子供14名、合計98名の方が参加をされま

した。 

  また、工事説明会が、河津インターチェンジにおきましては11月30日に西小学校体育館で、

逆川インターチェンジにおきましては12月２日に逆川公民館で開催をされました。地権者を

はじめ近隣住民の皆さんには、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 

  学校教育事業について申し上げます。 

  統合による新小学校の校歌作成は、９月30日に有限会社アスク・ミュージックと50万円で

校歌作成業務委託を契約しました。来年12月の完成を予定し、同社代表取締役の新澤俊彦氏

を河津町に招き児童と交流等を行い、校歌を作成してまいります。 

  河津町立南小学校トイレ改修工事は、当面の間、新小学校の校舎となる南小学校のトイレ

を改修するもので、10月15日に完成をしました。 

  学校ＩＣＴ支援事業は、９月定例会で補正予算を計上させていただき、当初予算分と合わ

せて285万円で、株式会社ウチダシステムズと業務委託を契約しました。この事業はＧＩＧ

Ａスクール構想で導入したタブレット端末の利活用を推進するため、教職員への研修やヘル

プデスクの開設を行うものです。 

  社会教育事業について申し上げます。 

  河津町文化協会主催の第40回河津町民文化祭は、河津バガテル公園で開催をされまして、

展示部門が11月２日から５日まで、舞台部門が13日にそれぞれ行われました。昨年は新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため中止となり、２年ぶりの開催となりました。展示部門で

は、19団体・個人11人より約1,800点の陶芸、絵画、写真、郷土研究等の展示が行われまし

た。また、40回記念として、展示期間を２日間延長し、茶道会や手作り体験教室が行われ、

延べ882人の方に来場していただきました。舞台部門では、空手形演武、フラダンス、楽器

演奏、ダンス、新体操、吹奏楽など12の演目が披露され、延べ410人の方に来場していただ

きました。主催をされました文化協会をはじめ関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。 
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  第20回河津町青少年主張大会は、11月20日河津町保健福祉センターふれあいホールで行わ

れ、町内の小中学校、稲取高校と下田高校の児童生徒に、自分の思い、友達、河津町などに

ついて主張をしていただきました。文化祭と同様に２年ぶりの開催となりました。発表では、

今を真剣に生き生きと過ごしている様子が伺われました。発表していただいた皆様、また、

来場者の皆様に改めてお礼を申し上げます。 

  第５回伊豆の踊子読書感想文コンクールは、読書の習慣を高めることや、「伊豆の踊子」

を多くの人に知ってもらうため、伊東市を募集対象に加え、６月１日から９月30日までの間、

中学・高校・一般の部の部門で作品の募集を行いました。応募数は一般の部で５名、高校生

の部で18名、中学生の部で51名でした。表彰式は第20回河津町青少年主張大会終了後に開催

し、最優秀賞２名、優秀賞１名に表彰状を授与しました。このほかにも佳作４名、努力賞２

団体に表彰状を授与いたしました。 

  第22回静岡県市町対抗駅伝競走大会については、12月４日静岡市を会場に12区間42.195キ

ロのコースで行われ、県内全市町選手団が出場しました。河津町選手団は募集、推薦により

集まった候補選手39名が10月から約２か月週２回の練習を続け、代表選手12名が大会に出場

し、練習の成果を発揮しました。結果は、町の部で12チーム中第10位、記録は２時間35分27

秒でした。選手、監督、コーチをはじめ、関係者の皆様に心から感謝いたします。また、町

民の皆様の声援に厚く御礼申し上げます。 

  主な入札結果について申し上げます。 

  道路メンテナンス事業、町道縄地線（水神橋）の橋梁補修工事は、東海建設株式会社が落

札し、1,171万5,000円で契約しました。この事業は、５年に一度のサイクルで実施をしてい

る橋梁点検において、判定Ⅲが出たものについて計画的に補修工事を実施していくものです。 

  河津町立文化の家長寿命化事業に伴う改修工事設計業務委託は、１級建築士事務所野田建

築設計事務所が落札し、297万円で契約をいたしました。この事業は、文化の家の長寿命化

を図るため、屋根の塗り替え、空調設備の改修、外壁クラックの補修等の設計を委託するも

のです。 

  （仮称）河津町子育て支援施設建設に伴う備品購入は、株式会社スワベ商会下田支店が落

札し、2,530万円で仮契約を締結しました。この事業は、河津町子育て支援施設に必要な家

具、遊具等を購入するものです。 

  契約締結の議案を本定例会に上程しましたので、ご審議をお願いいたします。 

  その他の入札結果につきましては別紙を参照してください。 
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  報告は以上のとおりであります。 

  現在、新型コロナウイルスの感染者は抑えられているところですが、今後の状況は不透明

な状態であります。町といたしましては、感染防止対策を図っていくとともに経済対策を行

ってまいりますので、議員各位並びに町民の皆様のご理解とご協力を重ねてお願い申し上げ

まして、私の行政報告とさせていただきます。 

○議長（上村和正君） これで町長の行政報告を終わります。 

  10時55分まで休憩します。 

 

休憩 午前１０時４３分 

 

再開 午後１０時５５分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（上村和正君） 日程第５、一般質問に入ります。 

  この場合、質問には１問ごとに答弁します。 

  なお、全般にわたって質問するか答弁を求めるかは、質問者の意向によるものとしますの

で、あらかじめ議長に申し出てください。 

  なお、申し添えておきますが、質問回数は１問につき３回、質問の時間は答弁を含めて60

分となっておりますので、ご協力をお願いします。 

  一般質問は、次の順序によりこれを許します。 

  ３番、渡邊昌昭議員、１番、大川良樹議員、４番、遠藤嘉規議員、６番、塩田正治議員、

９番、渡邉弘議員、２番、桑原猛議員。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 渡 邊 昌 昭 君 
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○議長（上村和正君） それでは、３番、渡邊昌昭議員の一般質問を許します。 

  ３番、渡邊昌昭議員。 

〔３番 渡邊昌昭君登壇〕 

○３番（渡邊昌昭君） 改めまして、おはようございます。 

  ３番、渡邊昌昭です。 

  令和３年第４回定例会開催に当たり、一般質問の通告をしたところ、議長より許可をいた

だきましたので、一問一答方式で質問します。 

  私の質問は次の３件です。 

  １件目、町長の政治姿勢について。 

  ２件目、伊豆縦貫自動車道天城越えルートについて。 

  ３件目、小中一貫校についての３件です。 

  町長、副町長、教育長、関係課長の回答をお願いいたします。 

  １件目、町長の政治姿勢についてです。 

  11月９日告示、14日投票予定で町長選挙が行われ、無投票により岸町長が当選し、岸町長

体制が２期目を迎えます。岸町長の実績を町民も信任した結果だと思います。本当におめで

とうございます。６月定例会、９月定例会で続投をお願いしていた私としては、ほっとして

いるところであります。 

  そこで、河津町の今後の４年間を担っていただくわけですが、１期目の町長としての新型

コロナウイルス感染症に対する各種施策なども含めて、ここで４年間を振り返り、町長ご自

身で評価して、反省すべき点、こうすればよかったと思うような点はございますか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、渡邊議員から、私の政治姿勢について、特にこれまでの４

年間の反省点等についてお尋ねですので、お答えします。 

  まず、お尋ねの１期４年間を振り返りまして、自己評価での反省すべき点について、また、

新型コロナウイルスに対する反省点についてお尋ねですので、お答えします。 

  特に私の政策等で反省すべき点は、特にはございませんが、７つの公約を掲げて推進をし

てきましたが、思うように進まないものもありまして、今後に引き続き推進すべき課題が残

っている、そういう思いでございます。特にこの２年間はコロナウイルス対策を優先的に取

り組みまして、多くの時間を費やすこととなりましたが、子育て支援施設建設ですとか、あ

るいは小学校の統合問題など、できるだけ政策に関わる重要事項については進めてきた一方
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で、思うように進まない面もあったのかなと、そういうふうに思っております。 

  具体的には、コロナ感染拡大によりまして、地区懇談会の開催ですとか、あるいは地区と

の協議に関わるもの、集会等の人的交流による密になる可能性がありまして、地区などとの

調整の結果、開催できないものも数多くありまして、計画が滞ってしまう事業もございまし

た。 

  しかし、逆に、この４年間の情報公開と町民参加のまちづくり、あるいはオール河津のま

ちづくりを進める中で、町民、議会、行政が一体となった行政運営の姿勢が成果として認め

られてきたことがあると、私は思っております。 

  新型コロナウイルス対策に関する各種施策については、昨年の経済対策をはじめ本年のワ

クチン接種の推進など国の交付金を使いまして、広く活用を図ってまいりました。基本的な

取り組む姿勢は、できるだけ早い時期に実証できるように取り組んできたつもりでございま

す。 

  おかげさまで、ワクチン接種も12歳以上の方の９割近くの方に２回目の接種を集団接種の

方法で打つことができました。今後も感染拡大も心配されますし、３回目のワクチン接種の

実施に向けまして、これまで同様に対応していきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） ただいまの回答に情報公開の点、この点がちょっとということで言っ

ていただきましたけれども、これからは時代も変わっていくということを考えますと、懇談

会、これも必要でしょうし、いろんな方法を考えていくことも必要なのかなと考えられます。

あらゆる手段を通じて町民に情報の公開ができていけばいいなと考えております。 

  先ほどの所信の報告がありましたけれども、これからは４年間町長として河津町のリーダ

ーとしての考え方をお教えしていただきたいと思います。 

  共創のまちづくりを掲げ、基本政策と具体的な３本の柱として、誰もが安心して暮らせる

まち、豊かさをみんなでつくるまち、未来を創る人が育つまちとして３本の柱を立て、それ

ぞれに新型コロナウイルス対策の諸問題に取り組む防災・減災対策による命と暮しを守る課

題に取り組む効率のよい地域交通システムの再検討を進める。伊豆縦貫自動車道の早期完成

に取り組む。河津バガテル公園再生に向けて再検討を進める。小学校統合後の跡地活用につ

いて検討を進める。第一次産業と第三次産業の連携事業に取り組む。保育施設など新たな子

育てしやすい環境づくりに取り組む。小学校統合後における新校舎の建設計画を進める。都
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市との交流や民間企業との連携など幅広い分野での競争を進めるとしておりますが、その具

体的な方策や考え方についてご説明をお願いしたいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいまの渡邊議員のご質問で、これからの４年間の基本

施策と具体的な３本の柱についてお尋ねですので、具体的にという話があるものですから、

少し長くなりますが、よろしくお願いしたいと思います。 

  また、所信表明と重なる部分がありますが、そういうことで若干重なる部分もあるかと思

いますが、ご理解願いたいと思います。 

  私の１期目の任期は、先月の25日でありました。２期目については、これまでの７つの公

約を掲げてまいりましたが、先ほど申したように、これまでの４年間で実行に移せなかった

もの、あるいは少し進んできたもの、反対に実行に移せたものもありますが、また新たな課

題も出てきております。 

  ２期目について、これらの未達成な事業の継続と、当面の重要課題であります新型コロナ

ウイルス対策を継続をして進めることを考えまして、気持ちを新たに町長選に出馬する決意

を決めさせていただきました。 

  今回の選挙につきましては、先ほど議員がおっしゃったように、１期目の実績評価の選挙

であると考えておりまして、当選できたことは、一定の評価が得られた結果であると思って

おります。 

  今後もこれまでの進め方を維持しまして、丁寧に議会、町民の皆さんに説明をしながら、

公約を中心に進めていきたいと思っております。 

  ２期目は、これまでの基本姿勢を町民、行政、議会が一体となったオール河津のまちづく

りを継続をしまして、１期目で公約でやり切れなかったものと、新たな公約の実現に向けて

行政を進める覚悟でございます。 

  特に新たに取り組む大きな課題は２つございます。１つは、新型コロナウイルス対策です。

２つ目は、コロナ収束後を見据えた地域の産業活性化対策です。それも町民の力を借りなが

ら、また民間の力も活用しながら、共に創っていく共創のまちづくりを進めます。今後４年

間の10の公約をお示ししましたが、少子高齢化、人口減少という大きな問題を抱えながら、

これまでの子育てしやすい、子供を産みやすい、安心・安全な暮らしを中心に各施策を行っ

て、働く世代、高齢者を支える世代の増加も目指して取り組んでまいります。 

  次のステップは、さらに地域産業力の強化や企業誘致をはじめ、にぎわいや雇用を増やす
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ことに取り組んでいかなければなりません。 

  私の２期目についての公約は、次のとおりでございます。 

  基本目標は、共創のまちづくりであります。先ほど申しましたが、これまでの町民参加と

オール河津の絆をさらに一歩進めて、民間の力も活用しながら、町民と共につくる夢ある新

しい時代へのまちづくりに挑戦をいたします。 

  次に、基本施策と具体的３本の柱と個別の公約でございます。 

  基本施策は、命と心を育む１人ひとりが豊かに輝くまちづくりです。 

  １つ目の柱は、誰もが安心して暮らせるまちです。個別の公約につきましては、新型コロ

ナウイルス対策の諸問題に取り組むであります。 

  これまで新型コロナウイルス対策については、約２年間にわたり対策を行ってきました。

昨年度は、主に経済対策を中心として、国の給付金事業や町独自のプレミアム商品券、工事

券の発行や小規模事業者への持続化給付金、水道料の２か月免除、敬老を祝う商品券の給付、

また、町外の大学や専門学校に行っている町出身者への学生への補助などを行ってきました。

今年に入り、新型コロナウイルスワクチン接種が３月より医療従事者の接種から始まり、４

月からは65歳以上のワクチン集団接種が始まりました。町民の命に関わることであり、その

体制づくりに全力で取り組み、目標の７月末には、希望者のほぼ全員の接種を完了しました。

接種率は約94％と、多くの人の協力をいただきました。８月からは、64歳以下12歳以上を対

象に、集団接種を行いまして、10月16日に希望者全員の接種が完了しました。接種率は86％

でした。町民全体では、約89％と９割近い方の町民の皆様の協力に感謝しまして、集団免疫

の効果が現れるものと確信をしております。 

  しかし、またまだ今後も第６波の拡大も心配されます。また、３回目のワクチン接種の方

向が国より示されるなど、多くの課題が予想されます。町民の命と暮しを守る重要な問題だ

けに、これからも状況判断をして適切に取り組んでまいります。 

  次に、防災・減災対策による命と暮らしを守る課題に取り組むでございます。 

  何よりもまず、行政として優先的に取り組まなければならない課題であります。当然コロ

ナ対策も当面の重要対策ですが、懸念されている南海トラフ地震と関連する津波対策、そし

て近年多発している豪雨による洪水対策も重要であります。これまで４年間において率先し

てこの対策に取り組んでまいりました。具体的には、既に町民には、知る・備える・行動す

るを念頭に、ファイル式の防災ガイドブックを作成し、配布をいたしました。そのほかにも

地震、津波、水害など各種の災害に対する訓練や自主防などへ資器材の配布、避難路の整備
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や路面標示、家具の転倒防止補助金制度の創設などを行っております。 

  ハード面では、津波に対する沿岸地域の防潮堤事業も見高地区から始めております。学校

などの広域避難場所の電源対策なども行い、将来的には、防災本部である役場周辺が手狭で

あることから、新たな峰地区に本部のサテライト機能を持つ防災公園も計画し、用地の取得

も令和２年度に済みまして、現在は測量設計を行っております。 

  今後も基本的な施策として、減災対策を進め、本部体制の強化の下、常に危機管理の意識

を持って行政運営を進めてまいります。 

  次に、効率よい地域交通システムの再検討を進めるであります。 

  現在、町では、東海自動車に運行委託をしている自主運行バス、町独自で逆川地区と学校

などを結ぶ町営バス事業、そして上河津地区の上佐ケ野の小鍋、大鍋、泉奥原地区と湯ケ

野・下佐ケ野を結ぶ無料運転の町バスの運行を行っております。特に町バスについては、高

齢者の足として交通手段が乏しい地区の住民を対象に運行を行っておりますが、現状では利

用者が少ない状況です。これまでのアンケートなどを通して改善をしてきておりますが、根

本的な解決に至っていない状況でございます。今後の高齢化や人口減少を考えたときに、い

かに高齢者の移動手段を確保するかというのが、大きな問題であります。今行っている事業

の見直しを図り、利用しやすい仕組みづくりの再検討を進めます。 

  次に、２つ目の柱、豊かさをみんなでつくるまちです。個別の公約につきましては、伊豆

縦貫自動車道路建設の早期完成に向けて取り組んでおります。伊豆縦貫自動車道路は、下

田・沼津間を約60キロを１時間で結ぶ高規格道路計画です。既に月ケ瀬インターチェンジま

での区間が中央道を活用して供用開始しております。今後は、月ケ瀬インターチェンジから

下田間が残されておりますが、既に河津から下田間は工事が進められていて、令和４年度中

には、仮称、河津インターチェンジから逆川インターチェンジでの間の約３キロが開通をす

る見込みでございます。 

  伊豆縦貫自動車道建設計画は、時間短縮などによる物流や観光客などへの人や物の流通拡

大、あるいは強靱な道路による災害時の交通網確保、順天堂静岡病院などへの時間短縮によ

る命の道として大変重要な道でありまして、町にとっても将来に向けての希望の計画であり

まして、今後も、これまで以上に早期完成に向けて関係市町と連携をして取り組みます。 

  次に、河津バガテル公園再生に向けて再検討を進めるであります。 

  これまで河津バガテル公園につきましては、再生検討を進めるとの公約でありまして、平

成30年10月に外部の大学講師や地域の代表３人による再生検討委員会を設けて様々な議論を
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していただきました。方向性としては、民間による園の運営を基本として、指定管理者の公

募による運営を目指してまいりました。しかし、最終的には公募は不調に終わりまして、今

年度から新たな新企画を図り、新たな方針について再生委員会において検討をしていただい

ているところであります。今後、方針が示された中で取り組んでいきたいと思っております。 

  現状は取組途中ですが、これまで直営になり、約７年間で立て直しができない中で、公園

のグレードも落ち、かえってイメージを悪くしている面も見られました。私は民間の力を借

り、再生に取り組み、先ほどから申しているように、今後その方向で進めていきたいと思っ

ております。 

  もう一度民間活用の方策を練り直し、町の過疎計画にも盛り込んでありますので、今後は

町として資金面など優位に活用できますので、施設の改修などを含めた民間事業者との再生

に取り組みます。また、町として民間事業者に頼るだけなく、公園のイメージアップやグレ

ードを上げ、集客を増やす試みも並行して取り組んでまいります。 

  おかげさまで、コロナ禍の中で大変厳しい状況ですが、昨年は、新日本フィルハーモニー

による管弦四重奏の演奏や谷津てらまち会によるプロジェクションマッピングなど各種のイ

ベントを通して町民をはじめ多くの入園者もありまして、成果も実感しております。また、

再生検討委員である外部の専門家からも、公園が今まで以上によくなっているとの言葉もい

ただいております。 

  継続して再生に向けて施設運営計画を練り直し、併せてこれからも施設管理にしっかり取

り組み、各種イベントなどを開催し、町民の皆様に親しまれる公園を目指し集客に取り組ん

でいきたいと考えます。 

  次に、小学校統合後の跡地利用について検討を進めるであります。 

  小学校統合問題については、積極的に取り組むという公約でありましたが、統合について

の検討組織であります学校教育環境整備委員会、さらに小学校統合準備委員会から教育長の

諮問による答申を受けております。現在はご存じのように、令和５年度に統合し、現在の南

小学校を仮校舎として当面利用して、将来的には、河津中学校周辺に新校舎を建設して、小

中一貫校を目指すというものであります。 

  また、統合準備委員会では、部会を設けて通学方法や援助、校章や校歌など統合に関わる

事項について継続をして検討いただき、既に校歌や校章などについて検討作業を行い、令和

５年度統合に向けて着々と準備は進んでおります。 

  今後は、跡地の活用や新設の統合小学校の建設課題に取り組みます。跡地の活用につきま
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しては、公共施設整備検討委員会に諮問し、答申を受けて、今後の跡地の活用について民間

事業者の活用も視野に入れながら、活用を図ってまいります。 

  次に、第一次産業と第三次産業との連携事業に取り組むであります。 

  第一次産業を今後どうして維持していくかは大変重要でありまして、これまでも第一次産

業と第三次産業との連携事業に取り組むとの公約でありましたが、河津桜ブランドを生かし

た河津桜切り枝商品化研究会を令和元年６月に立ち上げ、商品化に向けて県などの協力を得

て、取り組んでおります。試験出荷やテスト販売、苗や圃場整備の補助制度なども立ち上げ

まして、併せて遊休農地や耕作放棄地の解消策にも取り組んでまいります。 

  特に大鍋地区では、出荷用の棚方式の植栽も行われておりまして、また、逆川地区でも本

年度植栽が予定をされております。また、バガテル公園では、食用バラの試験栽培も行い、

民間の事業者とも協働で消費拡大に取り組んでおります。 

  今後も栽培技術の普及や啓蒙、耕作者の増加に向けて取り組んでまいります。さらに、販

路など、これまで以上に民間事業者の活用を進めます。 

  大きな３つ目の柱は、未来を創る人が育つまちです。個別の公約につきましては、保育施

設など、新たな子育てしやすい環境づくりに取り組むであります。 

  これまでも幼稚園、保育園の将来的な運営形態について検討を進めるとの公約でしたが、

これは将来的な運営の検討で、保育園については民間事業者でありますので、現状では具体

的な運営形態の話合いは行われておりません。しかし、子ども・子育て会議の中では議論が

されております。 

  現状の中で町としては、当面の課題として幼稚園の中で少しでも保護者の実情に対応する

ため、４歳、５歳児の預かり保育の時間延長や３歳児の預かり保育の開始などを行ってまい

りました。 

  今後も公約実現に向けまして、具体的には民間の保育所の理解を得まして、認定こども園

などを具体的に進めたいと考えます。 

  次に、小学校統合における新校舎の建設計画を進めるであります。新校舎建設につきまし

ては、統合後のできるだけ早い時期に新校舎に移転できるように、配置計画や財源、将来児

童人数や統合方針などについて検討を進めます。 

  校舎建設事業についても過疎計画に盛り込みましたので、財源的な確保についてはこれま

で以上に優位に運べるものと考えております。 

  次に、都市との交流や民間企業との連携など幅広い分野での共創を進める。 
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  これまでも行政と町民の役割と責任を分担して協力しながら、町民参加とオール河津でま

ちづくりを進めてまいりました。将来にわたり人口減少や少子高齢化が進み、地域の活力の

低下が予想される中で、なお一層の力を合わせた取組が必要でありまして、共に創る共創の

まちづくりによる持続可能なまちを目指します。 

  この約２年間のコロナ感染拡大状況下で、国民の暮らし方や働き方、仕事場所の変化、健

康の考え方、地域の魅力や特色などの再認識、生き方や価値観、考え方が多様になりまして、

特に都会人の地方への移住・定住が注目されております。町においてもコロナの影響で経済

活動が停滞し、今後のコロナ終息後のまちづくりを考えたときに、根本である人口減少問題、

少子高齢化対策について力を入れるべき課題として、地域産業力の強化や企業誘致、移住・

定住促進、公共用地や施設の利活用を進めることが重要であります。 

  これらの変化した価値観を捉え、課題である人口減少や少子高齢化といった問題解決や施

設の効率化の運営など、民間の事業者の力を活用した取組が重要であると考えております。

具体的には、都市との交流、民間企業や教育機関の連携や誘致を目的に、役場内に受け入れ

る担当係、例えば都市交流係ですとか、外交係など、窓口となる部署を創設をしまして、移

住・定住、企業誘致など、公共用地活用などを図りまして、町民サービスの向上、地域活性

化の推進、ビジネスチャンスの創出などを目指し、今後取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） ありがとうございました。丁寧に解説いただきまして、ありがとうご

ざいました。 

  公約細かくあるんですけれども、この中の言葉全部がそれぞれに絡み合っていて、リーダ

ーとしてしっかり俯瞰的なところから見ていただきまして、引っ張っていってもらえればい

いのかなと思います。 

  ここ２年間に新しい生活ということで、町民の生活、国民の生活が変わってまいりました。

今まで以上に細かい情報提供と町民、民間の力を借りて町を引っ張っていただければいいか

なと考えますので、どうかよろしくお願いいたします。 

  １問目を終わりまして、２問目、伊豆縦貫自動車道天城越えルートについて質問したいと

思います。 

  伊豆縦貫自動車道河津・下田道路の建設は着々と進み、先ほどもお答えいただきましたけ
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れども、来年度中には一部開通するということで、期待は膨らむばかりであります。本年３

月には、天城越えルート、これが都市計画として発表されました。大鍋地内の地積調査も該

当地域は終了したと聞いています。 

  これまでの進捗状況や今後の建設に向けたスケジュール、これについては、町民も関心が

非常にあると思っていますので、スケジュールはどのようになっているのか、お教え願いた

いと思います。国の事業ではありますけれども、工事の概要など分かる範囲で結構ですので、

国の用地の地権者に対する説明会や工事に取りかかる手順、工事予定の期間など、大まかで

結構ですので、通常の高規格道路建設などで考えられる手順などをお教えいただければいい

かと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、伊豆縦貫自動車道の天城越えルートについて、その進捗状

況と今後のスケジュールということでお尋ねですので、お答えします。 

  先ほども申しましたが、伊豆縦貫道の天城越えのルートにつきましては、延長約20キロの

計画でございます。その進捗状況ですが、先ほど議員がおっしゃるように、国の事業という

ことでございますので、資料を基に分かる範囲でお答えしたいと思っております。よろしく

お願いします。 

  現在は大きく概略計画、ルート等が決定をしまして、その後２つの手続を進めております。

１つは、環境影響評価の手続、もう一つは、都市計画の手続でございます。 

  環境影響評価につきましては、現在準備書の作成段階であります。また、都市計画の手続

については、素案作成後に住民説明会の開催、意見集約を行いまして、現在は都市計画案の

作成中であります。２つの手続については、最終的には、審議会を設けて最終的な公告、告

示、縦覧を経て、事業実施段階に移るものと考えております。 

  また、議員お尋ねの今後のスケジュール等でございますが、なかなか不確定な部分があり

まして、まだ詳しい情報が入ってこない部分があるかと思いますが、担当課長より答弁させ

ます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 建設課長。 

○建設課長（山本博雄君） それでは、今ご質問のありました天城越えルートの進捗状況と今

後のスケジュールというところで、質問の内容と、あと、町長の答弁の中と一部重なる部分

もありますけれども、ご理解願いたいと思います。 
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  また、国の事業ということで、先ほど説明も町長のほうからもありましたけれども、分か

る範囲となりますけれども、ご理解を願いたいと思います。 

  それでは、現在までの進捗状況といたしまして、路線の必要性や効果、あと優先区間の絞

り込み、あと概略ルートや構造の検討など様々な調査を経まして、平成30年１月にルート帯

というものが決定いたしました。その後、環境影響評価、あと詳細のルート検討などが行わ

れまして、環境影響評価の方法書というものが平成30年11月に公告、縦覧されまして、説明

会が開催されております。さらに、詳細ルート案というものが決定した後に、今年３月です

けれども、都市計画の原案説明会というものが開催されまして、８月には公聴会というもの

が行われまして、２名の方から意見の口述をいただいております。 

  今後につきましてですけれども、都市計画案と環境影響評価の準備書の縦覧というものが、

今月の10日から来月の１月11日まで行われます。今月のまた19日と20日の日には、環境影響

評価の準備書の説明会というものを保健福祉センターのふれあいホールのほうで開催する予

定となっております。その後、県の都市計画の審議会や国土交通大臣の協議というものがあ

るんですけれども、そちらを経まして、環境影響評価書と都市計画の決定がされていく予定

となっております。現在は、この一連の流れの中で進んでいる状況となっております。 

  環境の部分と都市計画の部分が進んでいるんですけれども、もう一つ事業の部分というの

も三本立てで絡み合いながら、同時に進行していくという形になります。その後に天城峠区

間の新規事業化というものがあるんですが、新規事業化の時期につきましては、現時点では

いつになるかというのは不明となっております。事業化された後には、事業の説明会や協会

の立会い、地権者への説明や売買や借地の契約、あと工事説明会などが行われて事業着手さ

れていくものと考えております。その後は工事という形になるんですけれども、距離が長い

のと、あと、トンネルや橋梁という構造物が主になる区間にはなってくるとは思われるんで

すが、事業期間というのは、現在では全くこちらではちょっと予想できるものでもないとい

うのがあるので、そちらについてはご理解願いたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） ありがとうございました。 

  分からない点が多い中での回答ではございましたけれども、実際に今まだ書類ベースとい

うか、環境の関係とか実際にはまだかかれていないというのが現状で、早くその辺をやって

もらいたいものだと、このように考えます。 
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  工事用道路、これができるということなんですけれども、今はまだ計画段階が進んでいる

ところでありますけれども、伊豆縦貫自動車道天城越えルートの工事に関しては、環境など

を保全するために、仮設で工事用道路を設置し、現況に復旧させるという方法も場所がある

かと聞いています。 

  天城越えルートは、大鍋地域の地区の県道115号線湯ケ野・松崎線の約南側100メートルぐ

らいのところを通っていくようなことが都市計画で発表されました。作業車両が大鍋地内を

通行するに際して、県道115号線を使用するものだと思います。作業用道路がどこを通るの

かは、まだ発表されていませんが、県道115号線は、狭隘な部分が多く、大型車両が行き交

うことが困難な場所も多くあります。この県道115号線は、大鍋区内の唯一の生活道路であ

り、以前から区民の要望でもある県道の拡幅、県土木に要望している２車線化についてどの

ように計画はなされるのでしょうか。この機に国・県に２車線化の提案をする予定はありま

せんか、お聞きします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまお尋ねの工事用道路の整備と工事用道路の町道化についてと

思いますが、その点についてお答えします。 

  先ほど言ったように、まだルートがはっきりしていないということがありますが、実施段

階になりますと、時期は不明ですけれども、予算がつき次第、工事が始まってくると思って

おります。 

  当然お尋ねのように、工事を行うには搬入ですとか搬出路など工事用道路が必要でありま

して、工事終了後の活用も考えられることもあるかと思います。また、今後の関係で、使用

すると考えられる県道の改良につきましても、国の事業と絡めて改良を拡幅できないか、し

っかりと要望していきたいなと、そういうふうに思っております。特に予定されております    

区間で大鍋地区とか梨本地区については、現状では、出入り口が１方向ですので、仮に災害

などで崩落などにより道路が寸断されますと、地区の住民の孤立化の危険性が大変考えられ

るわけです。これまでも町内のほかの行政区と同じような状況が考えられますので、その対

策が重要であると、そういうことで考えておりました。 

  お尋ねのように孤立化を防ぐ方法として、工事用道路を工事終了後に有効に活用すること

によりまして、減災対策への対応が私は可能になると思っております。 

  既に国土交通省の沼津河川国土事務所長には、私から梨本・大鍋地区の避難路として伊豆

縦貫自動車道路の工事用道路の活用について要望してございます。所長からはその重要性に
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ついても十分認識をしていただいたと、そういうふうに理解をしております。 

  その中で、計画路線の工事用道路がどの場所にできるかによっても、その活用が可能かど

うか検討されなければなりません。天城越えルートはトンネルが多く、どのように工事用道

路を入れるかが今のところ不明でございますので、今後活用できるものならば、さらに今後

は要望していきたいと、そういうふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） ３問目で質問しようと思っていた工事用道路の関係なんですけれども、

大体今、町長にお答えいただいたんですけれども、大鍋地区、ここを通るわけですけれども、

急傾斜地が多く、町長の説明のとおり、一たび災害が起きれば孤立化してしまうということ

です。そんな状況の中で、大鍋地区にインターチェンジ欲しいなというのが、区民の考えな

んですけれども、インターチェンジを造っていただきたいというのはやまやまなんですけれ

ども、いざというときのために、縦貫道管理道路、または町道として残していただき、ふだ

んは平常時に鍵かけるとしても結構ですので、有事の際には通行できるような形で確保して

もらいたい、こういう要望が区民にも多くあります。これができれば、先ほど町長おっしゃ

ったとおり、梨本地区、大鍋地区、これが孤立しなくても済むんじゃないかなと考えており

ますので、本当にこれらをこれから国、または県、申請を強くいただければいいかなと考え

ておりますので、どうかよろしくお願いします。 

  ３問目の小中一貫校の計画についてお聞きします。 

  令和元年12月24日の小学校統合準備委員会の答申のとおり、小学校の統合は計画どおり準

備委員会で進み、令和５年度には、小学校が統合小学校、河津小学校が開校できるものと思

います。 

  令和元年12月の河津町立小学校統合準備委員会の答申は、結論として、河津町内３小学校

を閉校し、新校舎を建設し、新たな統合小学校を開校する。１として、開設時期、令和５年

度、２、開設場所、河津町立河津中学校周辺、当面の間は河津町立南小学校校舎を活用する。

３、学校形態、中学校と小学校の連携を深めた小中一貫校とするとの内容でございます。 

  ここで、再度小中一貫校と義務教育学校の違いを説明していただき、答申の言う、一貫校

とするための準備はどのように進められているのでしょうか。統合時、すなわち令和５年度

から一貫校とするのか、中学校周辺に移転したときに一貫校に移管するのでしょうか。中学

校周辺に移転後の一貫校であるなら、施設一体型または施設隣接型となります。統合小学校
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のスタートからなれば、施設分離型かこのようになりますが、現在小中一貫校としてどのよ

うに計画され、準備がなされているのでしょうか。 

  校舎などの設備については、ハードの部分であり、一貫校はソフト的な部分が多いと思わ

れます。町長、教育長の考え方について説明をお願いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、小学校統合の小中一貫校の計画の関係でございます。 

  先ほどいろんな所信表明ですとか公約の中でも申してありますが、ハード面では、ある程

度財政的な面でも過疎計画に乗っけたりしてやると、進みやすくなったのかなと思っており

ます。そういうことで、令和５年に仮校舎として南小学校に統合するわけですけれども、こ

の辺の今後のことについても、やはりなるべく早急に方向性を決めていきたいなと思いもあ

ります。 

  そういう中で、方向性については、統合準備委員会の答申を尊重して進めたいと思ってお

ります。具体的には、内容については、教育委員会がその所管課でありまして、その考えの

下に今後協議をしていきたいなとそうは思っております。 

  進捗状況につきましては、教育長に答弁させます。 

○議長（上村和正君） 教育長。 

○教育長（鈴木 基君） 小学校統合と小中一貫教育の進捗状況についてご質問がありました。 

  渡邊議員の質問の中にもありましたけれども、小学校統合準備委員会のような答申に沿っ

て令和５年４月の新小学校開校に向けて統合の準備を進めています。特に令和３年４月から

教育課程研究委員会を開催し、新小学校の教育活動計画の研究を進めてきました。８回の討

議を行い、主に新小学校の教育計画の骨組みの部分の検討を行っています。研究の成果は、

冊子にまとめ、小学校統合準備委員会に報告する予定でいます。 

  令和４年１月からは、教育計画を12の分野に分け、担当の教職員で検討する予定です。そ

の後、新小学校教育課程案として令和４年10月をめどにまとめる計画となっています。これ

を新しい小学校の基礎計画として新小学校の教育活動を実施して行く予定です。 

  お尋ねの小中一貫教育についてですが、小中一貫教育を実施するためには、９年間を見通

した教育内容の実施計画が必要となります。まずは、新小学校の安定的な運営や学校経営の

充実を図った後、小中一貫教育の研究推進を行いたいと考えています。 

  現状では、小中一貫教育を有効に実施するためには、校舎分離型より隣接型か一体型が効

果的であろうと考えております。 
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  小中一貫教育の研究推進については、河津中学校付近への新校舎移転と並行して、丁寧な

準備をした上で具体化していきたいと考えています。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） ありがとうございます。 

  ただいまの説明で、校舎が移転して新築がなされた時点で、施設一体型、隣接型という形

の下で、小中一貫校を設立したいなという考えを教育長はお持ちだということで、分かりま

した。 

  そんな中ではございますが、小学校が移転した場合、幼稚園はどうなるのでしょうか。小

学校が統合し、今のさくら幼稚園があの場所に残る。これも考えられるんですけれども、小

学校が統合し、小学校とともに中学校付近に移転させるのであるのか、それぞれ町長、教育

長の考え方をお教え願いたいと思います。 

  町内に小学校が１校、中学校が１校となりますが、幼稚園も１園で、河津町らしい幼稚園

と義務教育の９年間で、河津町らしい一貫教育ができるものと考えられます。河津町の教育

大綱を基に、幼稚園、小学校、中学校と連携して一貫した教育が行われれば、河津町らしい

教育環境が整うのではないでしょうか。 

  町立の幼稚園と私立の幼稚園では、それぞれの運営は異なり、統合は難しいと思われます。

先ほどの町長の所信の表明にもありましたけれども、幼稚園教諭と保育士の確保、これは難

しいのかなとも考えますし、認定こども園の設立に向けての手順についてご説明をお願いし

たいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいまのご質問の小学校移転に伴う幼稚園の関係につい

てお答えします。 

  今後小学校が新校舎に移転した場合に、幼稚園の移転についても考えざるを得ない思って

おります。 

  さきには小学校の統合準備委員会から幼稚園移転について答申をいただきまして、新たな

小学校の近く、要するに河津中学校周辺が望ましいとの答申をいただいております。しかし、

現状の町の状況を考えてみますと、年間約30人前後の出生者数を考えまして、特に本年度の

幼稚園の入園者数が10人程度ということだったものですから、その状況を考えていかなけれ

ばならないなと、そういうふうに思っております。 

河津町議会



  ご存じのように、河津町では、民間の保育園ですとかママさん保育などを行っていただい

ておりまして、幼児や乳児の現状を考えたときに、時期は未定ですが、先ほどから申してい

るように、保育園機能と幼稚園機能を併せ持ちます認定こども園が、私としては、その設立

がよいのではないかなと、そういうふうに考えております。保育園やママさん保育は民間事

業者ですので、どのような進め方がよいのか、あるいは今後の方向についてご意見を伺いな

がら、検討を進めていきたいと思っております。 

  また、町全体で、子供を取り巻く環境づくりも子ども・子育て会議で取り組んでいただい

ておりますので、そちらでのご意見等も参考にしながら、町の方向性を決めていきたいなと、

そういうふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） 認定こども園、今のさくら幼稚園を中心に先ほどの所信の表明にもあ

りましたけれども、預かり保育、これらを充実させていくということであれば、幼稚園主体

型の認定保育園という形になるかと思いますけれども、それら、一つになれれば、一番いい

のかなと考えております。それらの施策を進めていただきまして、河津町の子供たち、健や

かに一貫教育ができればいいかと考えておりますので、どうかよろしくお願いして、私の一

般質問を終了したいと思います。どうもありがとうございました。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員の一般質問は終わりました。 

  午後１時まで休憩します。 

 

休憩 午前１１時４６分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 大 川 良 樹 君 

○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員の一般質問を許します。 
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  １番、大川良樹議員。 

〔１番 大川良樹君登壇〕 

○１番（大川良樹君） １番、大川良樹でございます。 

  令和３年河津町議会第４回定例会開催に当たりまして、一般質問の通告をしたところ議長

より許可が得られましたので、一問一答で質問いたします。 

  本日私の質問は次のとおりでございます。 

  １件目、仮称河津町子育て支援施設ハード面について。 

  ２件目、仮称河津町子育て支援施設ソフト、サービスについて。 

  ３件目、国民健康保険税改定について。 

  以上、３件でございます。 

  町長及び副町長、教育長、関係課長の答弁を求めます。 

  １件目、仮称河津町子育て支援施設ハード面についてお伺いします。 

  来年３月に完成予定だった仮称河津町子育て支援施設の工事が、今年度に入り職員駐車場

の新しく造成、移転、その跡地への施設建設工事の進捗が目に見えて進んでおりましたが、

先の12月１日議員全員協議会、また先ほどの町長の行政報告にもありましたように、国内は

もとより世界的にコロナ禍から一気に動き出した経済活動のあおりを受け、建材調達の遅れ

による工期延長の説明を受け、今現在での見込み、完成は来年７月引渡し、９月運用の予定

ということで、それも、もしかしたら状況によってそれよりもまだ先に延びる可能性もある

といいうことでした。そのような現状の中ではありますが、２点ほどお伺いします。 

  ①仮称河津町子育て支援施設の総事業費は。また、内訳として建設費用は。職員駐車場の

整備費はそれぞれどれぐらいなのか。その財源はどのようになっているのか、内訳を教えて

ください。 

  ②現在役場２階などで子育てサロンなどを行っておりますが、施設完成後は子育て関係は

全て新しい施設へ移管するのか。またその際、現行使用している部屋が空き部屋となるが、

今後どのように活用していくのか。 

  以上２点お伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、大川議員の質問にお答えいたします。 

  仮称ですが、河津町子育て支援施設のハード面について。それと現状の状況あるいはその

後の空き部屋の利用についてのお尋ねですので、お答えします。 
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  まず、現状の工事関係の進捗状況ですが、繰り返しになりますが、よろしくお願いしたい

と思います。 

  既に工事の入札も終わりまして、３月の完成を目指しておりましたが、基本となる鋼材等

の調達が遅れまして、事業者より工期変更が予想されて、現時点では工事期間を来年の７月

以降と想定されると聞いております。今後、工期の見通しが立ち次第、変更契約をしていき

たいと考えております。 

  お尋ねの施設整備につきましては、工事請負費は既に３億6,060万円で契約をいたしまし

た。現在想定されているこれまでの職員駐車場の代替用地確保費用も含めまして、約４億

9,990万円の見込みでございます。財源については、令和３年度当初予算では国・県の補助

金、森林環境整備基金のほか、公共施設整備基金、借金であります社会福祉施設整備事業債

を考えておりましたが、本年４月に河津町が新過疎法により過疎地域指定になったことから、

過疎計画に取り組むことによる起債による公債費の償還でございますが、有利な国の助成を

受けることが可能となりました。それを受けまして、９月議会において公共施設整備基金と

社会福祉施設整備事業債の財源充当を全て過疎対策事業債３億1,980万円に組み替えた予算

といたしました。過疎債の充当によりまして国の支援であります交付税措置を７割受けるこ

とが可能となりますので、大きな財政負担の軽減となりました。なお、詳細については後ほ

ど担当課長より答弁させます。 

  それから２つ目の、空いてくる部屋等の活用方法についてでございます。 

  この施設が完成しますと、現在保健福祉センター内にあります社会福祉協議会事務局と子

育てサロンの部分が使えるようになります。この２つの施設は元々違う目的だったものが手

狭や新たな事業スペースとしてこれまで暫定的に使っているもので、今後は本来の目的のも

のに活用されると考えておりまして、現在では確定をしておりません。この点についても、

後ほど担当課長より答弁させます。 

  私からは以上です。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） 私からは、河津町子育て支援施設の総事業費の詳細について

説明をさせていただきます。町長と答弁が重複する点もあろうかと思いますけれども、ご了

承いただきたいと思います。 

  事業は、令和元年度から施設整備に向け実施してまいりました。令和元年度につきまして

は、施設の基本設計業務、施設予定地の予備地質調査業務、官民境界確定測量業務、建設に
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伴います代替予定地の土地鑑定業務を行いまして、361万円の執行額となっております。令

和２年度でございますが、建設予定地の試掘調査業務、建設に伴います代替駐車場の測量設

計業務、用地買収費を含めます土地取得費用、代替駐車場整備費用等の前年度からの繰越事

業も含めまして5,969万円の執行額となっております。令和３年度でございますが、前年度

からの繰越事業の施設の実施設計、代替駐車場整備工事費等4,371万円を執行しておりまし

て、今後、施設工事費、工事管理費、備品購入費等で３億9,189万円の執行見込みとなって

おります。 

  財源内訳でございますが、当初、国の補助金としまして1,708万円、県の補助金としまし

て2,600万円、森林環境整備促進基金1,000万円、緊急防災・減災事業債が1,400万円、社会

福祉施設整備事業債が１億3,900万円、公共施設整備基金繰入金等一般財源は２億9,382万円

ということでございます。町債の国の交付税措置率を考慮に入れました一般財源の割合は、

約77％でございました。先ほど町長が申しましたとおり、前回の議会におきまして補正予算

を組ませていただきまして、過疎対策事業債を活用し社会福祉施設整備事業債及び公共施設

整備基金繰入金との財源更正を行った結果、過疎対策事業債を３億1,980万円借りることと

し、緊急防災・減災事業債と合わせて３億3,380万円の町債のうち、返済金の約７割の約２

億3,370万円が国交付税で交付され、総事業費の一般財源の割合につきましては、約33％と

なる見込みとなりました。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（木村吉弘君） それでは、私のほうからは、施設完成後の現在使用している部屋

等の活用について述べさせていただきます。 

  子育て支援施設の完成後の保健福祉センター等を利用して行われていた子育てサロン及び

社会福祉協議会の事務所については、町長が答弁したとおり、同事業の実施及び事務所スペ

ースとして臨時に使用されていたものと考えております。したがって、子育てサロンで使用

していた保健福祉センター２階の部屋については、従来の図書室として、社会福祉協議会が

使用していた事務室につきましては、展示室及び会議室として本来の使用目的のスペースと

して利用をしていくというような予定でおります。これによりまして、子育てに係ります保

健福祉センターを利用していた事業等は、全て子育て支援施設のほうに移行するというよう

なことになろうかと思います。 

  以上でございます。 
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○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員。 

○１番（大川良樹君） ②のほうの現在保健福祉センター２階などの子育てサロンで使用され

ているお部屋は、それぞれ図書室、展示室、会議室に用途を戻し、有効活用することで承知

しました。 

  また、この施設の建設費用等ですが、先ほど町長と健康福祉課長のほうからご答弁いただ

いたんですけれども、令和元年度から令和３年度までの施設建設総事業費は約５億円、主な

工事費として職員駐車場整備工事関係が4,371万円、今年度の予算が３億9,289万円で、内訳

として施設工事関係が３億6,649万円で、備品関係が2,640万、その財源として当初からこの

事業で国からの補助金としていただけるお金が約1,700万、また県からの補助金として2,600

万円、合わせると約4,300万円が補助金として国・県からもらえるお金ということでよろし

いですかね。いわゆる町の基金の繰入れ、町の貯金ですね。こちらのほうが森林環境整備促

進基金から1,000万円、今年度４月からの新過疎法により過疎地域指定を受けたため、９月

補正で当初予算で見込んでいたものを修正、過疎債を３億1,980万円、緊急防災・減災事業

債を1,400万円、これら合わせて約３億3,400万円が、いわゆる借金として起債を切る。しか

しながら、これらの借金はいずれも充当率が100％交付税措置、70％になるので、この事業

で２億3,370万円くらいが後の交付税措置として受けることができ、当初の予定より公共施

設整備基金など町の貯金を繰出すことなく施設建設に取り組むことができ、本当に有効な制

度活用ができたと、私個人的には感じております。 

  そこでお伺いします。 

  町は令和３年度より過疎指定を受け、この制度活用で過疎債が充当できたことは、町にと

っても非常に有効な財源制度と考えますが、町長はどのように捉えておるのでしょうか。ま

た、先般策定した河津町過疎地域持続的発展計画に基づき、この施設をどのように活用して

いくのでしょうか。 

  以上お伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまの大川議員の質問で、過疎地域持続的発展計画に従って、こ

の施設が組み替えて財源等の有利なものを使ったということでございます。説明の中でも申

しましたけれども、この事業を行うためには過疎計画に入れなければならないということが、

一つの課題でありました。今年の４月に過疎指定を受けまして、急遽過疎計画の中で取り組

んだ中で認められて、この段階になってきたということでございます。いち早く取り組んだ
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ことによって財源の当初の組替えを行いましたけれども、何とか過疎債を使うことによって

軽減ができたのかなと、特に大きかったのは、やはり公共施設設備基金の２億円を使わなく

て済んだということで、それが丸々現金で残ったということが大きいのかなと思っておりま

す。借金も当初は１億2,000万でしたけれども、借金自体は増えましたけれども、３億2,000

万くらい増えましたけれども、それでも交付税措置があるということが有利な部分であった

ものですから、そういうことで過疎債に切り替えたということでございます。 

  特に、河津町はこれからも過疎計画の中でいろいろ進めていくわけですけれども、これま

での河津町の起債というか借金の状況を見ますと、臨時財政対策債は100％交付税で来るも

のが約65％ぐらいございます。それとあと、ここにもありますように、緊防債と言っていま

すけれども、それも70％起債のある交付税措置がある起債でございますので、これが９％ぐ

らいあると、だから75％ぐらいはある程度交付税措置があるという借金なものですから、こ

れから過疎債を使って借金をしてもある程度は大丈夫じゃないかと、そういう見通しの中で

やっております。で、今年になりまして過疎計画と総合計画のローリングと併せてヒアリン

グを行いました。その中で来年度以降についても過疎債を有効に使ってローリング計画に生

かす中で、今後の計画を進めていきたいと思っております。特に今後いろいろな事業が考え

られるわけですけれども、特に私は学校建設については大いにこの過疎債が使えるのではな

いのかなと。過疎債を使うことによって、過疎に指定することによって補助率も若干上りま

す。それから過疎債も借りることができるものですから、そういう面では、今後大きな事業

の小学校統合等の建設等にも大きく利用できるのかなと。当然これからも子育てしやすいま

ちづくり、あるいは防災・減災等にもありますので、いろいろな過疎の指定もそうなんです

けれども、これから防災関係のこういう起債も使いながら有効に活用していくことが私は大

事じゃないのかなとそんなふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員。 

○１番（大川良樹君） 今後の大規模事業では、特に学校関係、防災関係で活用していきたい

よということで、今町長の答弁をいただきました。先ほどの所信表明演説の中で、町長のお

っしゃっていた部分で、過疎法では指定された自治体が過疎から脱却するため支援措置、特

に手厚い財政上の支援措置がありますということで、この過疎制度を使うことにより町民の

負担が少なく、各種事業が実施しやすくなりますので積極的に活用していく考えであります

ということで、今答弁もいただいたんですけれども、今後この過疎債を河津町過疎地域持続
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的発展計画に基づき、具体的に言うとどういう形のものに使用していくのか、ちょっと関連

で教えていただければと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 過疎の関係ですけれども、先ほど申したように過疎脱却のための対策

に使えるということで、これはあくまでも計画を作らなくてはならないということで、当然

見直しもあるわけですけれども、今年度の計画の見直しといいますかヒアリングをやった中

では、来年度にも４億ぐらいの事業が予定をヒアリングの中では予定をされています。それ

からソフト事業もあります。ソフト事業については上限6,000万というあれがあるみたいで

すけれども、それによって県のほうで国のほうとの調整があってその中で枠が決まってくる

ということで、計画したから全てできるというわけではないものですから、枠取りの今段階

だと思っております。そういう中で何をやるかということですけれども、先ほど所信表明で

も申しましたけれども、やはり経済対策にも少し使っていきたいなという思いもあります。

特に、私はバガテルの再生についてもこの過疎債を使っていくことによって、施設の見直し

等の部分にも使えるのかなと、そんなこともちょっと考えております。そういうことでまだ

まだ今後10年間の話でございますので、見直しをしながら特にこれまでやってきた人口減少、

あるいは少子高齢化対策、防災の関係とかそれに含めて今度は経済対策も含めてこれにでき

るのではないのかなと。そのことが過疎脱却の大きな目的になるのかなと思いますし、人口

が増えることによって当然過疎脱却の目的があるものですから、そんなことを含めて大きい

意味ではそういう面でやっていきたいなと、そういうふうに思っております。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（川尻一仁君） すみません。どのような大規模事業に活用していくかという

ご質問でしたので、私のほうから少し説明をさせていただきたいというふうに思います。 

  河津町過疎地域持続的発展計画に記載されている事業については、12の基本目標を立てた

中で、その目標に向けた施策項目を実行していくこととしております。事業については、先

ほど町長からありましたとおりローリング方式といった形の中で各課の事業ヒアリングを実

施して事業のほうを見ております。今年度実施したヒアリングの中では49の事業がございま

した。それを見ていきますと、具体的には来年度以降でございますが道路維持の関係、それ

から小学校の統合の関係、それから公共施設の長寿命化といったものが大きな事業として挙

げられるのかなというふうに思っております。計画自体は一応５年ごとの計画という形で立

ててございますが、その事業の内容的なものについても今後見直しを図りながら新たな事業
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に取り組めるものは取り組んでいきたいというふうに考えております。計画内容に記載され

た事業でございますが、今後事業の効果、それから実施費用の精査をしながら公債費比率そ

れから将来負担比率といった財政状況を加味しながら過疎債を有効に活用していきたいとい

うふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 大川良樹議員。 

○１番（大川良樹君） 町長のほうから経済対策にもということで、バガテル公園の施設改善

などにも考えているよということで、また企画課長からは本当にこの短い間で10年先を計画

するのは大変なことだったと思うんですけれども、その中で今後ローリングをしながら時代

に合った使用をしていくということで分かりましたので、ありがとうございます。この新過

疎法は令和３年４月に第５次となる過疎地域持続的発展の支援に関する特別措置法というこ

とで施行されました。この法律は、人口の著しい減少に伴って地域社会における活力が低下

し、生産機能及び生活環境の整備等がほかの地域に比較して低利にある地域について総合的

かつ計画的な対策を実施するために必要な特別措置を講ずることにより、これらの地域の持

続的発展を図り、もって人材確保及び育成、雇用機会の拡充、住民福祉の向上、地域格差の

是正及び美しく風格ある国土の形成に寄与することを目的としています、ということで、ぜ

ひともこの新過疎法を活用しながら、目的でもあるように、人材の確保、雇用機会の拡充、

住民福祉の向上、地域格差の是正に取り組むべき行政運営をお願いしまして、次の質問に移

りたいと思います。 

  続いて２件目、仮称河津町子育て支援施設、ソフト、サービスについてお伺いします。 

  早速ですが、２点ほどお伺いしたいと思います。 

  ①この施設の運営体制、実施される予定の事業をお伺いします。また、先ほど来申し上げ

ているとおり、工期延長により当てにしている雇用、人材確保なども予定どおり行うことが

できるのでしょうか。 

  ②この施設ができることによる人件費等のランニングコストはどれぐらいを見込んでおら

れるのか。 

  以上２点をお伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまの大川議員のお尋ねの、主にソフト面ということでお尋ねが

ございます。２つほどございますが、担当課長より答弁させます。 
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○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） それでは、私のほうから開設予定の施設の運営、運用方法に

ついて説明をさせていただきます。 

  開設予定は、先ほど町長の答弁等もありましたとおり、鋼材等の搬入の遅れにより４月以

降の完成を予定しており、開設は９月を予定しているところでございます。 

  施設の事業の内容につきましては、地域子育て支援事業としまして、乳幼児及びその保護

者が相互の交流を行う場所で子育てについての相談、情報提供、助言、その他の援助を行う

事業。児童館としまして子供の遊び場の提供をすることによる健全育成を行う施設、一時預

かり事業として、家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について、

主として昼間において一時的に預かり、必要な保育を行う事業、ファミリーサポートセンタ

ー事業としまして、乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の保護者を会員としまして、

児童の預かり等の援助を受けることを希望する者と援助を行うことを希望する者との相互援

助活動に関する連絡調整を行う事業を行っていく予定です。 

  運用方法ですが、現時点での計画ではございますが、週６日間の営業で定休日は火曜日と

させていただきます。土日の営業と文化の家の図書館の休館日等を考慮にしてございます。

開所時間は９時から16時ということにしておりまして、昼休み１時間につきましては備品の

消毒もあり、保育室は使用不可とする予定でございます。一時預かり事業は、生後６か月児

から未就学児として１日最大３時間、月６日以内として、３日前に申請いただくこととして

いく予定でございます。これは預かりの児童が複数名になった場合、保育をする人材を事前

に確保する必要があるということで、現状での予定はそのような形で行っていきたいという

ふうに考えております。 

  先ほど、施設の職員採用の計画についてということでご質問がございました。職員につき

ましては、町の職員１名と常勤の会計年度任用職員４名、その他臨時にシフトに入っていた

だく職員を数名確保し、運営していきたいというふうに考えております。当初は令和４年１

月に採用し、３か月間の運営準備研修を経て開設に向け準備する予定でございましたが、先

ほども申したとおり、開設時期の延期によりまして、採用も令和４年４月以降となる予定で

ございます。現在来年度当初予算も決まっていない中ですので、担当レベルでの希望ではご

ざいますが、仮に令和４年４月からの開設となりますと、６月頃からの採用を計画していき

たいと考えております。ですが、応募する方々の就業計画もあると思いますので、希望を伺

った上で４月当初からの採用等も検討していきたいと考えております。その際は、現在行っ
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ている子育てサロン事業や放課後児童クラブ事業、また他市町同様、施設での研修等の勤務

をお願いしていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

  すみません。ランニングコストですね。 

  施設運用に係るランニングコストです。すみません。施設に係ります運用費用でございま

すが、まず人件費は常勤の会計年度任用職員４名と臨時補助員数名で約924万円を見込んで

ございます。これには、町職員１名の経費は含まれておりません。施設管理経費でございま

すが、現在、来年度予算編成に向け細かい経費の見積り等徴収しているところでございます。

同程度の町有施設を参考に経費を試算したところでございますが、光熱水費や施設の点検手

数料、通信運搬費、賃借料金、あと遊具の点検委託料等、約400万円程度を見込んでござい

ます。そのうちの財源でございますが、国より運営費の補助金として約320万円と、一時預

かり事業等の個人利用料金や指定管理者の施設利用料等、約200万円を特定財源として見込

んでいるところでございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員。 

○１番（大川良樹君） 答弁いただきまして、この施設の主な事業は４つだよということで、

地域子育て支援拠点事業、一時預かりの事業、児童館事業、ファミリーサポート事業という

ことでよろしいでしょうか。特に、地域子育て拠点事業ということで、こちらのほうは開館

時は９時から16時だよということと、休館日は火曜日を予定しています、週６日ということ

でよろしいですか。あと、一時預かりの事業で、幼稚園とかの前の未就学児、生後６か月か

ら未就学児を対象に、この施設では一時預かりを行うよということでよろしいですか。本当

にいろいろ準備期間が多分ばたばた行われていたと思うんですけれども、今回工期延長にな

ったことによって、よりやはり時間も取れると思うので、そこら辺、本当に職員さんの教育

であるとか、その職員さんも、急遽工期延長になって自分の生活設計が変わるようなことも

あるかと思うんですけれども、なるべくそこら辺をうまく受け入れていただいて、スムーズ

に完成した後にこの施設がうまく運用できるように、そこら辺の雇用を進めていただければ

と思います。この施設がただの遊び場づくりの施設になるのでなく、１問目でお伺いしたよ

うに、今回過疎債を利用するということは過疎からの脱却を目標にこの施設を利活用し、若

い子育て世代の移住定住や働きやすい環境づくりと子育ての場としてこの施設が利用される

べきと思いますので、それを踏まえてお伺いしたいと思います。 
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  ①町長を含め検討委員会の方が他市町へ子育て支援施設の視察をされ、建設に至ったと聞

いております。それらを生かしたこの施設の特徴は。また、他市町にはない河津独自の売り

などがあればお伺いしたいと思います。 

  ②前回の一般質問で統合小学校、河津小学校でのフッ化物洗口の質問をしましたが、未就

学児等来庁された親子が、この施設でフッ化物洗口をできる施設にならないか。 

  ③子育ての上で親が心配に思う点の一つとして療育があると思うが、今現在行っている町

の対応や現状を教えてください。 

  以上３件お願いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、今お尋ねの３点について、私のほうからお答えしたいと思

います。 

  １点目は、施設の特徴について。２つ目がフッ化物洗口の関係。あるいは３つ目に療育の

関係ということで、それぞれお答えします。 

  まず、施設の特徴でございます。 

  先ほど議員がお尋ねのように、私も先進地を委員の方と一緒にいろいろ見せていただきま

した。それがある程度設計の基礎になっているということはあるかと思います。特に長泉町

の施設が基本的には大いに参考になったのかなという、そういう思いでございます。 

  施設の特徴として、やはり子供ですとか、子育て世代の保護者が来やすい、多くの方が利

用しやすい、親しまれる施設として期待をしております。それにはやはり先ほど議員おっし

ゃったように受入れ側の人の対応といいますか、スタッフの当然教育も必要だと思いますし、

その中でのいろいろな運営の面がこれからうんと大事になってくるなと、建物ができてから

ではなくて、それ以前からやはり運営の面については、今後いろいろ検討していく必要があ

りますし大事な面だと思っております。 

  それから、建物の特徴ですけれども、先ほど財源の中でも言いましたけれども、この施設

は国の木材の基金を使って、1,000万円ほど使って、木のぬくもりのある施設ということで

考えております。そういうことで国の基金を使って、国から交付される基金を使って木のぬ

くもりのある施設として活用したいと。それから、これは長泉町もそうだったんですけれど

も、ワンフロアで応用の利く使い方ができまして、そういう面では大変広く使えるのではな

いのかなと、そんなふうに思っております。それから、役場に向かった、保健福祉センター

に向かったほうに園庭がございます。園庭でのびのび遊べる施設となると思いますし、もう
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一つは、その前に河津桜が咲いているという、そういう姿を見ることができますし、そうい

う中で自然豊かな園庭の中で遊べるのかなと、そんなふうに思っております。それからさら

に、災害に対する避難所機能も兼ね備えておりまして、自家発電装置ですとか、あるいは屋

上への避難階段も設備をしまして、乳幼児を持つ親子の避難所として活用されるように配慮

をいたしました。 

  また運営計画では、先ほど担当課長が申しましたけれども、土曜日、日曜日は開園をしま

して、平日に休園日を設けることとしまして、休日の活用ができますので、私の希望として

はふだんお仕事をしているお父さんですとか、お母さん方もお子さんと一緒になって土日は

ご利用していただけるような、そんな施設になるといいなと、そういうふうに思っておりま

す。 

  そんなことでこの施設、これからまだ建設途中でございますけれども、そういうようなこ

とでイメージを膨らませながら対応していきたいなと思っております。 

  それから、２つ目のフッ化物洗口の利用できる施設にはできないのかということでござい

ます。 

  これは先ほど運営の内容をご説明しましたけれども、現在の子育て支援の実施内容では大

変難しいような状況だと思っております。この点については、先ほどの議会で答弁したとお

り、学校等で取組について考えていったらいいのかなと思っております。特にこれから３小

学校が統合するということの計画があるものですから、その時点である程度の方向性が出れ

ばこのフッ化物洗口については進むのではないかなと思っておりますので、そういう中でこ

の施設ではなくて、小学校統合に併せた中で進めていけたらいいなと思っております。 

  それから３点目の療育についてでございます。 

  現在町では母子健康診査事業として乳児健診、これは４か月児、10か月児、１歳６か月児

健診、３歳児健診を行っておりますが、発育、発達等の遅れなどが見られるケースは、医療

機関受診や健診事後教室への参加を勧めております。健診事後教室、療育教室では心身の発

達に遅れや偏りのある幼児に対しまして、親子遊びや小集団での遊びを通じての身体の発達、

知的活動、情緒の安定、社会生活等の調和的発達を促し、豊かに伸び行く可能性を引き出す

ことを目的に、未就園児クラスと就園児クラスとの２クラスで月１回の教室を実施しており

ます。そのほかにも、保育園の巡回指導を年２回行いまして、対象児の様子の確認や環境整

備や保育士の対応について助言指導も行っている、そんな状況でございます。 

○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員。 
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○１番（大川良樹君） 答弁ありがとうございます。 

  施設面では木材をなるべく使ってぬくもりのある施設、ワンフロアで周囲が見渡せるよう

な特徴があって、園庭があって、避難所機能もありますよということで、非常にハード面で

はやはりすばらしい施設になるのかなというのは、本当に今のお話でも実感できました。町

長も先ほどおっしゃっていただいたものですから、本当にあとは受け入れてくれる人の対応

というのが、やはりいずれにしても非常に大きく感じられるのかなと思いますので、そこら

辺も含めてお願いしたいと思います。 

  あと私がちょっとソフト面でと思ったのが、先日11月28日にボランティア連絡会があった

ものですから、ちょっと参加させてもらったんですけれども、その中で特に高齢者支援や子

育て支援など、10を超えるボランティア団体の皆さんが、自分たちの特徴を生かし様々なボ

ランティア活動をされていることに、私自身も驚きを感じました。河津はボランティア活動

がすごい活発なんだなということも認識させていただきました。その中でも、子供たちの支

援として今回回覧板でも回っていたのですが、退職をされた教員の方々が自由学習室、宿題

ルームとして子供たちの勉強の場をつくっている。無料の塾とは言わないまでにも、そうい

った方々にもご協力をお願いし、この施設を活用、子育てのサポートができたら、それも一

つの特徴になるのかなというのを個人的な感想で受けました。また、そういう特徴を一つこ

の施設でつくれればいいかなと感じたものですから、よろしくお願いしたいと思います。 

  ちょっと関連質問で、療育の部分をちょっとお伺いしたいんですけれども、すごくデリケ

ートだとは思うんですけれども、療育について本当に町長先ほどもおっしゃっていただいた

ように、町も結構保健師さんを含めていろいろな活動を取り組んでくれていることは、私も

いろいろ職員さんともお話をして感じておるんですけれども、やはり子育てにおいては非常

にやはり親からすると、そこの部分というのは一番デリケートでありながら、一番気になる

部分だと思うものですから、ちょっと関連して質問させていただきたいんですけれども、最

近であれば、非常に政令指定都市の静岡市や浜松市ではもちろん力を入れていたり、伊豆市

や伊豆の国市でも療育に力を入れ、それを含め子育てのしやすい環境づくりを整えていると

聞いております。やはりこの地域、小さな町では、町独自で環境整備を整えることは難しい

と思います。80万人の浜松市であれば自主財源でできるかもしれませんけれども、賀茂地域

合わせても６万人しかない地域ではありますので、広域連携を組んで県に要望し、地域間格

差のない子育てを進めていただけるような場として、すばらしい建物を造っただけでなく、

この施設ができることで療育などの事業で地域の拠点になる施設にしていくお考えはありま
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せんか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、療育施設の拠点となる施設の考えはということだと思いま

す。 

  先ほどお答えをいたしましたけれども、この事業の中では特に考えておりませんが、ただ

施設を使って活用はできると思います。特に、ママさんサポート事業としての活用が図れる

のではないのかなと。例えば、お子さんを連れて親子の方がそこへ来て、それを見守りなが

ら指導等に当たるとか、そういう面ではこの施設は使えるんじゃないのかなと、そんな思い

もあります。そしてやはり将来的には当面は社会福祉協議会に指定管理をお願いして、町も

絡んでやるわけですけれども、将来的には、社会福祉協議会の資源といいますか、それを使

ってお年寄りとの交流ですとか、そういうボランティア団体との交流を進めることによって、

この施設がさらに進んでいくんじゃないのかなと思いますし、そういう意味で、社会福祉協

議会の役割は、今までお年寄りが中心だった気がするんですけれども、これからは子供のほ

うに目を向けていただいて、お年寄りとの交流ですとか、そういうボランティアとの交流な

んかもこの施設を使って活用できると思いますし、ひいては、先ほど言ったようにママさん

の支援等ができて、子供がそのことによって成長することによって大きく変わるんじゃない

かなと思いますので、この施設はやはりそういう面も含めて今後の展望としては考えていき

たいと、そういうふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員。 

○１番（大川良樹君） 僕もすごく今うれしい答弁でした。本当にやはり施設を造るだけでな

く、本当にそういう交流の場、拠点としてこの施設が生かされれば本当にありがたいと思い

ますし、それこそ若い世代の応援の場となるのではないかと思いますので、ぜひこの施設を

利活用していただいて、本当に地域の拠点となり得る施設にしていただければと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

  続きまして、３件目、国民健康保険税改定についてお伺いします。 

  広報かわづ11月号では、来年度改正予定の国民健康保険税税率改定と納付回数の変更がト

ピックスとして示されておりました。昨年この12月議会の私の質問でも、平成30年４月より

国保運営の制度変更の下、都道府県単位化により国保の運営は市町村から県と市町の共同運

営と変わり、静岡県では、令和９年度に保険料水準の統一を目指し段階的に取組を進めてい
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る中で今回の税率改定が行われるのだと思います。そこでお伺いします。 

①令和４年４月より国保税が改定されるが、その内容は。 

  ②現在の国保加入者数と、その影響を受ける被保険者人数やその増減額は。 

  以上２点お伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 国民健康保険の税の改定についてでございます。 

  ２点ほどございますが、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（土屋典子君） それでは、まず令和４年度に改定される国保税の改定内容に

ついてお答えします。 

  令和４年度の国民健康保険税の改定は大きく２つ予定しています。 

  まず１つ目は、賦課方式の変更と、それに伴う税率改定でございます。 

  現在、河津町の国民健康保険税は、所得割、資産割、均等割、平等割の４つの要素により

税額を算出する４方式と呼ばれる賦課方式を採用しています。令和４年度からは県から示さ

れている国保運営方針に従いまして４方式を３方式に変更し、資産割と介護分の平等割を廃

止する予定でございます。また、廃止に伴う減収を補うため、全体の課税総額が改定前と同

水準になるように所得割、均等割、平等割を調整する税率改定を行う予定です。 

  それが１つ目でございまして、２つ目は、普通徴収の仮算定の廃止です。現在普通徴収は

５月に前年度の年間保険税を基に仮算定を行い、前年の所得確定後の７月に本算定を行って

います。令和４年度からは５月の仮算定を廃止し、７月の本算定のみにする予定です。仮算

定の廃止後は、現在５月以降年10回ある納期が、７月以降年８回に減ります。納期が10回か

ら８回に減るため１回の納付金額は増えますが、年間の保険税額は変わりません。これら２

つの改定のほかに、子育て世帯の負担軽減のため、国の法律により未就学児を対象に国保税

の均等割を公費で５割軽減する制度が開始します。対象となる未就学児は21人でございます。 

  続きまして、国保の加入者数と改定により影響を受ける対象はというご質問でございます。 

  国保の被保険者数は、令和３年４月１日時点で1,352世帯、2,157人でございました。今回

の税率改定により所得や加入者数に変更がなくても、保険税額が増減することがございます。

所得や世帯の人数、被保険者の年齢などを令和３年度と同じ条件で試算した場合、国保加入

世帯の1,352世帯に対して影響を受ける世帯数は1,339世帯です。全体の約99％の世帯が影響

を受けることになります。このうち減額となる世帯が493世帯で全体の約36％で、増額とな
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る世帯が846世帯で全体の約63％と、増額となる世帯のほうが多いですが、増減の幅で見ま

すと増額幅は小さく、減額幅は大きいという試算結果でした。具体的には756世帯、全体の

約56％の世帯が、年間２万円未満の増額ということになりました。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員。 

○１番（大川良樹君） 仮算定が10回から８回になるということで、１回の支払いがちょっと

大きくなって負担を感じるけれども、年換算にすると変わりませんよという感じですかね。

今までは４方式ということで各世帯に負担をいただく平等割、各世帯の人数分を加算する均

等割、各個人に所得や資産があれば、それを加算する所得割と資産割、これら４方式が算定

基準によって計算されたものが、現河津町の国保税ですが、先ほど課長の答弁にもあったよ

うに、今回この統一目標により資産割を廃止し３方式に変更されます。 

  そこでお伺いします。 

  ①なぜ資産割は廃止されるのでしょうか。 

  ②３方式にする際、税率はどのように算定されたのか。 

  ③平成30年度の国保制度改革により、市町運営だったものが県が主体となりました。県は

統一目標として令和９年としていますが、町は今後の運営方針で受ける影響がどのようにあ

るとお考えか。例えばなんですけれども、統一される中で被保険者数が少ないので減額をさ

れるのか。河津は医療費が毎年県下ワースト５に定位置で入っているので、高くなるのかも

しれないとか、今後どのような影響の推移が考えられるのか。 

  以上３件、お伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、それぞれお尋ねのことについて担当課長より答弁いたしま

す。 

○議長（上村和正君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（土屋典子君） では、町民生活課のほうから資産割を廃止する理由と、３方

式に改定する際に税率がどのように算定されたかについてお答えします。 

  まず、資産割のほうですけれども、資産割は被保険者が町内に持つ土地家屋に係る固定資

産税額により算出するものであり、町外に持つ固定資産は反映されないため、不公平感があ

りました。また、平成30年度に県から示された賦課方式の統一目標に、資産割を廃止する方

針が示されておりまして、河津町でも県の方針に沿って資産割を廃止する方向で検討がなさ
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れていました。令和４年度課税分からの廃止を想定しまして、段階的に資産割率を下げるた

め既に令和元年度の課税分から率をそれまでの２分の１としてあり、今回はその想定に沿っ

て廃止をするものでございます。また、県内の他市町でも県の方針に従って既に約６割が資

産割を廃止しておりまして、まだ廃止していない市町でも廃止に向けて段階的な引下げをし

ているところもあります。賀茂地区では河津以外は全て廃止済みとなっています。 

  続いて、３方式に改定する際に税率をどのように算定したのかというご質問でございます。 

  資産割の減収分を補うため、次の条件で試算しました。 

  まず大前提として、課税標準が改定前と同水準になるように、かつ応能割である所得割と

応益割である均等割、平等割、どちらかに偏ることのないようバランスを取る、かつ一人当

たり平均の調定額が据置きとなるようにという、このような条件で資産割の減収分を所得割、

均等割、平等割に振り分けて税率を算定しました。なお、税率改定については河津町国民健

康保険運営協議会のほうにお諮りしまして、適当であるとの答申をいただいているところで

ございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） 私のほうから、県の統一目標とそのタイムスケジュール、運

営方針の町への影響ということでお答えしたいと思います。 

  静岡県では、標準保険料率の一本化を目標に、2027年度、令和９年度までに医療費適正化

の取組、賦課方式統一の取組、赤字繰入れの解消削除などを行い、市町の合意を得て到達可

能な段階の保険料水準の統一を目指すとしております。町としましては、県の運営方針に沿

って進めてまいりますが、現状で医療費の高い当町は保険料水準の統一が図れれば医療費の

低い他市町の税率が上がり、当町は下がる見込みであります。しかし、医療費の抑制への努

力義務等指導が予想されます。特定健診等の受診率の向上や予防受診の励行によります重症

化予防事業の推進等を行い、医療費適正化に向けて努力してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員。 

  大川良樹議員に申し上げます。制限時間が迫っておりますので、簡潔に願います。 

○１番（大川良樹君） 今回、子育て支援施設と国保税の改定について質問させていただきま

した。 

  今日14時から「かもけん」の説明会も行われているようですけれども、ぜひとも国保税を
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安くするには医療費の抑制も必要だと思います。それには町民の皆様の健診が基礎となりま

すので、そちらを必ず受けていただいて、自分の体調の管理をしていただいて、医療費の抑

制に努めていただければと思います。 

  最後に、岸町長に、２期目のスタートです。元気で笑顔があふれる、わくわくするような

まちづくりをお願いしまして、私の一般質問とさせていただきます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員の一般質問は終わりました。 

  ２時15分まで休憩します。 

 

休憩 午後 ２時０２分 

 

再開 午後 ２時１５分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 遠 藤 嘉 規 君 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員の一般質問を許します。 

  ４番、遠藤嘉規議員。 

〔４番 遠藤嘉規君登壇〕 

○４番（遠藤嘉規君） ４番、遠藤嘉規です。 

  令和３年第４回定例会開催に当たり一般質問を通告したところ、議長より許可をいただき

ましたので、一問一答方式で質問をいたします。 

  なお、私の質問は次のとおりです。 

  １件目、ＧＩＧＡスクール構想運用のための支援体制について。 

  ２件目、新小学校開校の準備について。 

  ３件目、ご当地ナンバー作成とライダー誘致について。 

  以上３件でございます。 

  町長及び教育長、関係課長の答弁を求めます。 
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  それでは、１件目のＧＩＧＡスクール構想運用のための支援体制ということで質問をいた

します。 

  コロナ禍による学校の長期休校などの影響を最小化するという目的もあり、ＧＩＧＡスク

ール構想の１人１台端末、校内ＬＡＮ環境整備、高速通信整備が河津町でも実現いたしまし

た。これにより教育現場では、パソコンを活用した事業に取り組むべく、いろいろな努力が

行われていることと認識しております。 

  昨年９月にＧＩＧＡスクール構想の質問を行い、もらった回答の中で、昨年実施済みの取

組としてＩＣＴ支援員の業務委託契約をして、ＩＣＴ機器を効果的に活用した事業推進のた

め、ＩＣＴ支援アドバイザーによる教職員への支援、ＩＣＴ活用の向上に取り組んでおり、

主な業務は教職員から相談対応、機材活用の提案、ＩＣＴ環境を活用した教材作成への助言、

機器の故障等への対応、機器の状況確認等を行っており、令和元年の各学校の訪問実績が、

年間各学校三、四回ほど訪問事業を行っているという回答をいただきました。 

  この回答に対して、年数回ということでは潤沢な支援にはなっていないのかなということ

で、ＩＣＴ支援員の各学校への常駐の検討をお願いしたいということで質問をしましたとこ

ろ、ＧＩＧＡスクールサポーターやＩＣＴ支援員配置の国の支援制度などを鑑みて検討をす

るといった回答をもらっております。 

  １人１台の端末使用が進む中で改めてお伺いするのですが、支援員の活用状況、学校では

いつでもパソコンについて相談できる体制が整っているのか、このあたりの説明を求めます。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、遠藤議員のＧＩＧＡスクール構想運用のための支援体制、

その中でＩＣＴ支援員の活用状況への現場への支援体制についてお答えします。 

  ＧＩＧＡスクール構想の推進策として、コロナ対策を含めた児童生徒に１人１台のタブレ

ット端末やインターネット回線設備が、議員がおっしゃられるように行われました。 

  これからは、議員がお尋ねの中で心配されているように、いかに活用していくかが大事で

ありまして、特に指導する先生方への支援が大事であると、私も考えております。これまで

先進地であります川根本町への先生方への視察であるとか、支援に対する業者契約などを進

めて推進をしているところでございます。現状では少し学校によってばらつきはあるようで

すが、活用推進に向けて取り組んでいるところでございます。 

  現状などにつきましては、教育委員会の事務局長より答弁させます。 

  以上です。 
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○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（島崎和広君） それでは、今年度の各学校へのＩＣＴ支援の取組状況

について説明させていただきます。 

  国のＧＩＧＡスクールサポーター配置促進事業費補助金などを活用し、８月から昨年度、

タブレット端末導入事業に携わった株式会社ウチダシステムズ静岡支店と河津町立小中学校

ＩＣＴ運用支援業務委託の契約を締結し、教職員がＩＣＴ関連機器の活用方法やトラブル対

応に対して相談できるヘルプデスクの開設をしています。研修については、各校基本研修３

回、応用研修２回を受講する計画となっておりますが、現在のところ、８月から10月の新型

コロナウイルス感染症の感染拡大の影響もあり、オンラインで基本研修を２回実施したとこ

ろです。 

  今後の研修計画ですが、感染状況にもよりますが、できる限り学校等の現地での開催を予

定しているところです。 

  また、今年度は導入初年度ということと、１人１台に導入したタブレット端末の運用支援

を含んだＩＣＴ支援をお願いできる業者、人材、予算の確保が難しかったため、以前のよう

に学校ＩＣＴ支援員等の学校巡回の業務委託ができなかったため、教育委員会事務局の担当

職員が各学校からの相談やトラブルに対し、学校に出向き、随時対応しているところです。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 町長から、先生に対しての支援が大切だというところで認識をしてい

ただけているというのはとてもありがたいのかなというふうに思うんですけれども、身近な

ところというところで考えますと、私の子供が東小学校にいるので、実際にＧＩＧＡスクー

ル構想というものが学校の中に下りてきた中で、定期的に学校からタブレットパソコンを持

って帰ってきて、自宅でそのパソコンをネットワークにつないで、パソコンを介してクラス

のやり取りを行ったりということをやっております。 

  子供たちもだんだんとそのパソコンの使い方に慣れてきているのかなというふうに実際感

じているところで、家の中のネットワークにつないであげれば、自分で接続をしてというふ

うなことができてきつつあるのかなというふうに感じるんですけれども、このパソコンのネ

ットワークの設定の違いというものがありまして、それで接続できない機種というものがご

ざいました。基本的には同じパソコンに見えるんですけれども、中学年、高学年のパソコン

というのは、最近、導入された新型の機種であると。低学年、１年生、２年生の子供たちが
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使っているパソコンは、今回のＧＩＧＡスクール構想で大量に配備を入れたものとは違う、

その前から使われている機種であるという違いがありました。 

  実体験としてというところなんですけれども、子供たちがパソコンを自宅に持って帰って

きて、ネットワークに接続をするために、学校からそのマニュアルを一緒に持って帰ってく

るんですよね。このマニュアルに従って接続作業というのを多分各家庭で保護者が行うんで

すけれども、その新しい機種というのは、簡単にマニュアルどおりで接続ができるんですけ

れども、旧機種に関しては接続できないという状況が、私のうちでも発生をいたしました。 

  新旧の機種で何で接続できないのかなというところを自分なりに調べてみたんですけれど

も、パソコンのネットワークの設定のところを見ていくと、新旧のパソコンで設定自体が違

っていて、旧機種に関しては学校以外のネットワークには接続できないような設定になって

おりました。なので、この設定を変更をしてあげて、外部のネットワークに接続できるよう

にしてあげると、接続できると。 

  これと同じような現象が低学年１年生、２年生の父兄、ほかの父兄にも伺ったんですけれ

ども、やっぱり同じような現象が発生をしていたと。父兄のほうでそういったネットワーク

や何かがある程度知識としてある方に関しては、同じように変更をして、接続ができたとい

うことなんですけれども、なかなかパソコンのその設定を変更するというのは、一般的には

ちょっと難しい作業だったりもするのかなというふうに思います。 

  このパソコンの設定などに関しては、新旧のパソコンともに同じようにウィンドウズを使

ったＯＳを使ったパソコンなので、一元管理をして新しいパソコンも古いパソコンも統一し

た規格で運用するというのが基本なのかなというふうに思うんですけれども、そのパソコン

の設定ですとか管理、メンテナンスというのはどのような契約になっているのか。旧機種と

新機種、同じように管理をされているのかというところについてお伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、関連する質問だったと思いますので、教育委員会事務局長

より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（島崎和広君） 配布しているタブレットについてですが、昨年度、Ｇ

ＩＧＡスクール構想で導入したタブレット、議員の言う新機種、それと、以前に各学校のパ

ソコン室に導入していたタブレット、旧機種がございます。 

  パソコン室で使っていたタブレットは、平成29年度から令和元年度に導入した104台で、
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導入から５年未満と新しいため、各小学校の１、２年生に配布しています。どちらもＯＳは

マイクロソフト社のウィンドウズ10ですが、ＧＩＧＡスクール構想で購入したタブレットは、

マイクロソフト365というタブレット端末の一括管理がクラウド上で行えるサービスを搭載

しており、各種設定の変更や保守をオンラインで行うことができ、教育委員会事務局の職員

で行っています。 

  １、２年生に配布したタブレットは、各種設定の変更等と教育委員会の職員が１台ずつ各

学校に伺って行っています。ご質問にあるように、ご家庭でＷｉ－Ｆｉに接続できなかった

とのことですが、今回持ち帰っていただいて、状況が分かりましたので、今後、必要な設定

を行っていきます。 

  また、年度切替えによる設定作業については、河津町立小中学校ＩＣＴ運用支援業務委託

の中で対応していくこととなっております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 旧機種と言われているものでも、まだ導入して５年ということで、比

較的新しい端末であると、それが町内に104台あるということです。新しい機種に関しては、

ＭＳの365を使って一括管理ができるけれども、旧機種にはそれが搭載されていないと。 

  東小学校の子供たちを介してなんですけれども、取組を見る限り、現場の先生方というの

は、これをどうにかして早く活用していこうということで、いろいろな取組をされて頑張っ

ているというふうに感じているんですけれども、これから支援体制が本格的に始まっていく

というふうな認識を、ここまでの答弁で持つんですけれども、現状、正直その支援体制が足

りていないというふうに感じます。 

  先ほどの教育委員会事務局長の答弁にもあったんですけれども、教育委員会の職員が学校

に行ってメンテナンスをされているというようなお話がございました。学校の先生に伺って

も、平日の６時過ぎてとか土曜日だったりとかという時間にわざわざ学校に来てくれて、こ

ういうふうな状況で困っていると言うと、教育委員会のスタッフの方が見てくれる、教育委

員会の方々がものすごく頑張っているんですよということを先生たちもすごい言っていらし

たんで、とてもそういうのは理解ができるんですけれども。 

  何ていうんですかね、教育委員会の職員の仕事をどうこうと言うつもりはないんですけれ

ども、そのパソコンのメンテナンスをするというのは、あまり教育委員会の職員の仕事では

ないのかなというふうに、個人的にはちょっと感じます。できれば、そういうのはそういう
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専門の業者の方にやっていただいて、教育委員会のスタッフの方は何ていうんですか、その

バックボーンとして事務方として支えるというのが本来ある姿なのかなというふうにも思っ

たりするんですけれども。 

  隣の東伊豆町では、町のパソコン関係の事業者の方に保守委託をして、ソフトの面もメカ

ニカルな面に関しても、電話で学校で困ったことがあったら、すぐに相談をして、場合によ

っては、もう、すぐ学校に来てくれて対応ができているというような話を伺いました。 

  各学校にその支援員の人を配置するというのは正直難しいというのは、再三の答弁をいた

だいている中で理解をしているんですけれども、町内でそういったことの対応のできるシス

テムエンジニアみたいな方を１人ぐらい確保していただいて、小学校でも中学校でもいつで

もすぐに気軽にその窓口に対応、電話をして来てもらえるというような体制の整備というの

も必要じゃないのかなというふうに思うんですけれども、そのあたりはいかがでしょうか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまの遠藤議員の関係でございます。 

  学校のパソコン等の支援体制の構築ですけれども、議員がおっしゃるように、今の体制が

いいと私も思っておりません。たまたま教育委員会のほうにそういう対応できる職員がいた

からでできるんであって、本来の形ではないと思っております。 

  ただ、業務委託をした部分についてはコロナの関係で来られなかったりという部分もあり

ます。そういう中で、ある面ではご迷惑をかけている点もあるかもしれませんし、一方では

進んでいない面もあるかもしれません。 

  ただ、議員がおっしゃるように、これからはやはりそういう人材が確保できればしたいわ

けですけれども、なかなかいないという現状もありますし、なかなか外部についてもなかな

かいないという状況もありますんで、事務局のほうでいろいろ検討しておりますし、職員が

ずっといるということでもないものですから、本当に本来の形ではないわけです。 

  ただ、今の段階ではタブレットを１人ずつ配った中で、いろんな先生方は苦労をされてい

るんで、その緊急応対として職員がやっているということでございます。 

  ただ、私も学校の現場に何回か見たことがあるんですけれども、以前と違って子供たちは

みんなタブレットを持ってやっている姿というのは、今までと全然違う学習の状況だなと、

それはつくづく感じます。こういう時代になったのかなということで、１人１台持って、タ

ブレットを持っていろんな事業を進めるということが今の姿なのかなと思いますし、ぜひと

もせっかく配ったものですから、有効に活用してもらいたいし、コロナ対策としても今後使
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えるようなことも含めて、早急にその対応についてもまた検討していきたいと思います。 

  内容については、教育委員会事務局長に答弁をさせます。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（島崎和広君） ただいまの町長の答弁と重なるところが多々あるんで

すけれども、議員の質問にあるとおり、必要性は教育委員会事務局のほうでも当然感じてお

ります。先ほども答弁いたしましたように、現在はＧＩＧＡスクール構想によるネットワー

ク整備やタブレット導入を担当した職員が、引き続き現在も担当しているので、専門家では

ありませんが、各校、学校からのネットワークやタブレット端末に関する質問や不具合に対

し、何とか対応しているのが現状です。 

  来年度の対応としては、町内や近隣市町で支援をしてくれる業者を今探しているところで

すが、先ほども言ったとおり、なかなか見つけることができないというような状況でござい

ます。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員。 

○４番（遠藤嘉規君） ありがとうございます。一応当局サイドとしてもその現状というのに

関しては問題点を感じていただけているということですので、ひとまず安心はできたのかな

というふうに思います。ぜひ、多分探せば町内にシステムエンジニアの方だったりというの

はいたりもするんじゃないかな、パソコン関係詳しい方がいたりするんじゃないかなとも思

うんですけれども。 

  ただ、単純にパソコンに詳しいじゃなくて、学校の教材としてそれを生かす生かさないと

いうところまでを含めると、やっぱりプロフェッショナルの方を外部からというと難しいの

かなというふうなことも思います。ぜひなるべく早めに予算面のところも込みで対応をして

いただいて、町内の全ての子供たちが快適に使えるように、文科省では、新しいパソコンは

紙とかペンとかと同じ文具だよというふうなことも言っておりますので、取り組んでいただ

けたらありがたいなというふうに思います。 

  ２問目に移ります。 

  新小学校の雰囲気づくりということで質問をいたします。 

  小学校統合に向けて各種の準備が進んでおり、再来年には新小学校が開校するということ

で、新校舎での開校ということであれば、あらゆる意味で新しいスタートだという雰囲気が

出ると思うんですけれども、現状は南小学校の校舎を使ってスタートということになります

ので、新小学校開校の雰囲気づくりというものが非常に重要になるのかなというふうに考え
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ます。 

  心配なところが、校舎が同じということになりますと、その南小学校の児童は今までと同

じ校舎に通うという感じ、対して東小学校と西小学校の児童は南小学校に通うというような

雰囲気になってしまっては、統合して新たなスタートだというせっかくの機会が生かし切れ

ないのかなというふうに思います。 

  新小学校開校に向けた雰囲気づくりというものに関してどのように考えているのか、お伺

いしたいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、遠藤議員の新小学校の雰囲気づくりについてお答えします。 

  議員がお尋ねのように３つの小学校が再来年に統合するわけでありまして、その雰囲気づ

くりは大変大事だとは思っております。当然教育委員会や学校でも考えられていると思いま

すが、これまでも交流事業も行われておりますので、スムーズに統合できるものと考えてお

ります。 

  お尋ねの点については、教育長に答弁させます。 

○議長（上村和正君） 教育長。 

○教育長（鈴木 基君） 遠藤議員の新小学校の開校に向けた雰囲気づくりということの質問

に、お答えしたいと思います。 

  新しい小学校で新しい学年を迎える子供たちにとっては、大きな緊張感が当然あるものと

思っています。とりわけ校舎を移動する東小学校と西小学校の児童にとっては、よいスター

トが切れるよう、居心地のよさが感じられる配慮が必要だと思っています。 

  ３校の児童がよりよい令和５年度の新学期を迎えられ、安定した状態で新学期をスタート

できるよう、現在２つの取組を進めています。 

  １つは、町長の答弁にあったように、３校児童の交流事業の実施です。３小学校の交流事

業は、10年以上前から実施されてきました。今年度は特に全学年で交流の会場を南小学校と

して計画しました。学年でことわざかるた会や一緒の教室で短歌俳句づくりなど国語の学習

を行ったりしています。令和４年度も南小学校を会場にした３校交流を実施し、児童同士の

交流だけでなく、児童と先生の触れ合い、先生方相互の研修などを通して、新しい小学校で

の人と人とのつながりを形成していきたいと考えています。 

  教職員では、今の３小学校の教職員が新小学校の教職員として子供たちとの関わりが持て

るような計画的な配置を構想しています。心を通わせた先生方が勤務していることで、子供

河津町議会



たちが居心地のよい雰囲気で学ぶことができる体制を、今後整えていきたいと考えています。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 統合で集まってくることになる西小、東小の子供たちの居心地のよさ

を考えるんだということで、３校の交流事業と、先生方も３校の先生がというようなことで

取組をされているということでした。 

  事前にそうやって統合される子供たちが何度も会ってというのは、雰囲気づくりとしては

とても重要な取組だなというふうに思うんですけれども、隣の下田市が中学校統合を行うと

いうところで、どういうふうなところに気を遣っているのかなということを、ちょっと詳細

を調べたかったんですけれども、あまり詳しいところが調べ切れなかったんですけれども、

校舎に関しては、一番最初に僕が聞いたとき、リフォームをして雰囲気を変えるというよう

なことを取り組むよというのを以前聞いたんですけれども、どうも実際はリフォームじゃな

くて校舎丸々建て替えているという話を最近実は伺いまして、ちょっと河津としては新校舎

を建て替えるというのはもう少し先なのかなということであれなんですけれども、現在通っ

ている南小学校の児童が新しい統合新小学校になって、旧南小学校の校舎に行ったときに、

雰囲気が変わったなと思わず感じるような、そういった工夫というんですかね、リフォーム

で全部とは言わないまでも、例えばどこか一部を象徴的に印象を変えるといったような取組

で、もともと通っていた生徒も新しくそこに通うことになった生徒も、新しい印象で学校に

通えるようになるんじゃないかというようなこともあるんじゃないかと思うんですけれども、

そのあたり、リフォームとかそういったものというのは取り組んだりはされないんでしょう

か。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、校舎リフォームについて、私のほうからお答えします。 

  現在でも、仮の統合小学校となる南小のトイレの簡易式とか洋式化の工事は先行して進め

ております。これは相当のお金をかけて今進めております。 

  来年度につきましても、必要な改修等については、予算編成中でございますが、予算化を

して進めていきたいなと思っております。 

  ただ、議員がお尋ねのように、下田中と違うのは、南小学校は仮設、仮校舎としての活用

でございますんで、どこまでの費用をかけたのがいいかということも、その辺も考慮しない

といけないかなと思っておりますので、今後の予算編成の中でいろいろ考えていきたいなと、
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そういうふうに思っております。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（島崎和広君） 来年度の統合小学校開校に向けた改修ですが、教育委

員会のほうで考えているのは、校舎や体育館に設置している校章のリニューアル、あとプー

ルを多少改修、あと玄関横のギャラリースペースがあるんですけれども、教職員が増えるこ

とから、事務室を少し動かして、ここを事務室化を考えております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 現状、トイレに関しては実用的なものとして変えないとまずいのかな

というところで、既に本年度やっているということで。あと、校章とプールとギャラリーを

ということで。 

  校章に関しては、変えていくというのがもう新小学校ということなんであれなんですけれ

ども、ぜひ何ていうんでしょう、子供たちが日常的に使う範囲の中で象徴的なものとして、

何か印象をチェンジさせるようなことができたら、なおいいのかななんていうふうにちょっ

と思ったりもします。 

  新しい学校が始まるということに対して、とりあえず仮設で南小学校を使うわけですけれ

ども、町長の所信表明の中にもあったんですけれども、新校舎についてということで、お伺

いをしたいと思います。 

  新小学校が開校するに当たって、南小学校の校舎を一時的に使うということで、議会とし

ても説明を受けておりますし、事あるごとにそういったお話があるんですけれども、今後と

も建設計画が明確にこれからなっていくのかなというふうに思うんですが、保護者の方々の

声を聴いていると、一部の方なのかもしれないんですけれども、その新校舎の建設の話をあ

まり耳にしないんで、実はもう新校舎建たないんじゃないのという諦めの声というのが、正

直言うとかなり耳に入ってくるというのがあります。 

  改めて、新校舎建設に向けたスケジュールであったりとか、そういった計画のようなもの

だったり、また町長の新校舎建設に向けた思いなんかもお伺いできればなというふうに思い

ますが、お願いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、新校舎に向けたスケジュールについてお尋ねですのでお答

えします。 
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  新校舎建設につきましては、私の２期目の公約で、できるだけ早い時期に建設をするとい

うことで公約どおり進めていきたいなと思っております。 

  今後、スケジュール等は決まっていないわけですけれども、やはり答申に沿った形で中学

校周辺に新しい校舎を建てたいなと、それも小中一貫教育でという方向性が示されておりま

すんで、その中で、例えば配置計画ですとか、用地確保の問題なんかがあるものですから、

その辺を含めて順次できるだけ早い時期にということで進めていきたいということで、今回

の私の公約の中にもしっかり入れさせてもらって、確実に進めるんだよということを意思表

明させていただきました。そんなことで進めてまいります。よろしくお願いします。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 町長の答弁をいただいて安心をいたしました。なるべく早く答申に沿

って小中一貫校を河津中学校の付近にということで１日も早く形になったらいいなというふ

うに思います。 

  来年が３小学校の最終年度ということで、多分各小学校では、自分たちの学校がなくなる

んだなというのを意識する来年の１年間になるのかなというふうに思います。 

  それに対して、実際ＰＴＡの中の話とかでも実際に耳にするんですけれども、新小学校、

統合小学校、南小学校でこれから始まる統合小学校についての情報というのを、あまりにも

父兄の方々が持っていないというのを、結構多くの父兄の方と話をしても感じるんですよね。

そういう情報がないと、小学校はなくなるんだけれども、新しい学校は始まるというんだけ

れども、どうなっているんだろうねというふうな不安感を持っている父兄の方というのが、

とても多いような感じがしました。 

  ぜひ学校を閉じるための活動というのは、各小学校単位でも準備に入って進めていくのか

なと思うんですけれども、新しい学校についてのアナウンスというのを、広報かわづだった

りとかというのではなくて、各学校に教育委員会から各父兄向けにプリントだったりという

ようなことで情報公開みたいなのをしていただくと、子供を通して各父兄の手に渡るんで、

より一層安心感を持って再来年に向かっていけるのかなというふうに思いますので、ちょっ

とそういったアプローチなんかも考えていただけるとありがたいなというふうに思います。

ものすごい、その情報がないというのを心配している方がとても多いなというふうに感じま

した。 

  それでは、３問目の質問に移らせていただきます。 

  ご当地ナンバーの作成とライダー誘致ということで質問をいたします。 
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  ご当地ナンバーとは何ぞやと。議長に許可を得まして、そのご当地ナンバーというのは何

だというので、松崎町さんからご当地ナンバーの見本をお借りしてきました。これ、松崎町

が実際に配布している松崎町のご当地ナンバーの現物の見本です。 

  ご当地ナンバーとはということでお話をさせていただくと、市区町村が交付をしている原

動機付自転車、小型特殊自動車のナンバープレートの形状ですとか図柄をオリジナルにデザ

インしたものということです。これ松崎町で現在、松崎町内の原付一種、二種、小型特殊の

車は、基本このナンバープレートがついていると。近いところだと、賀茂郡内だと西伊豆町

もやっぱりご当地ナンバーをやっていて、西伊豆町は夕日をテーマにしたナンバープレート

で、とてもぱっと見た瞬間に目につくような印象的なナンバーだったりもするんですけれど

も。 

  日本経済研究所というところが、このご当地ナンバーについての調査をしておりまして、

交付を終了した自治体を含み導入済みの自治体がちょっと前なんですけれども、2019年10月

の段階で600を超えていると。全市区町村のおよそ３分の１以上がこのご当地ナンバーとい

うものを始めている。 

  直近では10月28日の伊豆新聞の記事の中に、下田市がゆるキャラのぺるりんとサーフィン

をモチーフにしたご当地ナンバーを作成するということで、取り上げられておりました。下

田市の目的としては、郷土に対する市民の愛着と誇りを高め、魅力を広く発信するべく企画

をしたということでした。 

  走る広告塔なんて呼ばれたりするご当地ナンバーなんですけれども、特産品であったり観

光地であったり歴史的建造物であったり、例えば行事やお祭り、そういった地域の魅力とい

うものが、日本各地でやっているところでは詰まっております。その地域を象徴するような

モチーフをしたナンバーの車両が走るということで、町のＰＲですとか地域おこしの色合い

がとても強い取組だというふうに感じるんですけれども、このご当地ナンバーというものに

ついてどのように考えているのか、町の考えを伺います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ご当地ナンバーについてお答えします。 

  先ほど議員がおっしゃったように、お尋ねのように、下田市の例は、新聞で私も拝見をし

ました。その効果についてはどの程度であり、費用負担も考えなければならないのかなと思

っております。 

  この辺の一般的なきっかけとしては、例えば町政何十周年とか市政何十周年という中で作
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っていく例が多いようでございます。松崎町の場合は違うようですけれども。松崎町につい

ても、きっかけについては多分在庫の問題とかいろんな問題の中で多分きっかけがあったん

じゃないかなと思っておりますけれども、そういうことも含めて、今のところは考えており

ませんが、今後そういう時期が来たら考えてみたいなと、そういうふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 近隣ですと下田市がこれから始めると。これ松崎町のナンバー、もう

とっくに始めていると。西伊豆町も既に始めているということで、賀茂郡内でもこのご当地

ナンバーを作成した自治体というのが増えつつあると。賀茂郡外ですと、三島市も現在準備

中だということです。直近だと、これ全国ニュースにもなっていたんですけれども、小田原

市のこのご当地ナンバーというのが、アニメの機動戦士ガンダムというのがあるんですけれ

ども、これの原作者の方が小田原に縁のある方ということで、そのガンダムを描いたナンバ

ーを作成したということで、全国的にもものすごい注目を集めてニュースにもなっておりま

した。 

  ご当地ナンバーは、この地域の魅力というのがいろいろ工夫をされて表現をされておりま

す。このナンバーというと、これなんかは四角なんですけれども、松山市なんかは「坂の上

の雲」という小説があるんですけれども、この「坂の上の雲」をモチーフにして、ナンバー

の形自体がもう雲の形をしている、そういったナンバープレートなんていうのも実際にあっ

たりします。その取組自体が地域の個性とか魅力をアピールする自治体のシティーセールス

の一環ということで取り組んでいるところが多いというふうに思います。 

  地域おこしという意味合いを考えると、河津町で、もうこのナンバーの作成というのを検

討してもいいんではないかなというふうに思うんですけれども、先ほど町長が少し答弁の中

で周年とかそういったきっかけがあれば検討も余地ありかなということなんですけれども、

ぜひ河津町でもご当地ナンバーを積極的に検討されてはいかがかなと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、導入検討についてお答えします。 

  先ほどの答弁のとおり、車などと違いまして、県外への宣伝ですとかイメージ効果なども

限定されると思いますし、費用なども含め未知数であります。現状では導入の検討は考えて

おりません。 
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  なお、現状でのオートバイの登録件数ですとか、年間の新規の受付件数の詳細については、

担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（土屋典子君） では、私のほうから、オートバイの登録件数等についてお答

えします。 

  令和３年度課税のオートバイ、原付バイクの登録台数ですが一種、二種合わせて511台で

す。年間の新規の申請受付数ですけれども、令和２年度中の移動でナンバープレート新規取

得が48台、廃車または名義変更による返却が62台でございました。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 町全体で原付一種、二種含めて511台ということで、新規が48台とい

うことで、確かに少ないのかなというのも分かります。既存の在庫がどの程度在庫があるの

かというのはちょっと分からないですけれども、既存の在庫がまだまだあるよということで、

簡単にはいかないのかなというのは分かるんですけれども、ぜひ今後何がしかのタイミング

でもって検討していただけるとありがたいんですけれども。 

  このコロナでこの１年半、２年にわたって３密を避けるというのが当たり前に定着しつつ

ある中で、趣味というところでオートバイの利用というのが急激に増えております。現実問

題としてオートバイの中古市場というのが、この１年、半年ぐらいの間にものすごい勢いで

値上がりがしているというのもありますし、新型の新しいオートバイの新車の納車ですか、

に関しても、物によっては１年半とか２年待ちなんていうようなオートバイも出てきている

ということで、その中でも特に注目を集めているというかニーズが増えているというのが、

大型バイクと言われる750cc以上のバイクであったり、小型バイクの中では原付二種と呼ば

れるような125cc以下のオートバイというようなところで、このあたりのバイクがとても注

目を集めてニーズが増えていると。バイクの業界の中ではなく、その外側ですよね。ふだん

バイクの業界ではないところから、空前のバイクブームだというような話が出ているぐらい

の状況になっているそうです。 

  この３密を避けるというところから、そのバイクブームというのがあるのかと思うんです

けれども、このバイクブームの中で、あるバイク情報の記事の中で、地方自治体がライダー

を呼び込もうとバイク関連のイベントの開催をしたり、ツーリング用のガイドマップを作っ

たりということで、ライダーを地域に呼ぼうというような取組がじわじわと広がっていると。 
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  近隣なんですけれども、伊豆市が地域のバイククラブと連携を組んで、いろんな施策とし

て展開を始めていると。ライダー視線で伊豆市のいいところ、走って楽しいところ、ライダ

ーが求めている設備、イベント、そういったものに注目をして、まちづくりを実施し始めて

いるというような話もございます。伊豆市に関しては、縦貫道の道の駅、月ケ瀬に道の駅が

できているんですけれども、この月ケ瀬の道の駅なんかは、バイクを止める専用のエリアと

いうのを造ってあって、この止める専用のエリアは何が違うのかというと、大きいバイクは

夏場アスファルトのところに止めると、車重が重過ぎてスタンドが地面にめり込んで倒れる

ことがあるということが起きるそうです。なので、その大型バイク用の駐車スペースという

のがコンクリで打ってあって、そういったことが起きないようにということになっていたり

とか、駿河湾フェリーですね、ここもバイク用の駐車区画というものを設けたりということ

で取組が行われているそうです。 

  ライダー参加型のイベントなんていうのも伊豆市では検討をされているということで、伊

豆は関東圏から近いので放っておいてもバイクは来るというような認識がどうしてもあるん

ですけれども、過去の例を見ると、伊豆は海水浴場がいっぱいあるから放っておいても観光

客来ますよというところから、現状のこの落ち込みを見ると、やはりある程度の積極的な取

組というのは必要なのかなというふうに思うんですけれども、河津町でも観光施策の一環と

いうところで、ライダーの誘致というものを検討してみてはいかがかと思いますが、いかが

でしょうか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） バイクの関係の誘致の関係でございます。 

  コロナの中で今年の桜まつりなんかを見てみますと、自家用車が多いというのも当然なん

ですけれども、バイクも多いなという感じもしています。ここ数年、バイクが多くて、駐車

場のほうもバイク専用の場所を設けたりということもしているようですので、確かに議員が

おっしゃるように、少しずつ増えているのかなということもあります。もう一方では、自転

車も増えているのかなという感じもします。そういう中で、現状コロナの中でそういう部分

でも影響していくのかなと思っております。 

  先ほどの誘致の関係でございますけれども、町内でも、バイクの愛好者がいることも私も

承知しておりまして、個人的にその方たちがイベント等を企画して、誘客を図っている例も

あるようです。最近でも、また観光交流館の近くでイベントを行っておりましたが、今後、

その方々との連携ですとか協力によって企画が可能であれば、観光協会などと検討すること
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も必要なのかなと思っております。 

  この件につきましては、担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（中村邦彦君） それでは、観光施策としてのライダー誘致ということでお答

えします。 

  今、町長言われましたように、既にライダーに向けました取組といたしましては、11月28

日に観光交流館をベースとしましたバイクイベントを実施しております。町内の店舗や観光

協会、そして、観光施設等と協力しまして実施したところです。参加されたライダーからも

大変好評でございました。 

  また、今後もこうした事業を継続して予定を計画しているようですので、また町内の店舗

やそういった業者の方に協力していただければなと思っております。 

  また、第32回の桜まつりでも、ライダーの利便性を図るようにということで意見を取り入

れまして、専用の駐車スペースなども用意される予定でおります。 

  ライダーのニーズもスタイルによっていろいろ様々ですけれども、いろんなニーズを取り

入れながら、それぞれの特性を考えながら、今後もこうした取組に期待しているところです。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 次の桜まつりに、そのライダー用の駐車場なんかも整備をされるとい

うようなことでお話がありました。ぜひ、来やすい環境というのが必要だというふうに思い

ますので、その地域でバイク振興を携わっているような方々が身近にいるということですの

で、そういった方々の意見を積極的に受け入れていただいて、どういった取組をすればライ

ダーが快適に伊豆に来れるのか、特に河津に来れるのか。桜まつりのときに砂利引きでスタ

ンド立てて倒れちゃったなんていうようなことがあったら残念だなというふうにも思います

ので、そういったところも含めて、ぜひ積極的に協力をし合って取り入れていただきたいな

というふうに思います。 

  以上で一般質問のほうを閉じさせていただきます。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員の一般質問が終わりました。 

  午後３時15分まで休憩します。 

 

休憩 午後 ３時０４分 
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再開 午後 ３時１５分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 塩 田 正 治 君 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員の一般質問を許します。 

  ６番、塩田正治議員。 

〔６番 塩田正治君登壇〕 

○６番（塩田正治君） 皆さん、こんにちは。６番、塩田正治です。 

  令和３年第４回定例会開催に当たりまして、一般質問の通告をいたしましたところ、議長

より許可をいただきましたので、私、今回３問について質問させていただきたいと思います。 

  質問に先立ちまして、まず、本日の冒頭、町長の所信表明、これを聞かせていただきまし

た。簡単な感想というか、おこがましいんですが一言述べたいと思います。 

  ２期目の町政ということで、無事に選挙も終わりまして、ご当選おめでとうございます。 

  今回の所信に関してなんですけれども、１期目につきましては、もうコロナに翻弄された

４年間だったのかなと言っても致し方ないのかなと。今後、今、コロナの状況を見ますと、

河津町も何か月前でしたか、16人目の方が出て、もう随分、半年じゃ利かず、10か月ぐらい

はたっているんですかね。もう大分、ちょっとごめんなさい、うろ覚えで申し訳ないんです

が、随分、河津町においては感染者もない時期が続いておりまして、危機感というのは大分

薄れてきていらっしゃるのかなという感じも、正直します。このまま終息してくれることを

心より願うわけですけれども、海外においてはまた新たな株が発生したりしながら、落ち着

く様子を見せていないのも現状でありますので、いつどこでどう転がるか分かりません。し

かし、当然、町政を担うであろう町長としては、両方を見据えた中で組み立てていかなけれ

ばならないだろうと思います。 

  そんな中、今回の所信の中に、私、正直、１点だけ思ったのは、先ほどの大川議員の、わ

くわくする町政をみたいな感じで言われていましたけれども、目玉となるようなといいます

か、町民が町長の所信を聞いてわくわくするような何か目玉施策というのが欲しかったなと。
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それがなかったのが残念でならないと。ちょっと生意気なことを言って申し訳ないんですが、

一言述べさせていただきました。 

  それでは、質問に入らせていただきます。 

  まず、１問目でございます。 

  基本施策３本の柱について。 

  町長は、今回の選挙戦においても、一応、公約として言われておりました。先日行われた

町長選挙の公約として掲げられた３本の柱について、それらの中から気になる点を抜粋して

伺いたいと思います。 

  まず、誰もが安心して暮らせるまちということで、この中で効率の良い地域交通システム

の再検討を進めるとございました。これまでも行政運営の中で様々な試行錯誤をして、自主

運行バス、町バス、町営バス等、あらゆる施策を持ってチャレンジしてきた問題だと思って

おります。また、議会としても勉強会を開いたりですとか、視察などを重ねて検討してきた

経緯もございます。しかしながら、町民の期待に応えるような妙案が出せていない。これも

残念ながら事実ではないかと思うわけです。 

  それでも、町長が今回の３本の柱の中に入れてきたという、今後どのような手段で再検討

を進めていかれるおつもりなのか。また、町長の、この公共交通システム、理想として考え

ているところというのは、一体どういうものを町長は考えておられるのか、これは、やはり

執行権者である町長が考えると、それに向かってやっぱり部下である行政の皆さん考えます

から、町長が一本筋の通った夢を掲げていれば話は前に進むんではないかと思うので、この

辺を重ねてお聞かせ願えればと思います。よろしくお願いします。 

○議長（上村和正君） 塩田正治議員に申し上げます。 

  答弁は、一問一答方式でよろしいでしょうか。それと、答弁を求める人がいらっしゃいま

したらお願いします。 

○６番（塩田正治君） 大変失礼しました。 

  答弁は、一問一答方式でお願いいたします。町長及び担当課長に、必要とあればお願いし

たいと思います。よろしくお願いします。失礼しました。 

○議長（上村和正君） では、町長、お願いします。 

○町長（岸 重宏君） それでは、塩田議員の基本施策の３本の柱について、１点目の地域交

通システムの再検討についてお答えします。 

  後半の部分で、町長の考えということで一本筋を持てという話だったんですけれども、実
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は、これまでも幾つか指示をしてきて、持ってきたつもりなんですけれども、その中で、や

はり法的な問題とかいろんな問題があって、なかなか自分の思うようなシステムができてこ

なかったというのが一つの課題であります。そんな中で、地域交通会議という会議を設けて

おりますので、その中で私の意見を述べさせていただいて、今後、やっていくつもりでおり

ます。そういう中で、一本、筋をを持った中でやっていくつもりでおります。 

  公約については、先ほどのほかの議員の質問ですとか、あるいは所信表明で述べてありま

すので、重なる部分があるかと思いますが、ご了解していただきたいと思います。 

  私が、公約として地域交通システムを挙げたのは、やはり交通手段が乏しい地区の住民の

足としてどうしても、特に高齢者の交通手段として、この交通システムのことが重要だとい

うことで、公約の一つとして掲げたのが大きな理由でございます。これまでもやってきまし

たけれども、まだまだその根本的な解決に至っていないというのが、私は現状だと思ってお

ります。 

  先ほど議員がお尋ねのように３つの形態がございます。東海バスによる自主運行バス、あ

るいは町による町営バスと町バスの運行であります。今後、この交通システムにつきまして

は、小学校の統合を踏まえますと、東小、西小エリアからのスクールバスの確保の問題があ

ります。そして、併せて地域住民の足の確保の問題もありまして、この２つの大きな交通シ

ステムの問題があるものですから、その辺も含めた中で重要な課題であると考えております。

今後のスクールバスにつきましても、委託、あるいは町による運行なども検討しなければな

らないと思っております。 

  現在の町運行による２つの形態についても、アンケートなどを行っておりますといろいろ

な意見がございまして、これらを参考にして改善していかなければならないなと、そういう

ふうに思っております。特にアンケートの中の要望としては、これは法的な問題もあってな

かなか難しい問題もあるんですけれども、現在の町バス運行について、個人的な思いですけ

れども、アンケートの中では、河津駅周辺まで路線が伸ばせたら利便性が増すのではないか

なというアンケートの回答が多くあります。これについては、東海バスさんの関係とか、い

ろんな法的な問題もあるのかなと思いますけれども、そんな中ではアンケートとしては住民

の声が大きいこともあります。 

  また、今後、私は、予約制のデマンド方式なんかも一つの検討する材料としてあるんじゃ

ないのかなと思っております。 

  そんなことで、今後、高齢者の足の確保、あるいはスクールバスを含めて、全体的なもの
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を再度もう一回、再構築をして、地域交通システムを考えていくということでございます。 

  そういう中で、担当課がいろいろ検討している部分もありますので、担当課長より答弁さ

せます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（川尻一仁君） それでは、先ほど町長からお話があった内容と重複する部分

ございますが、私のほうから少し説明をさせていただきたいと思います。 

  現在、町では、バス会社に委託している自主運行バス、それから町による町営バス等、町

バスの運行といった形の中で交通対策の確保を行っているというのは、ご存じのとおりと思

います。そのほかにも、バス会社による天城峠の越えのルートもございます。また、現在、

上佐ケ野地区で県事業によります買物支援の実証実験といったものも実施をしており、今後、

そういった事業も町の中で拡充していきたいなというふうにも考えております。 

  これらの事業と、先ほどからあります令和５年４月の小学校統合といったものを見据えま

すと、令和４年のある程度の段階までにはしっかりと体制を固めなければならないというふ

うに考えておりまして、そちらを考慮しながら、公共交通会議の委員の意見も聞きながら、

新たな交通体制を構築していきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員。 

○６番（塩田正治君） 河津町においては、かなり正直言って、コンパクトシティ化が自然現

象として進んできているんではないかなと、私、考えておりまして、なぜ町バスなり町営バ

スなり、いろんな施策をしてもうまく機能しないかというと、河津町の地域形状、これは平

らな、要は大堰地区から下の平らな地域は、一つのコンパクトシティとしてもう機能してし

まっている。そこに飛び地である縄地、見高入谷とか、もう上河津は特にそうなんですが、

一方、天城へ通して、背骨が通っているところから枝分かれしてしまっているということで、

非常に交通網としての網をかけにくい状況にあるのかなと思います。 

  ですが、極端なことを言うと、行政はコンパクトシティ化しても、こっちの人口の多いと

ころに行政のお金はしっかりぶっ込むから、来る人だけ来なさいみたいなこと、当然、でき

ないわけですから、田舎の外れのほうにでも住んでいる方がいる。その方々も当然大切な町

民の皆さんであると考えると、これはまだまだ検討の余地もあるし、検討をしっかり進めて

いかなければいけない。しかし、先ほど来おっしゃっておりますように、学校統合でスクー
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ルバスとかのことも考えると、本当に早急に考えなければいけないということで、町民の皆

さんも非常に興味を持って考えてくださっている方もいらっしゃいますので、それこそ町民

の皆さんの声もぜひとも聞いていただきたいなと思います。 

  それから次にですが、豊かさをみんなでつくるまちという点について、まず、第一次産業

と第三次産業との連携事業に取り組むとございました。 

  現状の河津町における第一次産業は、少子高齢化や急速な人口減少等によりまして、衰退

の歯止めが利かない状況であると思います。そして、第三次産業といいましても大変範囲が

広いわけです。サービス業やら何やら観光業やらと、その大変範囲の広い中、町長は主にど

の業界との連携を考えていらっしゃるのかなということを、お教え願いたい。 

  第一次産業は、将来的に町の原動力になる基幹産業であると私は考えておりますので、連

携を考えるよりもまずすべきは、根幹の第一次産業の掘り起こしやてこ入れが優先されるん

ではないかなと思うわけですが、いかがでしょうか。 

  次に、河津バガテル公園再生に向けて再検討を進めるとございました。 

  昨年、残念ながら民間企業の力を借りて再生を図るということにチャレンジしたわけです

けれども、民間企業に理解を得られなかったといいますか、ちょっと厳しい言葉で言えば、

相手にしていただけなかったのかなと思わざるを得ないんですけれども、現状を考えると、

赤字を垂れ流している現状、これを考えれば、再検討をしないわけには当然いかないわけで

す。この再検討、どのような方法で考えていらっしゃるのか、この３点についてお答えをい

ただきたいと。２点です。失礼。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、塩田議員の第一次・第三次産業との連携事業、あるいはバ

ガテル公園の再生についてお答えします。 

  まず、第１次・第三次産業の連携については、特に私は、第一次産業の中でも農業の部分

が従事者が多いものですから、特に農業については大事であるなと思っております。塩田議

員がおっしゃるように、やっぱり欠かすことのできない産業であるということは、誰もが認

識しているところだと思います。しかし、農産物をはじめとして第一次産業を取り巻く状況

は、河津町だけではないんですけれども、全国的にも、また当町にとっても、特に後継者の

問題、あるいは耕作放棄地の拡大など、厳しい状況にあるということは、みんな認識をして

いるかと思っております。 

  また、現在、経済が国際社会の中で動いていることもあったり、輸入なんかの関係も大き
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くありまして、聞くところによると、町内の事業者でも外国にワサビなんか輸出していると

いう話も聞きますし、今までの経済圏と大分違ってきているかなというところもあるかと思

います。 

  そうして、そういう中で、いかにして、例えばこの地域として、産業として維持していく

かということがとても大事なことでありまして、それも行政の使命であるのかなと思ってお

ります。 

  特に、私は、農業を維持することによって、当然、漁業もそうなんですけれども、維持す

ることによって、景観ですとか環境が守られるということも大変大きな意味がありまして、

これは観光地としては欠かせないものでありまして、重要な資産であると思っております。

そういう意味では、やっぱり第一次産業は大事にしていかなければならない。経済的な面だ

けではなくて、景観ですとか環境という面でもやっぱり第一次産業の重要性というのは、こ

れからも大事だなと、そういう意味もあります。 

  そういう中で第一次産業を見てみますと、やはり後継者不足の問題として経済的な問題が

大きいかと思います。いかに産業として成り立って、経済的に成り立つのか、生活が安定す

るのかというのが第一の課題であると思っております。 

  農業については、特に河津町の温暖な気候や水などを利用して、自然資源を利用して、野

菜、かんきつ、花卉など、数々多くの農産物が栽培されているわけでございます。これらを

販売して生活を安定するために、これまでの市場一辺倒ではなくて、例えばふるさと納税で

すとか通信販売の活用や、観光地である利点を生かしまして、第三次産業である観光と結び

つけた販売戦略も必要ではないのかな、そういうふうに思っております。第一次産業を維持

するために、後継者を含めた従事者をいかに増やすかが根本でありまして、新規就農者の確

保なども併せまして、生活の維持確保のための第三次産業と連携による取組が大事であると

思っております。 

  特に、先駆的な取組として、町では、他の議員の質問でも答えておりますけれども、河津

桜の切り枝の栽培ですとか、食用バラの試験栽培なども進めておりますけれども、これから

も第一次産業を大事にしながら、連携を深めながら、経済的な部分でも安定するような、そ

んな施策が必要だと思っております。当地区においては特に第一次産業と第三次産業の関連

が必要であると思っております。 

  続けて、バガテルの関係について答弁いたします。 

  バガテル公園の再生の再検討でございます。 
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  バガテル公園の再生は、これまでの取組について、議会にも町民にも機会あるごとに説明

をし、情報を発信してまいりました。経過については他の議員の質問にも答えておりますの

で、ここでは省略をさせていただきます。 

  ２期目の公約としたのは、１期目の取組で民間企業との交渉の中で問題点もありまして、

議員お尋ねのように、今までどおりの運営では赤字経営の体質が改善されることは難しく、

引き続き、最優先課題として取り組むことが大事であり、その決意を示したものであります。 

  全体の方向性としては、前回の指定管理の公募の不調を受け、町としてワーケーション施

設として、旧レストラン棟の活用や、バラ公園の維持管理や、町民の文化施設として、また

誘客施設として活用を図っているところで、ドッグランの開設などについても取り組んでま

いりました。この秋には文化協会の町民文化祭なども開かれまして、文化の薫る公園として

約1,000人近い町民の方に訪れていただきました。 

  しかし、運営面では、昨年、今年と、コロナウイルスの感染拡大による長期間の休園を余

儀なくされ、大きな収益減となっております。一方、雇用関係についても、９月の決算議会

で、令和２年度決算に対する意見書の中で検討を求められております包括業務委託の３か年

の委託契約による従業員の雇用費用の増加と、コロナ感染拡大による休園による収入減など

も重なり、運営の厳しい状況が続いております。 

  今後の方針としては、他の議員の質問にも答えておりますが、継続して再生に向けて施設

運営計画を練り直し、併せて、これからの施設管理にしっかり取り組み、各種イベントなど

開催し、町民の皆様に親しまれる公園を目指し、集客にも取り組んでいきたいと思っており

ます。民間も含めた運営計画については、来年度中には結論を出したいと思いますが、どう

しても結論に至らなかった場合には、来年度に包括支援業務が終了しますので、一部営業を

取りやめることも検討しなければならないと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員。 

○６番（塩田正治君） 第一次産業・第三次産業の連携、これは本当に実は大事なことだと僕

も思っておりますので、特に第三次産業、どの分野を主にというところにはお答えいただけ

なかったんですが、基本、観光と思ってよろしいですね。 

  バガテルのほうにつきましては、いろいろワーケーションやったり、ドッグランやったり

とかということなんですが、根幹的は、根本的な解決方法にはやっぱりなっていないという

のは、町民の皆さんももう見えています、正直言うと。ですので、非常に心配なさる声を大
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きく上げている方々がいらっしゃいますので、今、町長の答弁の中から、ある一定、その包

括業務委託の終了までに答えが出せないようなら、営業も止める決意を心の中に持っている

という答弁をいただいただけでも、大きく前に前進するんではないかなというような気がし

ます。 

  それでは、２問目に移ります。 

  来年度予算編成についてでございます。 

  議長、申し訳ありません。ちょっと１問目の３回目、すみません、戻らせてください。失

礼しました。 

  未来を創る人が育つまちということで、都市との交流や民間企業との連携など、幅広い分

野での共創を進めるとあります。幅広い分野で共に創り出す、字で読んだごとくなんですけ

れども、主にどのようなことを考えているのかというのが、ちょっとあまりにも漠然として

いるので質問させていただきました。お答え願えますか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、お答えします。 

  都市との交流や民間企業と連携した共創はということで、私の公約の中に共に創るという

ことで、共創のまちづくりということを掲げました。これは今までオール河津という形で、

町民の方たちの協力を得て行政進めようということでやってきたんですけれども、やはり昨

今のコロナの状況等見たり、あるいは日本の経済状況、あるいは社会の状況を見た中で、ど

うしてもやっぱり民間との連携、あるいは協定、あるいは学校等の連携も含めてですけれど

も、やはり行政だけではなくて、もう少し大きい器の中でワンチームとして、民間を含めた

中でやっぱり事業を進めていかないと、なかなか事業の広がりがないなというように思いま

す。 

  特に、やはり移住・定住を進めていくとか、大きな問題の人口減少ですとか、少子高齢化

の解決のためには、どうしてもこの外からの支援、あるいは移住・定住を進めないと大きな

進歩にはならないのかなと思いますので、そういうことで、もう一歩進めるということで共

創という言葉を使いましたけれども、これは、今、民間のほうもソーシャルビジネスといっ

て、行政に関わりある部分も大分持ってきておりますので、具体的には、この間、提携した

郵便局であったり、生命保険会社であったり、あるいは大学であったり、連携であったりと

か、あるいは会社によってもそういう形で町の中にソーシャルビジネスとして進出したいと

いうところもありますし、そういうことで、これからさらにもう少し大きい器の中で町の産

河津町議会



業振興を図っていきたいということの中で、共創という言葉を使わせてもらいました。そん

なことで特に２期目については、その部分を強調したつもりでございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員。 

○６番（塩田正治君） すみませんでした。 

  この共創、大変よく分かりました。結局、国のほうもやはり都心部に何でもかんでも集ま

り過ぎている弊害が出始めているということは、もう何年も前から言っていたことでして、

そこに１枚かむことができれば、やはり地方もまだ潤うことが、チャンスが残っていると私

も思いますので、今、町長がおっしゃったようなことはぜひとも積極的に進めていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  では、次の質問に入ります。 

  来年度予算編成についてお伺いします。 

  コロナ禍によりまして町内の経済状況は、過去に類を見ない、災害クラスの惨劇だと思い

ます。来年度の予算編成については、アフターコロナを見据えて思い切った予算を組んでい

ただきたいと思うのですが、町内の経済復興にどれだけ寄与していただけるのかということ

で質問させていただきます。 

  １問目としまして、アフターコロナを見据えて経済対策の重点項目はということで、コロ

ナが終息するか誰にも分かりませんけれども、来年度予算編成は終息後も見据えての編成に

なると思われます。迅速な経済復興を目指す以上、ピンポイントで強力な支援策や対応が望

まれますが、どの分野の業界を最重要と考え、施策を執行するつもりでおりますか、お答え

ください。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、来年度予算編成について、特に重点施策についてお答えし

ます。 

  これは、先ほどお答えしましたけれども、２期目の公約として、特に経済対策に力を入れ

ていこうということでございます。これについては共創のまちづくりということで、特にピ

ンポイントということでありませんけれども、経済対策の重要性については、先ほど申しま

したけれども、町の根本施策であります少子高齢化ですとか、人口減少を解決するためには、

どうしてもこれまでやってきた子育てや安全・安心対策に加えて、やっぱり経済対策を加え

ていかなければ、これから先の町の方向としてはまずいんではないのかなということで、新
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たに経済対策を町の根本的な解決の手段として捉えて、公約として掲げて、来年度予算にも

示したところです。 

  この経済対策でございますけれども、さきに作成をしました町の第５次総合計画の中で、

人口減少問題に対応するための力を入れるべき取組に対する町民アンケートを行っておりま

す。その中で、人口減少に対処するための力を入れるべき項目として、第１位が、私は子育

てだと思いましたけれども、実は１位が地域産業力の強化が37.9％でございます。２位が、

企業誘致が33.9％です。それから３位が正規雇用化の推進などの雇用対策が32.4％、４位が

移住を希望する人たちの受入れが31.0％。約３割から４割の方がこういうことを望んでいる

ということでございます。やはり人口減少問題に対応するためには、どうしてもこの経済対

策、特に雇用ですとか地域産業力の強化が大事だということは、このアンケートを見ても、

町民の思いというのは分かってくると思います。 

  そういう中で、来年度予算は、コロナ関係もありますのでまだまだ不透明でありますが、

今後のアフターコロナを見据えて、経済対策として今後のまちづくりの方向で、そういうこ

とで進んでいきたいなと思っております。 

  特に、当面は、現在ある町有地の活用や施設の活用などを含めた、町民や民間を含めた活

性化やにぎわいづくりの事業を進めていきたいと思っております。当面は、先ほど申した課

題であります河津バガテル公園の再生や、旧南中学校跡地の活用について取り組んでいきた

いと考えております。町独自の経済対策については、今後の予算査定の中で産業団体等の要

望も踏まえて対応したいと、そういうふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員。 

○６番（塩田正治君） これまでいろいろ町長に対して一般質問させてもらってきた中で、や

っぱり町長と話していて、僕、かみ合わないなと思うところが若干あった。これは、僕はや

っぱり経済、経済、経済が大事だということをずっと言ってきたつもりです。でも町長は、

いや、町民はそっちを見ていないんじゃないか、やっぱり人口減少とか福祉関係に意識があ

るんじゃないのかなというのが、僕の中では町長の答弁の中に見え隠れしていたような気が

してなりません。ですが、そうやって数字として町民の声が町長に届いて認識してくださっ

た以上は、今後は、やっぱり経済、本当に本気で取り組んでくれるのかなと期待させていた

だきます。 

  それで、ちょうどですが、過疎債の有効活用についてということで、河津町が今年度から
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過疎地域に指定されたことによりまして、地域振興については非常に効果的な過疎債を利用

できることになったわけです。このタイミングでか、ある意味、最高ではないのかなと思え

るカード、思わぬカードを手に入れたことになるんじゃないかなと思うわけですけれども、

だからこそ、いかに有効に活用することができるか、これが経済復興のチャンスにつながっ

ていくのではないかと考えております。 

  国も経済あっての財政と、実は考えているようですので、河津町においては、この現況下

を、壊滅的状況下にある河津町の第一次産業、特に町長が先ほどおっしゃった農業、この分

野についての新たな構築、極端に言えば、新たな農産物、河津独自の農産物、河津ブランド

をつくり上げるぐらいの心意気で、この過疎債を利用して何か取り組む。これが河津町の根

幹を支える原動力になっていくと私は思うんですが、まずもって、過疎債を使い、第一次産

業のてこ入れに取り組んでみてはいかがでしょうか。どうでしょうか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、過疎債の有効利用ということでございます。 

  私の思いとしては、第一次産業についても、先ほど言った共創のまちづくりという考えの

中で、やはり民間等の連携による第一次産業のそういうてこ入れも、場合によっては必要な

のかなと思っております。現状ということではなくて、新たな考え方、あるいは新たな作物、

新たな民間の手法も取り入れた中で、第一次産業の新たな展開も開けていくのかと、そうい

う意味で過疎債というのは有効な手段として使えるのかな、そういう思いはあります。 

  あと、そのほかに、これまでのやはり人口減少とか、先ほど言った少子高齢化の中で過疎

債を有効に使うということも大事ですし、経済対策にとっても特に大事であると思っており

ます。そういうことで有効に使うということを、今後、やっぱり考えていかなければならな

いと思っております。 

  そういう中で、先ほど申しましたけれども、総合計画と過疎債のローリングも一緒にやっ

ておりますので、その辺について担当課長より答弁させます。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（川尻一仁君） それでは、一次産業へのてこ入れを過疎債の活用というご質

問でございますが、町の過疎計画の中の基本目標といったところの項目がございまして、そ

の中に産業の振興といった項目がございます。今年度のヒアリングの中でも、その項目の中

からは、鳥獣害対策とか高潮対策といったこと、少し一次産業から離れるかもしれませんが、
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そういったことの事業が挙げられております。 

  議員の質問の一次産業のてこ入れとなる事業となりますと、過疎債の対象となり得る事業、

なり得ない事業というのがございますので、そういった面のハード面、ソフト面といったこ

とも考えながら、それに対する施設整備が必要なのか、また、補助制度の確立が必要なのか

といったことを検討しながら、今後活用していきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員。 

○６番（塩田正治君） いろいろと過疎債の、前もって事前にある程度登録しておかないと、

使い道が限定されるというのは承知なんですけれども、今後、僕から言わせると、町長がや

っと経済に目を向けてくれている、このチャンスにという思いがあるものですから、次年度

以降にでも、使える幅が広がるんなら、その辺もぜひ項目として追加できるものならしてい

ただきたいなと思うわけですが、それが可能かどうかは別問題として、ぜひ考えていただき

たいと思います。 

  続いて、予算規模についてなんですが、先日いただきました来年度の予算編成方針、これ

を見させていただきました限りでは、とても積極財政を組むと言えるのかなとちょっと首を

かしげてしまうような感じに、私は捉えました。一般財源ベースのゼロシーリングでは、令

和３年度当初予算を上限ということがうたわれていたようなんですが、経済復興を念頭に置

いているとは到底ちょっと思えないコメントだったなというふうに感じております。 

  今現在の状況下で、例えばですけれども、財政調整基金を積み立てるような、将来を見据

えたようなディフェンシブな政策、考え方ではなくて、今はもうコロナによっての緊急災害

時なんだというような考え方で、災害時と同様に基金を取り崩してでも今を乗り越えるんだ

というようなアグレッシブな予算編成を組んでいただきたいと思っているわけです。実際は、

過疎債とか上手に運用できれば、財政調整基金を崩さなくても過疎債を活用することで積極

財政、取り組めると思うんですが、この辺につきまして、町長、お考えをお聞かせください。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、来年度の予算規模についてお答えします。 

  確かに塩田議員のおっしゃっていることも一面で分かる気がいたします。ただ、予算の関

係でございますと、コロナの関係で予算編成となりますので大変不明な点が多くて、現状で

はローリングで予定している事業の実現に向けて取り組んでいきたいと思っております。 

  予算規模については、確かに今年度は子育て支援等の建設費予算がありましたので大きく
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膨らみましたが、来年度は、今後の国や県の予算により大きく変わることが予想されます。

特にコロナ対策については国の予算が基本となりますので、それはまだはっきりしていない

ということもあるかと思います。当然、町だけではコロナ対策できませんので、国や県に頼

るところが多いかと思っております。 

  現時点で町として考えられる事業としては、町の予算だけではなくて、組合で運営してい

る予算も大きく膨らみます。これは、東河環境センターのし尿処理施設の改修工事ですとか、

伊豆斎場組合で行っております火葬炉等の長寿命化工事による大きな負担金の増が見込まれ

ます。町事業では、公共建設物の長寿命化対策など継続的に行わなければならないものもあ

りますし、また、令和５年度の３小学校の統合に向けての費用も増えるものと考えておりま

す。 

  財源についても、これまで同様に、最終的には財政調整基金を崩さずに、できるだけの経

費節減に努めまして、国・県の補助金や交付税措置があります、先ほど言った過疎債をはじ

めとした有利な起債の活用を図り、事業推進を図っていきたいなと、そういうふうに思って

おります。 

  なお、今後の予算方針等ですとか予定など、担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（木村吉弘君） 町長からの予算方針等の今後の予定などについて答弁させていた

だきます。 

  令和４年度の当初予算編成におきましては、新型コロナウイルス感染症の動向が不確かな

中、諸外国の状況を見ますと、ワクチン接種だけではウイルスの蔓延を防ぎ切れず、オミク

ロン株の発生によりまして第６波の懸念を払拭できない状況にあると思われます。町長の答

弁にもありましたように、コロナ対策等については、国や県の方針により大きく変わること

が予想されるとともに、し尿処理施設や火葬場の長寿命化、また、町有施設でも経年劣化に

よる補修等は重要であり、大変厳しい予算編成が見込まれるところでございます。 

  地方公共団体の財政構造の弾力性を判断します経常収支比率は、70から80％が適正と言わ

れておりますが、令和元年度、河津町の決算でおきますと、88.7％、令和２年度では88.6％

と、高い数値での横ばいの状況というような状況になってございます。 

  こうした中で、令和３年度の予算編成においては、先ほど議員も申しておりましたように、

経常経費を３％削減ということで方針で行われましたものですから、令和４年度の予算編成

についても前年度ベースということとしたところでございます。 
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  歳入にあっては、コロナ禍の中、町税等の自主財源は減少が見込まれ、地方交付税等につ

いても交付状況が不透明な状況にあります。町税収入については、財源確保及び税負担の公

平性の観点から、法令に基づき適正な債権管理の推進に努め、収納率の向上、受益者負担の

適正化、町有財産の有効利用に取り組み、ふるさと納税の拡充、国・県、外郭団体などの利

用可能な補助制度の把握に努め、財源確保を図ってまいりたいと思っております。 

  歳出については、各事業の再構築に努め、最小の投資で最大の効果を得られるよう、歳出

全般の見直しをすることとし、予算編成を進めてまいりたいと考えております。 

  今後のスケジュールでございますが、今月中に総務課のヒアリング、年を明けまして１月

中旬に町長の予算ヒアリング、２月中旬にはまとまるという予定でおります。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員。 

○６番（塩田正治君） 厳しい状況、これは大変、本当にそれこそ理解しなければいけないの

が議員なのかなと思うんです。ただ、コロナ禍、コロナがもし終息に向かったときに、今の

ような町長、総務課長、この辺の考え方だと出遅れちゃうんじゃないかなと思って心配でな

らないんですよ。よそはもう、コロナが終息したらこれこれこうしようみたいな感じでかな

り話を進めているところもあると聞いておりますので、そういったところと肩を並べて経済

活動をといったときに、そのモチベーションでは、ちょっととてもじゃないけれども太刀打

ちできないんじゃないかなと心配でなりません。しかし、来年度予算については厳しいこと

は確かに厳しいので、しっかりとしたものを組み上げていただきたいと思います。 

  では、次の質問に移ります。 

  ちょっとよく分からない表題になってしまって申し訳ないんですが、チーム岸（仮称）に

ついてということで、現在、町長には、いわゆるブレーンと呼べるような、政策立案とか、

町長にもう何の遠慮もなく提言してくださるような、そういったチームと呼べるような人た

ちはいるのかどうなのか、これをひとつお聞かせください。 

  アメリカ合衆国大統領をはじめ、日本の内閣総理大臣、それから静岡県知事、こういった

方々にはもれなく、官民一体となった、経済を含めた政策ブレーンという方々がいらっしゃ

います。例えばですけれども、日本の内閣には内閣官房参与と呼ばれるブレーンが、今現在

は８名いらっしゃいます。この８名は、内閣が対応すべき各種分野において優れた専門的見

識を有して、首相に対して直接意見を言って、また、情報提供や助言を行う方々が内閣官房

参与でございます。 
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  特に、岸町長におかれましては、町の職員のＯＢということで、行政関連の業務に関しま

しては、私たちから見てもプロフェッショナルだなというところは多々見えるわけです。で

すけれども、経済面におきましては、私もこれまでも何度も、何度も指摘してきましたとお

り、また４年間の実績においても、私などからすると満足できる結果は出せてはいないんで

はないかなと思われます。コロナの状況だったんでしようがないだろうと言われればそれま

でなんですけれども。 

  そういうことで、ぜひとも今後は、マーケティング、これに精通した人材を見つけて、町

長のブレーンとして呼び込んでいただきたいと考えます。また、町内外を問わずにいろんな

分野の専門の人間を集めた、いわゆるチーム岸と呼べるような、アイデアや、突拍子もない

アイデア、それから計画立案、そういったものを町長と直接やり取りができるようなブレー

ンを、僕は公費でも構わないと思うので、３人から５人ぐらいつくってはどうかと思うんで

すが、この辺に対してはどうでしょうか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、私のチーム岸といいますか、ブレーンのことだと思います

が、その点について答弁したいと思います。 

  まず、議員とちょっと考え方が違うのかなと思うのが、私は、行政だけではなくて、やっ

ぱり民間の力も必要だと思っております。一つの政策をやるにしても、特に産業については

民間の力というのは大きいと思います。そういう中で産業団体とか、そういうところの意見

も聞かなければならない部分もあるのかなと思っておりますし、町だけでできるものではな

いと思っておりますし、来年度予算についても、民間団体の要望等があれば、それをしっか

り聞いた中で政策として生かしていくことが大事なのかなと思っておりますし、そんなこと

も含めて、来年度、それについては取り組んでいきたいなと思っております。 

  それから、政策立案のチームの関係でございますけれども、これについてはやっぱり

7,000人の規模の町ということがありますので、その中でどうやって政策立案をしていくか

ということの中で私は考えております。 

  そういう中で人材登用という議員のお話ですけれども、特に私は、人材登用ということじ

ゃないんですけれども、２期目のまちづくりの方針の中で、まさしく民間の力も入れた共創

のまちづくりによって、さらに職員を含めた推進体制を構築することによって、一つのチー

ムとして体制ができるんではないのかな、そういうふうに考えております。町としても、計

画づくりや検討事項については、ローリングですとか、私の持っている制度設計のヒアリン
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グなども検討しておりますので、これから外部も含めた意見などを参考にして、取り入れる

べきところは取り入れて対応を考えていくことによって、一つのワンチームとしてのそうい

う部分ができていくのかな、そういうふうに思っております。 

  そういうことで、マーケティングに精通した人を呼び込んでほしいということでございま

すけれども、やはりまちづくりの方針の中で、町がやるべきこと、あるいは民間ができるこ

とを精査しまして、民間との窓口設置なども考えて、これから対応していきたいなと、そう

いうふうに思っております。 

  確かに、今後の対策の中で、お尋ねのような人材が必要な場面も考えられるかもしれませ

んが、現状では考えておりません。 

  それから、チームをつくることでございますけれども、やっぱり地に着いたしっかりとし

たまちづくりの方向性が要になると思いますので、現状では、私が提案をしている共創のま

ちづくりを進めることによって、一つのチームとして、民間を含めた中で、こういう方向で

今後まちづくりを進めていくことによって経済対策もできていくんじゃないのかなと思って

おりますし、私も恐れながら経済学部を出ておりますので、一応、基本的な考えは持ってお

るつもりでございますので、そんなことも踏まえてこれから頑張っていきたいなと、そうい

うふうに思っております。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員。 

○６番（塩田正治君） 今、最後のコメントが一番驚きましたけれども、大変失礼しました。 

  最近、マーケティングという言葉が、実はこのマーケティングという言葉も60年以上前か

ら言われている言葉なんですが、特に最近、マーケティング、もう一度脚光を浴びている。

なぜかというと、先日テレビ等でもやっていましたので知っている方は知っていると思うん

ですが、フジタさんと言ったか、ＵＳＪとか復興させたり、丸亀製麺とかをＶ字回復させた

なんていうので有名な人なんですけれども、実はこういう人というのは、どういう仕事をし

ているかというと、これまでは行政なんかには当然、経済人がアドバイスを送っても、あん

まりそのというのがあったと思うんです。ただ、県にもマーケティング課とかあるんで、も

う随分前からマーケティングという考え方は行政の中に入り込んでいるかなと思うんですけ

れども、こういった地方行政においてマーケティング理論というのをちょっと。 

  要は、一般的には売れるシステムをつくることということになってくると思うので、行政

というものにはちょっとなじみがないのかなと思われがちなんですが、最近は、若い斬新な

アイデアを持った、いわゆるマーケティングのプロとしてウェブマーケターなんていう何か
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名前の人たちもいるような時代なんで、本当に行政の仕事にもマーケティングのプロの人た

ちががんがん入ってきて、そのまちの復興に携わっているなんてという事例が、探すと出て

きます。これを我々の町でも何とかやる。いいんじゃないかなと僕は思ったんです。 

  なので、職員の皆さんに面白いアイデアを浮かべてもらうためにも、このマーケティング

ということについてぜひとも一度勉強してもらいたいので、マーケティングの講習をしてく

れる人は探せば幾らでも、それこそ星の数ほどいますから、どなたでも結構ですから、今現

在、有名な方々とかだとかなり高い費用がかかると思うんですけれども、例えば河津会のつ

ながりの人たちとかにも大手企業のＮＥＣさんのＯＢの方とかもいたりして、そういった人

脈は幾らでもあると思うので、そういった人脈を利用してマーケティングのプロの人に、ち

ょっと講演なり何なり、勉強会なりというのを、ぜひとも町の職員さんにやっていただきた

い、そう思います。これについては答えはいいです。ぜひ前向きに考えてください。 

  何か最後は取り留めのないお話になってしまったんですが、今回の私の一般質問は、これ

にて終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員の一般質問は終わりました。 

  一般質問の通告のありました９番、渡邉弘議員、２番、桑原猛議員の一般質問は、明日８

日に行います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（上村和正君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  明日は午前10時から再開します。 

  本日はこれをもって散会します。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午後 ４時０７分 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（上村和正君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は11名です。定足数に達しております。 

  よって、本日の議会は成立しました。 

  これより議会を再開し、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（上村和正君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付の印刷物のとおりでござ

います。ご覧願います。 

  なお、説明のため、町長以下、関係職員が出席しておりますことを報告します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（上村和正君） 日程第１、一般質問に入ります。 

  この場合、質問には１問ごとに答弁します。 

  なお、全般にわたって質問するか、答弁を求めるかは、質問者の意向によるものとします

ので、あらかじめ議長に申し出てください。 

  なお、申し添えておきますが、質問回数は１問につき３回、質問の時間は答弁を含めて60

分となっておりますので、ご協力をお願いします。 

  一般質問は、次の順序によりこれを許します。 

  ９番、渡邉弘議員、２番、桑原猛議員。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◇ 渡 邉   弘 君 

○議長（上村和正君） それでは、９番、渡邉弘議員の一般質問を許します。 

  ９番、渡邉弘議員。 

〔９番 渡邉 弘君登壇〕 

○９番（渡邉 弘君） ９番、渡邉弘でございます。おはようございます。今日はよろしくお

願いいたします。 

  早速入りますが、令和３年第４回定例会開催に当たり、一般質問を通告したところ、議長

より許可をいただきましたので、一問一答方式で質問をさせていただきます。 

  町長におかれましては、今回無投票ということで再選をされました。２期目に入りました

が、抱負も含め、これからの町政、政策を伺えればと思います。 

  私の質問は、次のとおりでございます。 

  １件目、新町長の公約について。 

  被る部分もあるかと思いますが、申し訳ございませんが、よろしくお願いいたします。 

  ２件目、バガテル公園の再生について。 

  ３件目、中学校部活動補助金についてお伺いをいたします。 

  町長及び教育長、担当課長の答弁を求めます。 

  早速質問に入ります。 

  新町長２期目の公約について伺います。 

  ２期目の抱負として、共創のまちづくりを挙げております。新型コロナウイルス対策、防

災、福祉、産業振興、子育て、教育など、政策に力を入れるといたしました。一方、町営バ

ガテル公園の再生、小学校統合後の新校舎の建設、跡地利用など、課題も山積しているもの

とあります。 

  質問をいたします。２期目の公約について、どのような公約なのか伺いたいと思います。

なぜかと言いますと、実際問題として、選挙もなく、そのまま無投票だったんで、公約が、

まだ町民のほうに見られない部分があるのかなということで、そこら辺も含めてお願いをい

たします。 

  共創のまちづくりとして、どのような取組を考えているのか。 

  次に、新しい時代のまちづくりに挑戦とありました。どのようなまちづくり計画になるの

か、お伺いをいたします。 

  以上、３件よろしくお願いいたします。 
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○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、渡邉議員の私の２期目の公約についてお尋ねですので、お

答えします。 

  まず、共創のまちづくりの取組という中でございます。これにつきましては、皆さんご存

じのように、岸田内閣でもたまたま偶然になんですけれども、新時代共創内閣ということで、

国のほうも同じような方針と言いますか、共創のまちづくりみたいな形の中で、新時代共創

内閣ということで方針を示しておりますので、町の方針と国の方針は一致するのかなと、そ

ういう意味では、私の方向性は間違っていないのかなというふうに思っております。 

  それでは、取組について申し上げます。 

  まず、２期目の公約でございますが、昨日の所信表明ですとか、ほかの議員の質問にも答

えておりますが、再度の質問ですので、先ほど議員もおっしゃっておりましたが、重なる部

分があるかと思いますが、よろしくお願いします。 

  基本目標は、お尋ねのとおり、共創、共に創るのまちづくりでございます。新型コロナウ

イルスの感染拡大は、特に私たちの暮らし方や考え方、生活を一変するような大きな変化を

もたらしました。次の時代に向けて、私たちはもう一度ゼロベースで考え方を持って、何を

すべきか、何が大事か、価値観の変化に対応したまちづくりが求められていると思っており

ます。そういう意味で、新たなスタートという考え方でいきたいと思っております。これま

での町民参加とオール河津の絆をさらに一歩進めて、民間の力も活用しながら、町民と共に

創る、いわゆる共創、夢のある、新しい時代のまちづくりに挑戦をします。 

  共創のまちづくりの考え方について説明いたします。考え方としては、目標の設定段階か

ら、町民ですとか、団体、企業、大学、地域、行政などが連携をして、異なる視点や価値観

の下で、多方面から意見を出し合いながら、解決策の検討を行い、実践的な取組を展開する

ことにより、新たな町の魅力や、地域の価値を共につくり上げることができるんではないか

と考えております。これまでも、町民と行政との役割の責任を分担をして、協力しながら町

民参加とオール河津でまちづくりを進めてきましたが、将来にわたり、人口減少や少子高齢

化が進みまして、地域の活力の低下が予想される中で、民間を加えたワンチームとなり、さ

らに一層の力を合わせた取組が必要であります。公約は、そういう中で10の公約を掲げて、

昨日もその具体的なものについてはご説明いたしました。後ほど、議員の質問でもあるよう

ですので、また、お答えしたいと思います。 

  共創のまちづくりの中の、主な取組方法でございますけれども、具体的には、民間の力を
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活用するということで、連携や活動支援による地域の活性化、特に公有資産の活用による事

業創出、あるいは広告事業、イベント共同事業、公有資産の利活用などが考えられると思い

ます。 

  それから、民間による公共サービス提供としまして、民間委託ですとか、指定管理、ＰＦ

Ｉ、民営化、賃貸借事業など、これらの考え方によりまして、新しい時代へまちづくりに挑

戦をしたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） 大まかな方向性ということで、公約の大前提として、共創のまちづく

りということで、今の話の中で、町民でありますとか、大学だとか、有識者だとか、そうい

う方たちの意見を聞きながらというようなお話がございました。そこら辺については、昨日

塩田議員からの、チーム岸とかというお話が出ていましたけれども、そこまではどうのこう

のとは言いませんけれども、そういう特別の委員会みたいなのを要はつくって活動されるの

か、そこら辺の方針も、今後の部分でお伺いできればなというふうに思います。 

  あと、次の質問でございます。それも含めて、新型コロナウイルス対策、防災、福祉、産

業振興、子育て、教育の政策に力を入れると、10の公約の中の話かなというふうに思います。

各項目の具体的に、例えばコロナウイルスじゃ、どういうようなことを考えていきたいよと

か、こういうものを目指すんだよというような話がございましたら、具体策はどのような取

組があるのか、お話をいただければと思います。 

  それと、それに伴いまして、町民の方たちに、公約の具体策の、要はメッセージ、町長の

言う情報の公開、そこら辺をちょっと要は、これ追加になりますけれども、広報かわづなの

か、例えばどういうような形でメッセージ出していくのか、そこら辺の話も聞ければありが

たいなというふうに思いますけれども、いかがでございましょうか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいまの渡邉議員の質問にお答えしたいと思います。 

  まず、共創のまちづくりの仕組みづくりといいますか、それについてお答えします。 

  私は、やはり共創のまちづくりを進めるに当たって、やはりその民間の意見、あるいは町

のやるべきこと、あるいは町の意見を調整する、例えば、制度設計されておりませんけれど

も、共創のまちづくり会議みたいな形の中で、金融機関ですとか静岡県だとか、そういう方

たちを入れた中で、その中で、まちづくりの方向性を審議してもらうことがいいのかなと思
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っております。当然、民間ですので、業者もありますので、その辺の内容審査なんかも含ま

れますし、町としての役割、あるいは民間の役割もあると思いますので、そういう中で、そ

ういう組織をつくっていくことが必要かなと。 

  それから、もう一つは、昨日から言っているように、まちの受入れ側としての係がどうし

てもやっぱり欲しいのかな。今もふるさと納税とか移住・定住とか、いろいろなワーケーシ

ョン等もやっておりますけれども、やはり町の中で、そういう専門の係といいますか、そう

いう係が必要ではないのかなと思っております。例えば、今、移住・定住なんかでも、いろ

んな物件を紹介するということもあるんですけれども、これからはやはりその人たちが働く

場といいますか、その辺のことを、紹介的なことも、あるいは人と会わせるとか、そういう

ことまで含めた、そういう係といいますか、町の中で、今、物件だけではなくて、その後の

生活面といいますか、それもアドバイスできるような、そんな形で進めていくのがいいので

はないのかなと、私は思っております。 

  まだ、制度設計できておりませんので、係をつくった中で、そういうことができればなと

いうことで、もう一歩進んだ移住・定住ができればいいのかなと、そういうふうに思ってお

ります。 

  それから、具体的な公約について、説明をいたします。 

  昨日もこの点については、議員の質問に答えているわけですけれども、若干重なりますけ

れども、お答えします。 

  大きくは３本の柱がございます。一つ目の柱は、誰もが安心して暮らせるまち、これは防

災、福祉、健康関係などです。具体的な項目につきましては、昨日、議員の質問にお答えし

ましたけれども、項目だけ紹介いたします。新型コロナウイルス対策の諸問題に取り組む。

あるは防災、減災対策による命と暮らしを守る課題に取り組む。それから、効率よい地域交

通のシステムの再検討を進めるということでございます。 

  ２つ目の柱は、豊さをみんなでつくるまち、これにつきましては、土木産業振興関係です。

具体的な項目は、伊豆縦貫自動車道路建設の早期完成に向けて取り組む。それから、河津バ

ガテル公園の再生に向けて再検討を進める。小学校統合後の跡地活用について検討を進める。

第一次産業と第三次産業の連携に取り組む。 

  ３つ目の柱は、未来をつくる人が育つまちでございます。これは、子育て、教育などでご

ざいます。具体的な項目は、保育施設など、新たな子育てしやすい環境づくりに取り組む。

小学校統合後における新校舎の建設計画を進める。都市との交流や、民間企業の連携など、
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幅広い分野での共創を進めるということでございます。これは、昨日の渡邊議員の質問に１

項目ずつ答えておりますので、ここでは省略したいと思っております。 

  それから、議員の最後のお尋ねの、私の公約の関係でございますけれども、どのような形

で公約について町民に知らせることができるか分かりませんけれども、一応、町の政策とい

う形の中で、これから発していくことができるのではないかと思っておりますので、そうい

う中で、どういう機会があるか分かりませんけれども、私の政策を進める中では、当然公約

でございますので、今後もメッセージを出していきたいなと、そういうふうに思っておりま

す。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） 情報公開は、町長の一番の大事なところでございますので、ぜひ公約

についても情報公開の場をつくっていただいて、公開をしていただきたいなというふうに思

います。 

  それと、あと、共創のまちづくりの中で、まちの係が必要になってくるんじゃないかと。

本当に大きな課題の中の一つだと思いますので、ぜひ会議の立ち上げと、そのようなことは

取り組んでいただければありがたいなというふうに思います。 

  次に、政策の中に、人口問題が、減少の問題が大まかなところでは見られなかったのが、

どのように人口減少問題を考えていくのか。まちづくりの中では重要な部分だと考えられま

す。一つ人口の減少対策は、どのように町長のほうは考えているのか、人口減少のシミュレ

ーションは今後つくっていくのか。この前も質問をさせていただきましたけれども、まだつ

くっていなかったということで、今後どのようにしていくのか、お伺いをしたいと思います。 

  あと、人口減少、大きな課題でございますので、先ほど、共創のまちづくりの中で、特別

な会議を設けるとか、そういうお話がございましたけれども、人口減少対策の委員会など立

ち上げて、議論はしていく必要はないのか、そこら辺もちょっとお伺いしたいと思います。 

  あと、子育て環境の充実は、大きな人口減少の対策になるのかなと思うんですが、そこら

辺はどのように考えていらっしゃるのか伺います。子育ての中で、今、実際問題としては、

しつこいようですが、インフルエンザの関係でございますけれども、子供たちの親たちの意

見の中には、やはり１回打つと１人4,500円ぐらいかかると。子供の健康と、学校の継続も

含めて、そこら辺の対策は取り組めないのか、来年度の予算に取り組んで考えられないのか、

ぜひ検討していただければなというふうに思います。 
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  あと、コロナ対策において、後遺症、コロナにかかった方が、後遺症というのが、全国的

に報道されてあるようでございますけれども、町内にも、要はコロナにかかった方がいらっ

しゃるわけですけれども、その方たちの後遺症の問題はないのか、また、もしそういう方が

いたときは、どのような対応をしているのか、そこら辺を伺います。 

  あと、ここ数日、この前から出ている話なんですけれども、国のほうで18歳以下の子供た

ちに、今年度５万円、来年度国のほうはクーポンで支給したいと、５万円を。そういうお話

がございます。その中で、来年度のクーポンの分は、地方自治体が決めることができて、ク

ーポンでもらう人もいいのか、例えば現金給付がいいのか、いろいろ周りの子供を持ってい

る方たちのお話を聞きますと、現金のほうがいいなという声が非常に多いように感じるんで

すけれども、そこら辺は今後、町のほうで決めていく話になるのかなというふうに思います

ので、ぜひ、町民の意見を参考にしていただきながら、クーポン給付なのか、現金給付なの

か、そこら辺も検討いただければ、またぜひよろしくお願いしたいと思うんですが、以上よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（上村和正君） すみません、渡邉弘議員に申し上げます。今、そのクーポンあたりは

通告の範囲を超えている内容ですか。 

○９番（渡邉 弘君） じゃ、それは結構でございます。もし質問でできなければ、それは結

構でございます。検討するでもしないでも、それは結構でございます。町民の意見があった

んで、その旨ちょっと、通告というか、質問、大まかは質問の中の個別の質問なんで、そこ

ら辺は、もし質問として取り上げられなければ、それはそれで結構でございます。 

○議長（上村和正君） じゃ、町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、渡邉議員の人口減少対策は対策委員会などの立ち上げはと

いうことでお答えします。 

  まず、根本的に人口減少対策についての考え方でございますけれども、私、この４年間も、

その人口減少対策をいかにするか、あるいは少子高齢化対策をどうするかということで取り

組んできたつもりでございます。これは、根本的な町の課題でありますので、それを主課題

として取り組んできました。その中で、人口減少対策の主たる解決方法として、子育てしや

すい、子供を生みやすい、そして、安心・安全な町をつくることによって、子育て世代、特

に高齢者を支える世代が、この町に定住・移住をしたり、そういうことで、この問題が解決

できるのではないかということで、これまでも４年間進めてきました。さらに、この問題に

ついては根本的な問題ですので、これからも当然重要な課題と考えておりまして、そういう

河津町議会



ことで、これからも進めていきたいなと思っております。 

  また、この方針は、当然、今後４年間も引き継いで維持をしますし、さらに、今回２期目

に当たりましては、経済活性化による地域産業力の強化や、移住・定住、企業誘致、にぎわ

いづくりを進めることによって、さらにその対策、特に人口減少対策、少子高齢化対策の強

化ができるものと思って、２期目の主たる目標というか、課題として取り組むことにしまし

た。特に、これは昨日のほかの議員の質問に答えてありますけれども、町民の中にも、人口

減少対策として、やはり雇用ですとか、地域産業力の強化ですとか、そういうことが町民の

中にも大きな声があるものですから、その辺を受けまして、２期目については、その辺をプ

ラスしながら、オール河津プラス民間の力を使いながら、この大きな問題に取り組んでいき

たいなと、そんなことでございます。 

  議員がお尋ねの人口推計のシミュレーションは、総合計画でも今後10年間の中でも示され

ております。新たに作成する予定はございませんけれども、総合計画では、10年後に約

6,000人という見込みを立てております。これは、河津町の現状を考えますと、やっぱりお

年寄りが約42％おりますので、どうしても自然減といいますか、お年寄り亡くなる人数多い

ものですから、流入する人口よりも、どうしてもお年寄りが多くて、亡くなる方が多いもの

ですから、ある程度の減少は当然というか、仕方ないといいますか、難しい面があるもので

すから、10年後は、今のところ6,000人ぐらいに抑えたいなというのが、今の総合計画の中

の予定でございます。そういうことでシミュレーションをしております。 

  その中で、総合計画も、6,000人という目標よりもさらに増えればいいわけでございます

ので、昨日お話をしましたが、過疎計画と併せて、総合計画のローリングの中でも付け加え

をしたり、過疎計画と連動も図ったりして、さらに推進をしていきたいなと思っております。 

  また、議員から、人口減少対策委員会などを立ち上げてはというお尋ねですが、まさしく

まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しまして、その目的や機能を持っておりますので、

委員会のご意見を伺いながら進めていきたいと思っております。 

  また、子育て環境の充実は対策にならないのかとのお尋ねですが、先ほどお答えしたとお

り、根本的な対策の一つであると考えております。 

  それから、インフルエンザの予防接種事業でございますが、現在も任意接種で行っており

ますので、現状でお願いしたいと思っております。 

  コロナ対策につきましては、後遺症については、後ほど担当課長より答弁させます。 

  それから、先ほど通告外の質問で、子供への給付金の関係でございます。これは、私も議
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員と同じように、当初12月に給付金が配られるという話だったものですから、私は、10万円

そのまま12月にできないかというようなことを、ちょっと担当課長と話をしたことがありま

す。というのは、やっぱり年末で大変お金が入用だということもあるし、やっぱり早急にと

いうこともあったものですから、そういうことはできないだろうかとういうことで、一部地

域では現金でという話も出ていたものですから、それをちょっと検討しました。 

  ところが、国の方針としては、予算の取り方の問題もあるようですけれども、最初の現金

の５万円は、予備費を使ってやるというというようなことでございます。それから、クーポ

ンについては、補正予算を組んでやるということで、性格が違うということで、一遍には無

理だよということを言われております。 

  そういう中で、今、進めているのは、12月中に５万円の現金給付、それから、今後、クー

ポンで５万円という話がありますけれども、これについては国の方針もありますし、私の気

持ちもあるので、そういう中でいろいろ検討しながら、今後進めていきたいなと、そういう

ふうに思っております。 

  では、担当課長から、お尋ねの件についてはお答えさせます。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） 私のほうから、新型コロナウイルス感染症に感染した方の後

遺症についてのお尋ねですので、そちらについて説明をさせていただきたいと思います。 

  以前にも申しましたとおり、感染症の感染した方の対応は、基本的に県の保健所が対応を

しております。個人的な情報等は一切町のほうに下りてきていないのが現状でございます。

報道では、完治後味覚障害や嗅覚障害などがあったというようなことも聞くわけですが、町

内感染者からの後遺症などの相談や情報などの問合せは、１件も今のところございません。 

  また、相談等受けた場合につきましては、県保健所と、あと、医療機関等と連携をしまし

て、報告、協議し、適切な処置をしていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） 課長のほうで、的確な指示をいただきましてありがとうございます。

やっぱり町民の健康と安心と安全は、町のほうでそれなりの窓口を開きながら取り組んでい

くのがベストかなというふうに思いますので、県任せにしないで、町のほうでやっていると

いうことでございますので、ぜひ今後もよろしくお願いしたいと思います。 

  シミュレーションの問題は、人口だけではなくて財政の問題もございますので、ぜひ町と
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して、例えば人口が6,000人になると、例えば歳入のほうもこれくらいになって、要は町民

の支援の仕方も少し変わってくるのかなというふうなこともちょっと心配しますので、ぜひ

その財政面のシミュレーションも、できればつくっておいていただきたいなというふうに思

いました。 

  次の質問に入ります。 

  バガテル公園の再生についてお伺いをいたします。 

  町長の再生というのが、どうしたら再生できたのかというところもよく分からないので、

質問をさせていただきます。 

  町長は、バガテル公園どうしたらいいのか、そこら辺を伺います。何のために、河津町の

ためにバガテル公園が必要なのか。また、バガテル公園の再生計画はできたのか。 

  以上３点、伺いたいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいまの渡邉議員のバガテル公園の再生について、３点

ございますので、お答えしたいと思います。 

  まず、私の考え方といいますか、それについてお答えします。私の再生の考え方が理解で

きないということでございますが、これまで、その都度、議会の説明、あるいは答弁や町民

の皆様にもお伝えしてきたつもりでございますが、再度のお答えと、他の議員さんと重複す

る部分があるかと思いますが、ご容赦願いたいと思います。 

  これまで私の公約である再生について、検討を進めてまいりました。基本的な考え方は、

民間資本の力を借りて再生を図りたいという方針でございます。その手段として、公園全体

を民間が指定管理者として運営いただけるように、指定管理者の公募という形で募集を進め

てきました。しかし、結果的に関心は示したものの、最終的な応募はかなわず、当面は町が

提案や工夫しながら運営している状況であります。現在でも、民間事業者などとの指定管理

に向けて折衝はしてございますが、昨今からのコロナウイルス感染症状況や、社会の経済状

況により、なかなかまとまらない状況でもあります。しかし、このような状況の中でも、町

独自で新たな取組の中で方向性を満たすべく、４月にはレストラン棟の活用によるワーケー

ション施設の開設や、10月には、クラウドファンディングによるドッグランの開設など、新

たな需要の開拓に取り組んでいるところでございます。 

  この４年間で、バガテル公園のバラ園や、レストラン棟周辺の樹木の管理などに力を注ぎ

まして、公園自体は、以前のような素晴らしい公園になってきており、お客様からもお褒め
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の言葉をいただいております。また、昨年の春には、コロナの影響で、春バラの最盛期に閉

園を余儀なくされましたが、秋バラシーズンには、数々のイベントや文化的行事、夏にはプ

ロジェクションマッピング、冬にはオークションなどを行いまして、多くの町民にご来場い

ただき、文化の薫る公園として好評を得たところであります。 

  また、今年も、夏前から秋にかけて、コロナの影響で、休園をせざるを得なくなりました

が、秋には、文化協会の記念すべき第40回の町民文化祭が11月に、約1,000人の多くの町民

の方が参加をされ、開催されました。数々の課題や、コロナ禍で経営は厳しい状況ですが、

これからも、お客様や町民の皆様に親しまれるよう努めてまいりたいと思います。 

  次に、バガテル公園の必要性についてお尋ねですので、お答えします。 

  さきに、平成23年に、河津バガテル公園の在り方検討会が７人の委員さんで組織をされ、

提言をいただいておりまして、新たに平成30年に再生検討委員会を立ち上げて、方針に沿っ

て進んでおります。在り方委員会の中での検証結果の要旨は、入園者減少問題や、町民への

寄与なども、極めて限定的な効果しかなかったとはいえ、町内の施設で、これだけの集客実

績のある施設は少なく、また、公園の存在を誇りと感じている町民も多い。したがって、パ

リ市との協議に基づいて管理運営の自由裁量を拡大できる可能性を勘案すれば、公園を廃止

するのではなく、コンセプトを再設定して、公園全体の在り方を見直していく必要があると、

そういう必要性が提言されております。 

  このような提言に基づいて、現在でもその必要性を感じているところでありまして、再生

に向けて取り組んでいるところでございます。 

  次に、再生計画はできたのかというご質問でございます。これは他の議員の質問にも既に

答えておりますが、今後の方針としては、継続して再生へ向けて施設運営計画を練り直し、

併せて、これからも施設管理にしっかり取り組み、各種イベントなどを開催し、町民の皆様

に親しまれる公園を目指し、集客に取り組んでいきたいと思っております。 

  民間を含めた運営計画につきましては、来年度中には結論を出したいと思いますが、どう

しても結論に至らなかったときには、昨日ほかの議員の質問にも答えましたが、来年度には

包括支援業務が終了しますので、一部営業を取りやめることも検討しなければならないと思

っております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） 実際問題として、何のために必要かというのは、これは基本的に町が
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云々ではなくして、要は町民にとって何が必要かと。要はそこが大きな課題になってくるの

かなというふうに思います。バガテル公園自体が、要は観光施設として考えているのであれ

ば、観光事業者がバガテル公園をどういうふうに考えているのか。実際問題として、バガテ

ル公園を利用して集客につなげているというような話はなかなか上がってこない。後でもち

ょっと出てきますけれども、そこら辺も含めて、観光事業なのか、または、それを福祉事業

として考えるのか。例えば、文化祭があるから必要なんだよと。そこら辺のやっぱり組み分

けも、要はバガテル公園の中としては、必要な部分かなというふうに思います。 

  令和２年度の決算でございますけれども、7,200万円ほど税金の負担をしなければいけな

かったということでございます。内容については、歳入が3,343万円、これコロナの影響も

ありますので、実質的な歳入とはちょっと考えづらいんですけれども、あと、歳出のほうで、

１億553万円。中でも人件費が、先ほどの話でございますけれども、5,717万円ほどかかって

おります。営業施設として、売上げが3,300万円ぐらいの施設に人件費を5,700万円もかけな

ければいけないと、これもう全然本末転倒の数字じゃないかなというふうに思っているんで

すけれども、そのような状況にございます。令和３年度の収支予想はどのように見ているの

か。また、これでも来年度営業を続けていくのか。そこら辺もお伺いできればと思います。 

  また、ドッグランの施設を造りまして、公園内に造ったわけなんですが、造るのはいいん

ですけれども、これが、フランスとの協定の中に問題はないのか、そこら辺を再度お伺いし

ておきたいなというふうに思います。 

  あと、商業施設として、対外的にどうやって営業活動をしていくのか。営業活動をしない

と、やっぱりお客様の集客にはなかなか結び付かないんじゃないかな、そういうようなこと

が重要だと考えるんですが、今後営業セールスはどのように考えていくのか、そこら辺を含

めて伺いたいと思います。お願いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、お答えします。 

  バガテル公園の今後の方針ということでございます。まず、どういう施設として考えるの

かということでございます。これは、先ほどの在り方検討委員会の中でも示されております

けれども、やっぱり町民の福祉施設ということではありませんけれども、そういう意味もも

っと重要視しなさいということで、在り方検討委員会の中ではあったというような気がしま

す。町民の利用が少ないということだと思いますので、そういうことで、観光と町民のそう

いう福祉施設といいますか、そういう部分で、あるいは文化施設ともいいますか、そういう

河津町議会



中で、両方合わせたような公園としてあるべき姿じゃないのかなということで、町内特に文

化施設が少ないものですから、活用方法として、現在はその方向で２つの方向で考えている

のが、今の現状でございます。そういう意味で、文化協会についても、２年ぶりに文化祭の

記念すべき大会をバガテル公園でやっていただいて、先日も会長さん以下、私のほうに来ま

したけれども、約1,000人の方が来ていただいたということで、ぜひ来年もやらせてくださ

いということでお話があるものですから、そういう意味での町民への寄与というのも大変大

きくなってきているのかなと思っておりますので、今後も、観光施設ということではなくて、

町民の福祉施設、あるいは文化施設としての活用も図っていきたいなと思っております。 

  そういう中で、もう一つの付け加えているのが、町の移住・定住を含めた中でワーケーシ

ョン施設としての活用、これも県の補助を得てやっておりますので、そういうことで複合的

な施設として考えていきたいなと、そういうふうに思っております。 

  それでは、来年の営業の関係でお尋ねですのでお答えいたします。 

  来年度につきましては、先ほども答弁したとおり、現段階ではある程度、来年めどをつけ

なければならないということでございますが、現状では続けて来年度はやっていきたいと。 

  というのは、先ほど申したように包括支援業務の契約が来年度いっぱいということになっ

ておりますので、契約が３か年という契約になっておりますので、それが来年度までという

ことでございますので、そういうことで来年度も営業した中でめどつけたいなと、そういう

ふうに思っております。 

  商業施設としての対外的な営業活動の重要性でございますが、誘客施設としての観光協会

などと連携してこれからも取り組んでまいりますが、現状のコロナの中で、いつ休園になる

か分からない状況で、なかなか思うような宣伝もできない状況でもあります。ただ、伊豆半

島に来るお客さんも相当いるわけですので、ワーケーションやドッグランも含めて立ち寄り

施設として、コロナ状況見て、誘客に今後も力を入れていきたいなと思っております。 

  それから、公園の状況とドッグランの協定との関係でございますが、担当課長より答弁さ

せます。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（川尻一仁君） それでは、公園の状況といったことの中で、今年度の収支の

予想から先に申し上げたいというふうに思っております。 

  渡邉議員からもありましたとおり、令和２年度の決算の中の負担の多くは人件費でした。

人件費については、先ほど町長からあったとおり、行政事務の包括支援業務の委託契約とい

河津町議会



ったことを２年から４年、３か年行っておりますので、そちらのほうについてはほぼ同額が

発生するというふうに思っております。 

  今年でございますが、コロナウイルス感染症の拡大によりまして、７月30日から９月12日

まで営業できない日もありました。令和３年度の収支予想を考えますと、令和２年度と同様、

かなり厳しいものになるというふうに考えております。 

  それから、次にドッグランの施設とフランスとの協定の関係でございますが、町ではパリ

市と、河津バガテル公園バラ園内園芸管理の支援協定を締結しております。園芸及び庭園管

理の支援をしていただくということの協定でございます。その中で、バガテルの精神を恒久

的に尊重し、造園の品質とバラ園の技術の維持に留意し、公開された施設等スペースの調和

の取れた発展促進を希望するといったような項目がございます。新たな施設を設置するに当

たって、全て協議をするといったことではなく、今回のドッグランもそうでございますが、

公園との調和を図りながら設置するということで、特に問題がないというふうに考えており

ます。 

  以上でございます。 

〔「営業関係の、セールスの、セールス言った」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） すみません、聞き逃しました。 

  実際問題、今年度と同様の収支予想じゃないかということでございます。 

  ここで大きな１つの課題として出てくるのが、これはまた別の話になるとは思うんですが、

包括委託業務の契約、これが実際問題３年間契約と、初年度３年間で契約したような形でご

ざいますけれども、この契約が例えば温泉会館にしてもどこにしても、例えば営業政策のと

ころで、３年間のもう絶対これは契約だから要は外せないよというような、そういう契約は

非常に危険な契約なのかなというふうに思います。 

  そこら辺も含めて、今後バガテル公園も含めて、包括支援業務の契約についてはちょっと

研究しながら取り組んでいただければいいなというふうに思います。 

  それと、前々からお話しているんですけれども、営業収支の伴う事業所、例えばバガテル

公園であるとか温泉会館であるとか、そういうところは実際問題として今は町のほうで収支

計画を立てて予算も含めて、要は営業計画を立てているのかどうなのかちょっと分からない

んですけれども、そのような営業施設については、やはりちゃんと支配人制度なり何なりを

ひいてやっていかないと、担当が今年度予算を立ち上げるのについても、こういうことをや
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って、こういうことをやって、こういうことをやるからこれだけの金額になるんだよと、支

出はこういうことやるからこれだけの金額になるんだよと。だから、それは予算ベースで赤

字になろうとそれは仕方がないと思うんですけれども、やはりその責任を持って営業施策を

つくっていただく、そういうような形の事業所的な考え方は、支配人制度を置いたような事

業は取り組めないのか、そこら辺をちょっと。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） これは、大分前ですか、バガテル公園の在り方検討委員会の後ですか、

民間の公募による支配人を置いたようなことがあったかと思います。それがどうだったかと

いうことはちょっと私も詳しくは知りませんけれども、その後制度としてなくなったもので

すから、多分うまくいかなかったのかなという思いもありますけれども、私になって、バガ

テル公園も企画調整課のほうに専任の担当を置きました。そういう中で、町が直接関わる中

でやっていこうということで、担当係を１人置きました。 

  しかし、バガテルの現状がなかなか改善されないということもありますし、特に昨年から

は包括業務委託ということで、結局雇用している人たちが所属が町の職員でなくなったもの

ですから、ワンクッション置かなければならないという、そういうことがあって、なかなか

こう経営方針といいますか、それがうまく伝わらない面もあるのかなと、これは想像ですけ

れども、そういうこともあったりして、先ほど議員もおっしゃるように、来年度ちょうど３

年間切れるものですから、それについては今後やっぱり研究していかなければならないのか

なと、そういうふうに思っております。 

  あと、踊り子温泉会館の件でございますけれども、温泉施設の関係でございますけれども、

やっぱり営業の中で大変厳しいものがございます。やはりその中でも町民の利用もあったり

する部分もありますし、だからといって、やっぱり赤字というのはまずいと思いますので、

できるだけ赤字をつくらないような形でやっておりますけれども、温泉会館については、今

のところ担当課長が責任者としてやっておるという状況でございます。これについても、先

ほどお話をした包括支援業務の職員でございますので、やはり命令系統がすぐにこう行き渡

ることが難しいのかなという面もありますので、この辺に含めても営業施設については包括

支援の中でやっぱり一考を要するんじゃないのかなと、そういうふうに思っておりますので、

そういう中で今後進めていきたいなと、そういう方針でございます。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 
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○９番（渡邉 弘君） 分かりました。やはり町が運営していくということになりますと、町

の担当が、本当にそこのところの営業施策なり何なりをやっぱりしっかり考えて取り組んで

いかないと、要はただやっているよという施設になってしまうわけで、そこら辺は気をつけ

てやっていただければなというふうに思います。 

  ぜひ、来年度いっぱいでバガテル公園については何らかの結論を出していきたいというこ

とでございますので、再生検討委員会のほうも再生計画なり何なりをしっかりとした形で出

していただいて、バガテル公園の今後についてはお考えいただければというふうに思います。 

  あと、次に入ります。 

  中学校部活動の補助金についてお伺いをいたします。 

  県大会出場に、学校として費用負担ができないと、だから個人負担で出場してください。

そのような指示がございました。これは、どういうことなのか、ちょっと私には理解ができ

ませんので、質問をさせていただきます。 

  何で、中学校の県大会出場なのに個人負担をさせるのか。また、町として教育委員会とし

て、中学校の部活動をどのような形で認識をしているのか、町長及び教育長にお伺いしたい

と思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、中学校の部活動の補助金について２点ほどお尋ねですので

お答えいたします。 

  まず、個人負担の関係、あるいは部活動をどのように認識しているかと、この２点だと思

いますので、お答えいたします。 

  町の予算の中で、遠征費補助は行っておりますが、今回の事例がどのような経緯か私は承

知しておりませんので、今後の予算編成の段階で、支給方法等の仕組みについても含めて対

応したいと考えております。遠征に係る補助金につきましては、後ほど教育委員会事務局長

より答弁をさせます。 

  それから、２つ目の認識についてでございますけれども、部活動については、通常の学習

と同じくらい教育面では大事だと思っております。部活動をとおしての経験は、長い人生に

おいても人間として成長する上で貴重な経験を得ることができるものだと思っております。

そういうことで、部活動認識については後ほど教育長から答弁をさせます。 

  私からは以上でございます。 

○議長（上村和正君） 教育長。 
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○教育長（鈴木 基君） 渡邉議員の部活動の意義についての質問にお答えをいたします。 

  町長の答弁にもありましたが、学校には学習活動、特別活動、学校行事等様々な活動があ

ります。部活動も学校教育の目標を達成するための取組の１つだというふうに考えています。 

  部活動は、生徒の自主的・自発的な参加によって行われています。運動や文化的な活動を

通して、豊かな感性や健やかでたくましい心身の育成を図るとともに、学習意欲の向上や責

任感・連帯感に資するものであろうと思っています。また、生徒が異年齢集団に属し、仲間

や指導者との関わりを通して、社会性を育むことができるなどの役割を担っているものと認

識しています。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（島崎和広君） 私のほうからは、学校遠征費補助金について説明させ

ていただきます。 

  遠征費補助金は、部活動等を通じ生徒の健全な育成を図るとともに、保護者の負担軽減を

図るため、大会に参加する生徒等に対し、予算の範囲内において補助金を交付するものです。 

  中学校と教育委員会では平成26年７月１日に河津町学校遠征費補助金申合せ事項を取り決

めています。その中で補助金の対象となる大会及び事業は、運動部では中学校体育連盟また

は県教育委員会主催の大会となっており、中体連各大会、県民スポーツ祭、現在はありませ

んが、申合せによる県大会となっています。文化部では、下田吹奏楽祭、東部吹奏楽コンク

ール、賀茂地区及び東部英語発表会等となっております。 

  また、補助金以外の支援といたしまして、各部が遠征等に参加するときに、町のマイクロ

バスの使用について協力しており、部活動について支援を行っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） 今回の事案について、町の町長のほうも教育長のほうも、非常にその

中学校の部活動については学校教育の一環的な部分もあるので、それなりに町としては対応

していくよというお話だったと思います。 

  やっぱりこの中学校の部活動というのは、教育の中の一環ではないかなというふうに思っ

ております。その中で、生徒が一生懸命努力して、何年間も、１年、２年、まあ何年間も努

力した中で、試合に勝って郡の試合からどんどん勝ち上がって県の試合に行くと。そのとき

に、何で個人負担で行かなければいけないのか、そういうことが、今の町の中の教育行政の
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中でそういう事案が発生したということが、非常に大きな問題じゃないかなと。もちろん分

かりますよ、町と中学校の中で26年に申合せ事項があって、その中でそれに伴って対応した

ということも十分分かります。そんな中で何でこういうことが起きてしまったのか、教育委

員会としては調べることが必要になってくるんじゃないですか。 

  そこら辺も含めまして次の質問に入りますけれども、ほかの町においては、条例ではない

んですけれども、中学校の部活動選手生徒派遣の補助交付要綱とかそういうものが立ち上げ

られております。当町においては、先ほど事務局長が言われたように、学校遠征費補助金申

合せ事項というのが26年７月１日に学校と立ち上げられております。 

  今後、この河津町の部活動の大会に出場するに当たり、町と学校としてはどのように対応

していくのか、お伺いできればと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 部活動の補助金の関係の、例えば交付要綱ですとか、申合せ事項の関

係だと思います。 

  河津町は、部活動の遠征費補助については、郡内では比較的、私は多いほうではないのか

なというふうに思っております。そういう意味では、これに力を入れているということが分

かるかと思います。 

  ただ、今回の件につきましては、やはりどういう支出の仕方がいいのか、そういう面で、

例えば今みたいな内規的なものでいったほうがいいのか、あるいは要綱をつくったほうがい

いのかということだと思います。私は思うのには、やはり使い勝手がいいような方法が一番

いいのかなという形が思いますので、不都合な点があれば改善をして検討していけばいいの

かなと思いますので、そういうことで現場が使いやすいやり方が一番いいのかなと思います

ので、そんな中で要綱がいいのか内規を改良していくのか、そんなことで対応できるんじゃ

ないのかなと思っております。また、実際の状況については教育委員会事務局長から答弁さ

せます。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（島崎和広君） 私のほうからは予算と支出について説明させていただ

きます。 

  今年度を含む５年間の状況でございますが、部活動の補助金の予算は、平成29年度より毎

年180万円となっております。 

  決算額及び支出の状況ですが、平成29年度は168万4,390円、30年度は165万702円、令和元
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年度は169万4,412円、２年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により多くの大会が中止と

なったため59万1,240円と、また、今年度の支出状況は11月末現在160万289円となっており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） そういうことを言っているわけじゃない。 

  今回の話は、何で教育委員会として中学校の部活動で生徒がお金を払わなければ大会に出

場できないという、そういう現状を生んだかということが問題だと思っています。だから、

でも、その声はもちろん父兄からも多分出ていると思います。教育委員会にも出ていません

か。中学校にも出ていませんか。そういうことが大きな問題だというふうに私は思っていま

す。だから今後、河津町として中学校の部活動にやはりどのように対応していくのか、これ

が大きな課題ではないかなというふうに思います。 

  何で私がその要綱の話をしたかというと、例えば要綱ですと、町のほうはそれに対応しな

いといけない。例えばこの申合せ事項だと教育委員会と中学校が申合せ事項の中で対応すれ

ば済んじゃう。だから、基本的には河津町においてルールを決めた要綱の設定が必要じゃな

いかな、だからこのルール設定ができていないのがこういうことを生んだんじゃないかなと

いうふうに思うんですけれども、そこら辺はどのようにお考えになっていますか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） この問題は、学校と教育委員会との連携不足といいますか、それが私

は大きいなと思っております。 

  今、局長がおっしゃったように予算としてはあるわけですので、どういう事情か分かりま

せんけれども、そういう中でお互いにうまく連携を取れば回避できる問題もあったんじゃな

いのかなと、今になって思います。 

  そういう中で、そういうことがあったということだけは承知をしましたので、今後、要綱

がいいのか、私は申合せ事項の中のがかえって使い勝手がいいのかなという思いもあります

ので、その辺で連携さえ取れば、かえって学校のほうも使いやすくなる面もあるんじゃない

のかなと思いますし、要綱なのか申合せなのか分かりませんけれども、どちらかやはり学校

サイドに立って子供たちが使いやすいような方法が１番いいかと思いますので、そんなこと

で今後対応していきたいなとそういうふうに思っております。 

  以上です。 
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○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（島崎和広君） よその要綱のほうも参考にして、これからちょっと勉

強したいと思いますので、ということで。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） これは本当に子供たちのために、あってはならないことが起きたとい

うふうに思っていますので、これについては町当局もしかり、教育委員会もしかり、やっぱ

り子供たちのために町行政どうあるか、それも含めて今後の対応をしっかりとルールづくり

をしていただきたいというふうに思います。 

  私の質問はこれで終わります。ありがとうございました。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員の一般質問は終わりました。 

  11時10分まで休憩します。 

 

休憩 午前１１時０１分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 桑 原   猛 君 

○議長（上村和正君） それでは、２番、桑原猛議員の一般質問を許します。 

  ２番、桑原猛議員。 

〔２番 桑原 猛君登壇〕 

○２番（桑原 猛君） ２番、桑原猛です。 

  令和３年第４回河津町定例会が開催されるに当たり、一般質問の通告をしたところ、議長

より許可が得られましたので、一問一答で質問いたします。 

  今回の私の質問は、１、沿岸部整備について。 
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  ２、成人式について。 

  ３、マイナンバーカードの普及・利活用について。 

  以上３件です。 

  町長及び関係課長の答弁を求めます。 

  まず、１件目の沿岸部整備についてお伺いします。 

  ここ数日、日本列島全体で地震が起きております。内陸部以外の地域では、必ず津波の影

響についての報道がされます。東日本大震災以降の津波の脅威を認識した今、関心が大きく

なっております。私も伊豆地域での津波対策の計画を知ってから興味を持ち、幾度となく一

般質問の案件としてきました。計画当初、県土木事務所より見高浜地区、浜、谷津、笹原地

区の説明会が行われ、レベル１津波対策施設、また津波避難計画の説明がありました。見高

浜地区では、施設、避難両方の計画を推進していただくように求めました。私の認識では、

浜、谷津、笹原地区でも同様の推進を図っているものと考えておりました。 

  今現在、見高浜地区では、レベル１津波高を考慮した高潮対策工事が行われております。

高潮被害があった見高浜地区では、対応をしていただき、安心材料となっております。しか

し、住民の中では、レベル１津波対策の中の一部の施設だと認識が多くあります。津波避難

経路の表示など取組を行っていただいていることは承知しておりますが、施設建設などをせ

ずに、レベル１津波対策は、避難誘導などのソフト面の強化で対応するという方向なのでし

ょうか。 

  確かに、防災ガイドブックによると、津波到達時刻の想定を考慮すれば、高台への避難を

迅速に行うことができれば有効かと思うところでありますが、改めてお伺いしますが、レベ

ル１津波対策の進捗状況、また今後の計画などの地区の説明会など行われないのでしょうか、

お答えください。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、桑原議員の沿岸部の整備について、レベル１の津波対策の

進捗状況はということでお答えします。 

  基本的には、先ほど議員がお尋ねのように、津波については、まず逃げてもらう。そうい

うことで対策はするわけですけれども、基本的には逃げてもらうということが原則だと思っ

ております。町のほうとしても、いろいろ今後の津波対策等も心配されるところがあります。

特に、南海トラフ地震では、マグニチュード９のクラスの地震が起こり、ここ30年の間に

70％、80％の確率があると言われております。特に、河津町では、その被害想定の中でレベ
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ル２の最悪の事態だと、900人の死者が出るというような、そんな想定もされておりますの

で、津波に対しては、これからも神経を使わなければならないのかなと思っております。 

  そういう中で、見高地区のことでございますが、想定される津波レベル１の対応として、

見高地区で高潮対策事業を現在行っております。これは津波対策地区協議会を立ち上げて、

方針を決定をしました。レベル２ではなくて、レベル１に対応した対策ということで防潮堤、

令和２年度から測量設計などを行いまして、今年度、かさ上げ工事に着手しているところで

ございます。そういう状況でございますが、進捗状況については、担当課長より答弁させま

す。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（中村邦彦君） それでは、工事の進捗状況についてご説明いたします。 

  現在、行っております見高地区の高潮対策事業進捗状況ですが、９月２日より着工いたし

まして、現在、基礎の下部工の改良を実施しているところでございます。今年は、大きな台

風の影響などもなく順調に進んでおりまして、現在は、おおむね60％が完了しております。

来年の３月の完成に、今年度分につきましては完成を目指しております。来年度以降につき

ましては、現在の下部工に併せまして、来年、かさ上げのほうも計画をしております。来年

度以降、また県との予算編成とかそういったものを、補助金のお話をしなければいけません

ので、まだ未定ではございますが、来年度以降はそのような予定をしております。 

  また、地区の説明につきましては、来年度以降の設計や進捗状況が決まりましたら、その

将来的な展望も含めまして説明を行いたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員。 

○２番（桑原 猛君） 昨日の町長の所信表明の中でも、津波対策、重要だということは認識

させていただきました。また、今、課長の答弁の中で、地区の説明会の中で、今後の津波対

策に対して、見高地区に対してですけれども、説明会をして、今後の展望を、それが施設を

設ける、設けない、避難誘導、そこら辺も含めて説明していただけると認識しましたので、

今後の説明等をよろしくお願いしたいと思います。 

  以前の質問で、浜、谷津、笹原地区の沿岸部の対策については、県による河津川河川整備

計画が整い次第、検討するとの答弁をいただいております。河津川河川整備計画は、沿岸部

の整備のみではなく、同僚議員が河津桜まちづくり計画について質問した際にも、関連につ
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いて答弁がありました。本年度も河津川の浚渫工事も行われ、河川の整備には動きが出てい

ると感じます。県の計画ではありますが、町として河川整備計画の推進のためのアプローチ

をどのようにしているのか、現段階での経緯をお伺いいたします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、河津川の河川整備計画の現段階での経過についてお答えし

ます。 

  現在、県が策定を進めております河津川河川整備計画については、経過や状況について、

また町との関係について、担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 建設課長。 

○建設課長（山本博雄君） それでは、河川整備計画の現段階での計画ということでお答えを

させていただきます。 

  先ほど来、出ているとおりですが、河津川は、静岡県の管理する河川となっております。

経過について分かる範囲とはなりますけれども、説明をさせていただきます。 

  河川整備計画の策定に当たりまして、河津川水系の流域委員会という場において、検討の

ほうがされております。流域委員会につきましては、河川工学、魚類、植物、文化財、農業、

漁業に関わる学識経験者をはじめとしまして、地元の消防団や観光協会、関係する両岸の区

長さん、あと、町によって構成をされております。 

  これまで平成24年３月と平成28年11月の２回にわたりまして、流域委員会が開催されてお

ります。そちらで現状や課題などについて話合いが行われております。 

  今年度は、下田土木事務所、あと、町の建設課、産業振興課によりまして、２回ほどの打

合せ、河川整備計画の策定に関する打合せというのが行われておりまして、次の流域委員会

に向けて検討が進められている状態となっております。 

  津波に対する対策の方向性というものもありまして、そちら第２回の流域委員会の中での

意見を見たところ、河口部付近につきましては、津波の遡上の推移、また地震による地盤の

沈下量などを考慮した上で、津波に対する必要な堤防高さを満足するように整備していくも

のと理解をしております。そのような意見が流域委員会の中でも出て、話し合われていると

いうことがご理解いただければと思います。 

  以上になります。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員。 

○２番（桑原 猛君） 今、課長の答弁で、河川流域委員会のほうで大分もんでいただいてい
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るというところではありますが、そこに対して河川整備計画に結びつけていっていただけれ

ばと感じております。また、今の回答とはちょっと重複するかもしれないんですけれども、

より深く河津川河川整備計画、沿岸部整備は、自然環境との共存も図られなければいけない

と思います。観光資源でもあるアユの生息環境の保全や河津桜の保存、移植など、自然と結

びついた産業に従事している方などの意見を取り入れ、河川流域計画委員会のほかに意見を

取り入れられたら、計画がよりよいものになると思いますが、町民の意見を取り入れながら

の計画づくりなどはされているんでしょうか。 

○議長（上村和正君） 建設課長。 

○建設課長（山本博雄君） それでは、住民等の意見、幅広い意見をどのようにして取り入れ

ていくのかというご質問かと思います。こちらにつきましては、先ほど若干説明いたしまし

たけれども、まず、流域委員会というものの委員構成のほうが、地元地区や観光協会などの

幅広い委員構成となっているということで、まず、そちらで意見も集約もできるという面も

あります。また、今後、計画の素案ができた時点で、パブリックコメントや意見交換会につ

いても実施する予定となっているようですので、今後、そのような場を持って、様々な意見

を取り入れて策定されていくのではないのかなと、あくまでも県が策定するものですので、

資料から読み取るものになっておりますけれども、そのように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員。 

○２番（桑原 猛君） 河川流域委員会、またその後、計画ができ次第、パブリックコメント

を皆さんで話し合っていただける会が持たれるということは、よりよいものになっていくと

思いますので、今後とも引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

  続いて、２件目の質問に移ります。 

  ２件目は、成人式についてです。 

  昨年度は、新型コロナウイルス感染症が全国的に蔓延し、成人式の開催が危ぶまれました

が、抗原検査の二度の実施や徹底した感染対策を行っていただき、無事開催されたことに、

とても感謝しております。また、新成人の節度ある行動の協力もあってのことだと感じてお

ります。このような緊急事態に対応し、準備には苦労が多かったと思いますが、成功という

結果は出ておりますが、よかった点や改善すべき事柄があったのか、お伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 昨年も今年も多分、コロナウイルスの対策の中での成人式になるかと
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思っております。特に、成人式はやっぱり記念すべき式典でございますので、開催する方向

で進めたいと思っております。お尋ねの昨年度の成人式につきましては、教育委員会事務局

長より答弁させます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（島崎和広君） 昨年度の成人式ですが、新成人への新型コロナウイル

ス感染症対策として、参加者には、帰省前と式典当日、抗原検査キットによる感染の有無の

判定及び式典２週間前からの健康チェック表の記入をお願いしました。当日は、式典参加者

全員に発熱などの健康状態の確認を実施し、入場していただきました。また、式典での来賓

の規模縮小と新成人のご家族様の人数制限や式典での合唱を取りやめるなどの感染症対策を

実施し、式を行いました。 

  よかった点ですが、オンライン等ではなく、河津中学校の体育館で成人式を開催すること

ができたことと、成人式に起因する新型コロナウイルスの感染拡大がなかったことと考えて

います。改善すべき事項ですが、直前の12月に感染拡大し、開催の判断基準や検査方法をあ

らかじめ設定できなかったため、参加者への検査の案内や実施方法と開催の有無が、12月20

日頃まで決まらなかったことと考えております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員。 

○２番（桑原 猛君） 昨年度、本当に苦労してやっていただいて、急な、本当に12月20日ま

で判断ができなかった。これはもう致し方なかったことだと思うんですけれども、これもこ

ういう去年の事例を参考にして、また今年度は開催されると期待しております。 

  しかし、昨年度とは、今年、様子が違いまして、新型コロナウイルスワクチンの接種の推

奨があり、接種の有無など対応が加わり、少し変化してくると思うのですが、開催方法はど

のように考えているのか、お願いします。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（島崎和広君） 今年度の成人式でございますが、現在のところ、感染

状況が落ち着いているため、式典に参加する新成人の方に、式典２週間前からの健康観察と

当日の体調確認や検温を実施して開催する予定です。また、昨年度と同様に、来賓の規模の

縮小と新成人のご家族様の人数制限や合唱を取りやめるなどの感染症対策を実施して行う予

定となっております。 
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  以上です。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員。 

○２番（桑原 猛君） 今年度の実施を去年と同様に滞りなく済ませていただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

  そこで、一つ先の話になるんですが、成年年齢が2022年４月から現行の二十歳から18歳に

引き下げられます。約140年ぶりに成年の定義が見直されることになります。このことによ

り、３学年にわたる年代の方が成人となるわけです。成人式とは、成人を祝う式として執り

行われると認識しております。国では、各自治体の判断に委ねるとしております。まだ先の

ことと思うかもしれませんが、美容院の予約、着物やスーツの用意など、対象者が準備する

ことも多く、直前の対応が難しく、早く情報を提供することが必要と思い、お伺いいたしま

す。2022年度、令和４年度の成人式の対象年齢や実施方法など、町の方針をお伺いいたしま

す。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 町の方針としては、これまでどおり、二十歳を対象に実施をしたいと

考えております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員。 

  対象は二十歳というんですけれども、やはり名前が成人式という形じゃないかと思います。

成人が18歳になる、そこのところで会の名前等をそういうのを工夫して執り行っていただけ

れば。やはり成人式を二十歳というのだと、ちょっとニュアンスが違うかなと思いますので、

そういうところを配慮していただいて、開催のほうをお願いしたいと思います。 

  続いて、３件目の質問になります。 

  ３件目は、マイナンバーの普及・利活用についてをお伺いいたします。 

  今、国の施策として、マイナンバーカード取得者が最大２万円のマイナポイントを受け取

れるなどと話題に上がっております。そもそもマイナンバーカードは、行政手続における特

定の個人個人を認識するためのマイナンバーの利用等に基づき発行されるカード形態の本人

確認ツールであります。また、マイナンバーとは、行政を効率化し、国民の利便性を高め、

公平・公正な社会を実現する社会基盤です。住民票を有する全ての方に１人１つの番号をお

知らせして、行政の効率化、国民の利便性を高める制度です。 

  マイナンバーカードは、平成20年１月に発行が始まって以来、７年余りが経過した令和３
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年12月４日現在で、日本人口の４割に発行されているといいます。政府は、現在、マイナン

バーカードのさらなる普及、活用に取り組み、また、地方自治体における利活用の取組を推

奨しております。 

  そこで、今現在の町でのマイナンバーカードの発行状況をお聞かせください。また、目標

発行率を定めているのか、お伺いいたします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、マイナンバーカードのお尋ねについては、担当課長より答

弁させます。 

○議長（上村和正君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（土屋典子君） では、マイナンバーカードの発行状況、目標についてお答え

します。 

  マイナンバーカードの発行状況は、11月１日現在で、交付枚数が2,438枚、交付率は

33.91％でございます。河津町の目標交付枚数ですが、令和３年度末までに4,833枚となって

おります。これは国の目標値である令和４年度中に全国民へ交付するという目標値に基づき、

町が設定している目標でございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員。 

○２番（桑原 猛君） 11月１日現在の町内の発行数なんですけれども、国全体の普及率より

低いということは、必要性が認識されていないということなのかと感じます。国では、普及

率を上げるため、先ほども申しましたが、新規取得した場合、カードを健康保険証として利

用・登録した場合、公的給付金の受け取り口座を事前登録した場合などにポイントの付与の

施策を取っております。 

  また、マイナンバーカードでできることとして、個人番号を証明する書類としての役割、

子育てや介護をはじめとする各種行政手続のオンライン申請が可能なマイナポータルの利用、

金融機関における口座開設、パスポートの新規発給など、様々な場面で活用でき、本人確認

の際の公的な身分証明書、コンビニなどで住民票、印鑑登録証明書などの公的な証明書を取

得などの普及を促進しております。町として国の普及促進の施策に関連し、どのような対応

がされているのでしょうか、お伺いします。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（川尻一仁君） 国事業に即した対応をされているかというご質問でございま
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すので、そちらについて回答をさせていただきたいと思います。 

  国では、マイナンバーカード普及に向け、様々な取組を行っております。先ほど議員がお

っしゃられたものもそうだというふうに思っています。各種サービスを利用するには、マイ

ナンバーカード取得者が有効に活用していただくということになります。国は、マイナンバ

ーカード普及に向け、今後展開される事業も含め、広報等をしております。事業によっては、

町が情報を提供してサービスを利用していただくものもございます。情報を提供するには、

当初の経費、それから年間の経費が生じます。今後どれだけの利用が見込まれるのか、費用

対効果を見極めながら考えていかなければならないというふうに考えております。国の動向

や近隣市町の動向等を確認しながら、町としての対応は、今後考えていきたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員。 

○２番（桑原 猛君） 国の動向次第、また国では、令和４年度末には普及を完全に終わらせ

たいという考えで行っておりますので、町のほうもその対応をお願いしたいと思います。 

  先ほど一部触れましたが、国では、地方公共団体におけるマイナンバーカードの利活用の

取組を推奨しております。カードの仕組みとして、カードの裏には、マイナンバーの記載、

ＩＣチップがあります。ＩＣチップの中には、地方自治体独自に利用できるスペースが設け

られております。そこを利用した事業に取り組んでいる自治体もあります。例えば、新潟県

三条市では、住民票の写しの発行などを、申請書なしにマイナンバーカードを提示するだけ

で発行できる仕組みを導入しております。受付業務の簡素化、住民の待ち時間の短縮に活用

されております。また、図書館カードの機能を持たせるなど、活用もされております。 

  三条市の取組は、今ある取組にマイナンバーカードを利用して、いかに利便性を持たせ、

普及につなげているかという参考になる例だと思います。取得しただけでたんすにしまい込

んでしまっていては、もったいない話だと思います。町の施設利用時の町民証の代わりとし

て、図書館カードと統一して利活用を図れば、普及率も上がると思います。 

  また、ポータルサイトを活用し、健康マイレージとのひもづけなども行い、また、ポイン

トを付与するなどの仕組みを取り入れれば、健康維持・促進にも役立てるはずだと思います。

無理に新規の事業を起こすのではなく、今取り組んでいることに利用する方向で考えてもら

いたいです。他市町の取組も参考にして利活用を図っていただきたいが、今後、取り組まれ

る具体案はあるのでしょうか、お伺いいたします。 
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○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 今後、普及推進の具体案はということで、議員がおっしゃるとおり、

マイナンバーカードを活用するということもできることは承知をしております。ただ、それ

に伴って付随する町がやることも増えてきます。また、費用の面もあります。そういう中で

現状では、町は国の施策等を中心として、いかにして取得者を増やすかという事業を始めて

おります。私、将来的には、意見的なものなんですけれども、やはり住民票とかそういうコ

ンビニ交付なんかの部分で多くの方、使えればいいのかなと思います。 

  ただ、これについても費用的な面がどうしても絡むものですから、国等でやっぱりその辺

を全部面倒見てくれるとか、そうすることによって広まるんじゃないのかなと思いもありま

すけれども。今の段階では、国は国の方向性として、どうやって普及をしていくかというこ

とでいろんなポイントをつけたりしてやっているわけですけれども、現実的には、小っちゃ

い町だと、その辺から始めていくことが一番普及としてつながるのかな、そんなふうに思っ

ております。確かにいろんなことが考えられるわけですけれども、頭でっかちではなくて、

現実に即して、その地域に根差したような利用の仕方というのが、私あるような気がします

ので、国の施策は施策として活用するわけですけれども、その中で町としても考えていきた

いなと思っております。 

  それから、今年の夏ですけれども、普及をするために町民生活課では、休日を利用してマ

イナンバーカードの受付を行いまして、大変好評でした。これについては、本人が確認書類

を持ってくるだけで、写真撮影なども役場で行いまして、受け取りも来庁せずに済むなどの

大変工夫をして対応をいたしました。そういうことで、お尋ねの点については担当課長より

答弁させます。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（川尻一仁君） 先ほど町長から答弁がありましたとおり、いろいろなサービ

スを受けるということも承知をしていますが、マイナンバーカードの取得により様々なサー

ビスを受ける体制を整備し、利用促進につなげている自治体というのも承知をしております。

その中でも、事業への利用によるポイント付与といったのもその一つだというふうには考え

ております。ただ、先ほど言ったとおり、いろいろなものを考えなければならないというふ

うに思っておりまして、町独自にサービスを実施した場合に、事務量がどれだけになるのか

とか、それに伴う費用等、今後、利用の事業展開といったことを考慮しながら、今後のこと

を考えていきたいというふうに思っています。 
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  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員。 

○２番（桑原 猛君） 確かに、今、報道では、国のほうがマイナンバーカード、マイナンバ

ーカードとマイナポイント、皆さんにいい話はするんですけれども、やはり地方自治体では、

国のところまで、国が思うところまで進めない実情もあるというのは、今、お話で認識いた

しました。ですので、町民の皆様もマイナンバーカードをつくったから健康保険証が簡単に

なるんだとか、ちょっと情報が国と町との対応、仕組みの違いがありますので、そこら辺も、

もし報道と違うよというか、町では対応できるのはここまでだよという広報をしていただけ

れば、皆さんの混乱がなくなるのではないかと思いますので、そのお願いをして、私の質問

を終わりにしたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員の一般質問は終わりました。 

  これをもって今期定例会に通告のありました全員の一般質問は終わりました。 

  13時まで休憩します。 

 

休憩 午前１１時４３分 

 

再開 午後 １時００分 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎同意第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第２、同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について。 
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  下記の者を固定資産評価審査委員会委員に選任したいから、地方税法（昭和25年法律第

226号）第423条第３項の規定により、議会の同意を求める。 

記 

  住所、河津町見高549番地。氏名、島崎まゆみ。昭和40年６月16日生まれ。 

  令和３年12月７日提出。 

  河津町長、岸重宏。 

  島崎まゆみ氏は、昭和40年生まれで56歳でございます。選任の理由でございますが、静岡

銀行での行員としての経験がありまして、町で実施する各種統計調査の調査員としての協力、

「ふじのくに農山漁村ときめき女性」として認定され、第一次産業の担い手として活躍中で

ございます。 

  評価審査委員は３名となっておりますが、現在は男性３名となっております。島崎氏は、

社会貢献の精神が旺盛で人柄も温厚でありまして、今回、男女共同参画社会の趣旨にのっと

りまして女性委員を選出したいとの考えから、適任であると判断しまして議会の同意を求め

るものでございます。 

  どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり同意されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎承認第５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第３、承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（令和

３年度一般会計補正予算（第６号））を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて。 

  地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の規定により、下記事項を別紙のとお

り専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

記 

  令和３年度河津町一般会計補正予算（第６号）について。 

  令和３年12月７日提出。 

  河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細につきましては、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（木村吉弘君） それでは、提案理由についてご説明をさせていただきます。 

  新型コロナウイルス感染症のブースター接種、３回目接種に係ります体制確保事業としま

して、システム改修費や接種券等の作成、発送等に係る費用及び子育て世帯臨時特別給付金

給付事業として、子育て世帯に対する原則年収960万円以下の世帯で18歳以下１人当たり10

万円の給付を行うものです。うち５万円を現金給付ということで、15歳以下については、年

内に支給をするということとなっております。給付金給付システム改修費、郵送料、消耗品、

振込手数料などの費用を専決処分にて補正対応をさせていただきました案件でございます。 

  次のページをお開きください。 

  河津町告示第164号。 

  専決処分書。 

  地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の規定により、次のとおり専決処分す
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る。 

  専決処分第６号 令和３年度河津町一般会計補正予算（第６号）。 

  令和３年度河津町一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,600万7,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ46億2,259万6,000円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和３年11月22日。 

  河津町長、岸重宏。 

  次のページをお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正でございます。単位は千円でございます。 

  款項補正額の順で説明させていただきます。 

  歳入。 

  14款国庫支出金4,600万7,000円、２項国庫補助金、同額でございます。歳入合計4,600万

7,000円。 

  次ページをお願いいたします。 

  歳出です。 

  歳入同様に説明をさせていただきます。 

  ３款民生費4,390万円、２項児童福祉費、同額でございます。 

  ４款衛生費210万7,000円、１項保健衛生費、同額でございます。 

  歳出合計4,600万7,000円。 

  次の３ページ、４ページの事項別明細書は、説明を省略させていただきます。 

  次に、５ページをお開きください。 

  ２、歳入です。 

  款、項、目、補正額、節、説明の順で説明させていただきます。 

  14款国庫支出金２項国庫補助金、１目民生費国庫補助金4,390万円、２節児童福祉費国庫

補助金4,390万円、子育て世帯臨時特別給付金補助金でございます。２目衛生費国庫補助金

210万7,000円、１節衛生費国庫補助金210万7,000円。新型コロナウイルスワクチン接種事業

補助金でございます。 
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  次のページをお願いいたします。 

  ３、歳出でございます。 

  歳入同様の説明とさせていただきます。 

  ３款民生費２項児童福祉費３目子育て世帯臨時特別給付金給付事業費4,390万円、３節職

員手当10万円、職員の時間外勤務手当でございます。10節需用費10万円、事業消耗品でござ

います。11節役務費20万円、通信運搬費10万円、振込手数料が10万円でございます。12節委

託料100万円、給付金給付システムの改修等の業務委託料でございます。18節負担金補助及

び交付金4,250万円、子育て世帯臨時特別給付金の補助金でございます。 

  ４款衛生費１項保健衛生費２目予防費210万7,000円、11節役務費９万5,000円、通信運搬

費でございます。12節委託料201万2,000円、健康管理システムの改修委託料66万円、予診票

の作成委託料135万2,000円でございます。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度一般会計補正予

算（第６号）を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり承認されました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第７２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第４、議案第72号 河津町過疎地域の持続的発展の支援に関する

特別措置法の適用に伴う固定資産税の課税免除に関する条例の制定についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第72号 河津町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法

の適用に伴う固定資産税の課税免除に関する条例の制定について。 

  河津町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の課税免

除に関する条例を別紙のとおり制定する。 

  令和３年12月７日提出。 

  河津町長 岸重宏。 

  以下、詳細につきましては、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（土屋典子君） 議案第72号について説明させていただきます。 

  本条例制定の提案理由は、令和３年４月１日付で河津町が過疎地域の持続的発展の支援に

関する特別措置法に規定する過疎地域に指定されたことに伴い、固定資産税の課税の特例を

定めるものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  条例第 号。 

  河津町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の課税免

除に関する条例。 

  恐れ入りますが、内容については、定例会資料で説明させていただきます。 

  資料の１ページをお開きください。 

  １番、本条例の制定の要旨でございます。 

  令和３年４月１日付で河津町が過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法（令和３

年法律第19号）に規定する過疎地域に指定されたことに伴い、一定の事業用資産を取得等し

た者に対する固定資産税の課税の特例について必要な事項を定めるものでございます。 
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  ２番、制度の概要です。 

  過疎地域の産業の振興を図るため、一定の事業用資産を取得等した特定の事業所、個人に

対し、固定資産税を最大３年間免除します。下の表がその内容でございます。 

  対象業種は、製造業、情報サービス業等、農林水産物等販売業、旅館業です。 

  対象となる設備投資は、建物、償却資産のうち機械装置等、土地でございます。 

  取得価格の要件は、合計500万円以上、資本金額が多い法人については、別に要件が設け

られています。 

  課税免除の期間は、課税免除を行った年度から最大３か年です。 

  適用期間は、令和３年４月１日から令和６年３月31日までに取得等したものに限ります。

減収額の75％が交付税で補塡されることになります。 

  では、議案に戻っていただきまして、附則をお開きください。 

  附則。 

  この条例は、公布の日から施行し、令和３年４月１日から適用する。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第72号 河津町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴

う固定資産税の課税免除に関する条例の制定についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第７３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第５、議案第73号 河津町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第73号 河津町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついて。 

  河津町職員の給与に関する条例（昭和34年河津町条例第３号）の一部を別紙のとおり改正

する。 

  令和３年12月７日提出。 

  河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細については、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（木村吉弘君） それでは、議案第73号について説明させていただきます。 

  まず、提案理由です。 

  現在の条例内容では、通勤手当の上限が片道15キロまでしか対応をしておりません。町外

に居住する職員も増加し、町外勤務者もいることから、国・県と同等の60キロまでの対応と

し、基準額並びに加算額を改正するものでございます。 

  次ページをお願いいたします。 

  条例第 号。 

  河津町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例。 

  河津町職員の給与に関する条例（昭和34年河津町条例第３号）の一部を次のように改正す

る。 

  第10条第２項第２号及び第３号を次のように改める。 

  原動機付自転車等の片道２キロメートルを超える部分につきまして、加算額を１キロメー
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トルごとにつき「175円」、旧は「400円」でございました。及び「570円」、元は「1,200円」

でございます、自動車のものでございます、を基準額に換算して支給をするものでございま

す。基準額につきましては、５キロメートル未満まで、２キロを超え５キロメートル未満ま

では「2,000円」、５キロから10キロまでが「4,200円」、10キロから15キロまでが「7,100

円」、以下エから次のページのスに至るまで60キロまでが「３万1,600円」という金額にな

るものでございます。 

  また、10条第３項の改正でございますが、支給の最高限度額を本町内の運賃とする必要が

なくなったもので、こちらのほうの項目を削除し、以降の項を繰り上げています。加算額に

つきましては、近隣の町の基準に合わせて設定をしたところでございます。これによりまし

て、通勤手当の減額が見込まれます。 

  ページの２枚目のほうの附則でございます。 

  この条例は、令和４年４月１日から施行するということでございます。 

  定例会の資料の２ページ以降に関係資料としまして新旧対照表等をつけてございますので、

参考としていただければと思います。 

  説明は以上になります。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第73号 河津町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてを採

決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第７４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第６、議案第74号 河津町人事行政の運営等の状況の公表に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第74号 河津町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一

部を改正する条例について。 

  河津町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成28年河津町条例第１号）の一部

を別紙のとおり改正する。 

  令和３年12月７日。 

  河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細については、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（木村吉弘君） それでは、議案第74号を説明させていただきます。 

  まず、提案理由でございます。 

  人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正でございます。報告事項の内容の

修正等によるものとなっております。 

  １ページめくっていただきまして、条例第 号。 

  河津町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例。 

  河津町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成28年河津町条例第１号）の一部

を次のように改正する。 

  第３条中、「職員（臨時的に任用された職員及び非常勤職員（法第28条の５第１項に規定

する短時間勤務の職を占める職員及び法第22条の２第１項第２号に掲げる職員を除く。）以

下同じ。）」を「職員（臨時的に任用された職員及び非常勤職員（法第28条の５第１項に規
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定する短時間勤務の職を占める職員及び法第22条の２第１項第２号に掲げる職員を除く。）

を除く。以下同じ。）」に改め、同条中第９号を第10号とし、第４号から第８号までを１号

ずつ繰り下げ、第３号の次の１号を加える。 

  第４号。 

  休業に関する状況ということでございます。 

  こちらのほうですが、職員の臨時的任用された職員及び非常勤職員云々とありますが、職

員を除く、の次に「を除く」が漏れていたことを修正をさせていただきました。それと、第

４号の休業に関する状況を追加して、該当の号の繰り下げを行ったものでございます。 

  附則としまして、この条例は公布の日から施行し、令和３年９月１日から適用するという

ことでございます。 

  定例会資料の５ページに新旧対照表をつけてございますので、参考としていただきたいと

思います。 

  説明は以上です。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第74号 河津町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正す

る条例についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 
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  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第７５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第７、議案第75号 河津町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第75号 河津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

て。 

  河津町国民健康保険税条例（昭和37年河津町条例第16号）の一部を別紙のとおり改正する。 

  令和３年12月７日提出。 

  河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細については、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（土屋典子君） 議案第75号について説明させていただきます。 

  本条例改正の提案理由は、静岡県国民健康保険運営方針に従い、賦課方式及び保険料水準

の統一に向けて賦課方式を現在の４方式から３方式に変更し、普通徴収の仮算定を廃止する。

また、令和４年度から導入される子供に係る均等割額の減額措置について所要の改正をする

ものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  条例第 号。 

  河津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

  恐れ入りますが、内容については、定例会資料で説明させていただきます。 

  資料の６ページをお開きください。 

  本一部改正の概要でございます。 

  令和４年度から国民健康保険税の賦課方式を現在の４方式から３方式に変更するとともに、

普通徴収の仮算定を廃止する改正を行います。また、令和４年度から導入される子供に係る

均等割額の減額措置に関する事項について所要の改正を行います。 
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  １番です。賦課方式の変更及び税率改正についてです。 

  表をご覧ください。右側が改正前、左側が改正後となっています。 

  県の国民健康保険運営方針に従い、令和４年度から現在の４方式から３方式に変更し、資

産割と介護分の平等割を廃止します。また、廃止に伴う減収分を補うため、課税総額が改正

前と同水準になるように所得割、均等割、平等割に配分する税率改定を行います。 

  ２番です。普通徴収の仮算定、暫定賦課の廃止についてです。 

  平成30年度の国保制度改革により、保険給付費の支払いは県の交付金で賄われることとな

ったため、年度当初の財源を確保するために町が仮算定で国民健康保険税を徴収する必要が

なくなったことから、５月に行っていた仮算定を廃止し、普通徴収の納期数を10回から８回

に変更するものでございます。 

  下の表をご覧ください。これは改正後の表となります。 

  次のページに改正前の表が記載してございます。 

  ３番です。子供に係る均等割額の減額措置についてです。 

  全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律（令和

３年法律第66号）及び同法律の施行に伴う関係政令の整備等に関する政令（令和３年政令第

253号）が公布され、子供に係る均等割額の減額措置が導入されることに伴う規定の整備を

行います。 

  制度の概要です。 

  子育て世帯の負担軽減を図るため、全世帯の未就学児を対象に、国民健康保険税の均等割

を公費で５割軽減する制度でございます。軽減による減収分は、国が２分の１、県と町がそ

れぞれ４分の１を負担します。軽減措置の対象となっている世帯については、軽減後の額の

半額を減額します。 

  ４番です。その他の条項の整理です。 

  不要な規定の削除と新型コロナウイルス感染症の定義変更による条項の整備を行うもので

ございます。 

  以上の改正については、河津町国民健康保険運営協議会に諮問し、適当であるとの答申を

いただいております。 

  ５番です。施行期日は令和４年４月１日、ただし、語句の追加修正等軽微な改正は公布の

日です。 

  では、議案に戻っていただきまして、附則をお開きください。 
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  附則（施行期日）。 

  第１項 この条例は、令和４年４月１日から施行する。ただし、第３条の見出し、第５条

の見出し、第５条の２の見出し、第６条の見出し、第６条の３の見出し、第６条の４の見出

し並びに第11条第７項及び第８項の改正規定、第21条第１項各号の改正規定（「係る」の次

に「基礎課税額の」を加える部分及び「後期高齢者支援金等の被保険者に係る」を「国民健

康保険の被保険者に係る後期高齢者支援金等課税額の」に、「後期高齢者支援金等の被保険

者（」を「被保険者（」に改める部分に限る。）並びに第21条の２の改正規定（「前条の」

を「前条第１項の」に改める部分を除く。）並びに附則第15項の改正規定は公布の日から施

行する。 

  （適用区分） 

  第２項 この条例による改正後の河津町国民健康保険税条例の規定は、令和４年度以後の

年度分の国民健康保険税について適用し、令和３年度分までの国民健康保険税については、

なお従前の例による。 

  なお、説明資料の８ページから23ページまで新旧対照表をおつけしてありますので、参考

にしてください。 

  説明は以上です。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第75号 河津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

  お諮りします。 
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  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第７６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第８、議案第76号 河津町国民健康保険条例及び河津町議会委員

会条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第76号 河津町国民健康保険条例及び河津町議会委員会条例の一

部を改正する条例について。 

  河津町国民健康保険条例（昭和39年河津町条例第13号の２）及び河津町議会委員会条例

（昭和63年河津町条例第14号）の一部を別紙のとおり改正する。 

  令和３年12月７日提出。 

  河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細については、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（木村吉弘君） それでは、議案第76号について説明させていただきます。 

  まず、提案理由でございます。 

  先ほどの国民健康保険税条例の中にもございましたが、新型インフルエンザ等対策特別措

置法が改正されまして、新型コロナウイルス感染症を定義していた条項が削除されたことに

伴います改正となっております。 

  次のページをお開きください。 

  条例第 号。 

  河津町国民健康保険条例及び河津町議会委員会条例の一部を改正する条例、河津町国民健

康保険条例の一部改正第１条、河津町国民健康保険条例（昭和39年河津町条例第13号の２）

の一部を次のように改正する。 
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  附則第２条第１項中、「新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成24年法律第31号）附

則第１条の２に規定する新型コロナウイルス感染症」を「新型コロナウイルス感染症（病原

体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和２年１月に、中華人民共和国から世界

保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新たに報告されたものに限る。）であ

る感染症をいう。以下同じ。）」に改める。 

  河津町議会委員会条例の一部改正、第２条、河津町議会委員会条例（昭和63年河津町条例

第14号）の一部を次のように改正する。 

  第13条の２第１項中「新型インフルエンザ等特別対策特別措置法（平成24年法律第31号）

附則第１条の２に規定する新型コロナウイルス感染症」を「新型コロナウイルス感染症（病

原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和２年１月に、中華人民共和国から世

界保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新たに報告されたものに限る。）で

ある感染症をいう。）」に改める。 

  附則としまして、この条例は公布の日から施行をするということでございます。 

  定例会資料の24ページにそれぞれの新旧対照表をつけてございますので、参考としていた

だきたいと思います。 

  説明は以上となります。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第76号 河津町国民健康保険条例及び河津町議会委員会条例の一部を改正す

る条例についてを採決します。 

  お諮りします。 
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  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第７７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第９、議案第77号 河津町町道工事費支弁条例の一部を改正する

条例についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第77号 河津町町道工事費支弁条例の一部を改正する条例につい

て。 

  河津町町道工事費支弁条例（昭和35年河津町条例第２号）の一部を別紙のとおり改正する。 

  令和３年12月７日提出。 

  河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細については、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 建設課長。 

○建設課長（山本博雄君） それでは、議案第77号について説明をさせていただきます。 

  提案理由です。 

  ９月の第３回町議会定例会の一般質問でもお答えしたとおり、現在におきましても町道の

二類線、三類線については、現地調査の上、技術的に困難な場合などを考慮して町負担にお

いて修繕を実施しております。条例では議決を受け負担率を決めることができるとされてお

りますが、地区の状況や現在の運用状況を踏まえまして、現状の運用に即した表現とするた

め、今回改正するものです。 

  次ページをお願いいたします。 

  条例第 号。 

  河津町町道工事費支弁条例の一部を改正する条例。 

  定例会資料の25ページをお願いいたします。 
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  こちらに当条例の新旧対照表のほうがついてございます。第４条の第２号、第３号ととも

に、前段の原則的な部分のところには変更はございません。後段、ただし書の中の特に必要

と認める場合に限りという部分の以降、それ以降の部分を「町費負担とすることができる」

と改正をいたします。 

  議案のほうにお戻りください。 

  附則です。この条例は、公布の日から施行する。 

  説明は以上です。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第77号 河津町町道工事費支弁条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第７８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第10、議案第78号 河津駅前広場の占用及び占用料徴収条例の一
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部を改正する条例についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第78号 河津駅前広場の占用及び占用料徴収条例の一部を改正す

る条例について。 

  河津駅前広場の占用及び占用料徴収条例（昭和47年河津町条例第６号）の一部を別紙のと

おり改正する。 

  令和３年12月７日提出。 

  河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細については、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 建設課長。 

○建設課長（山本博雄君） 議案第78号について説明をさせていただきます。 

  提案理由です。 

  駅前広場の占用料につきましては、平成元年から変更なく来ておりましたけれども、消費

税率の変更や今後の施設修繕なども考慮いたしまして、令和元年度の河津駅前広場管理運営

委員会の中で、令和３年度から占用料の改正を行う予定となっておりました。しかしながら、

コロナ禍によりまして社会経済に大きなマイナスの影響が出ておりまして、昨年10月の時点

で、令和３年度からの負担増を伴う料金改定は先送りしたほうがよいのではないかとの判断

から、運営委員会に諮りまして、１年先延ばしした令和４年度からの改定を諮った上で承認

が得られたため、今回、改正することとなったものとなります。 

  次ページをお願いいたします。 

  条例第 号。 

  河津駅前広場の占用及び占用料徴収条例の一部を改正する条例です。 

  資料により説明をさせていただきます。定例会資料26ページ、27ページをお願いいたしま

す。 

  当条例の新旧対照表になります。 

  別表１、駅前広場占用料金の分割納付のほうでは、１台１か月につき、乗合自動車、自家

用ですけれども、「4,330円」が「4,620円」に、営業用については「9,190円」が「9,820円」

に、乗用車の自家用については「3,250円」が「3,470円」に、乗用車の営業用が「4,330円」

から「4,620円」に、また、自動車駐車場の使用について、駐車承認１台につき月「820円」
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から「880円」、大型バス営業用は「1,030円」から「1,100円」に変更となっております。 

  別表２に入ります。 

  駅前広場の占用料金の年一括納付になります。そちらは１台１か月につき、乗合自動車自

家用が「4,120円」が「4,400円」に、乗合自動車の営業用が「8,750円」が「9,350円」に、

乗用車の自家用が「3,090円」から「3,300円」に、乗用者の営業用が「4,120円」から

「4,400円」に、自動車の駐車場使用については、分割納付と同様となっております。 

  議案にお戻りください。 

  附則です。この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

  説明は以上です。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第78号 河津駅前広場の占用及び占用料徴収条例の一部を改正する条例につ

いてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議案第７９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第11、議案第79号 令和３年度（仮称）河津町子育て支援施設建

設に伴う備品購入契約についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第79号 令和３年度（仮称）河津町子育て支援施設建設に伴う備

品購入契約について。 

  以下、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） それでは、議案第79号 令和３年度（仮称）河津町子育て支

援施設建設に伴う備品購入契約について説明をさせていただきます。 

  本議案の提案理由でございますが、当施設建設に伴います遊具ほか事務備品の購入契約を

するに当たりまして、地方自治法第96条第１項第８号及び議会の議決に付するべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定によりまして、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

  議案第79号 令和３年度（仮称）河津町子育て支援施設建設に伴う備品購入契約について。 

  令和３年度（仮称）河津町子育て支援施設建設に伴う備品購入について、下記のとおり契

約を締結するため、議会の議決を求める。 

  １、契約の目的 令和３年度（仮称）河津町子育て支援施設建設に伴う備品購入。 

  ２、契約の方法 指名競争入札による契約。 

  ３、契約金額 金2,530万円。 

  ４、契約の相手方 静岡県下田市６丁目36番２号、株式会社スワベ商会下田支店支店長、

大石誠。 

  令和３年12月７日提出。 

  河津町長、岸重宏。 

  議案の内容について説明をさせていただきます。 

  今回購入予定の備品選定につきましては、遊具の選定を子ども・子育て会議委員のうち、

子育て関係施設運営者の助言を受け、購入遊具案を協議、選定し、10月13日開催の子ども・

子育て会議にて審議いただき、決定をいたしました。事務備品につきましても、実施設計業

者の助言をいただきながら選定、決定をしたところでございます。 
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  次に、契約の方法でございますが、11月25日に指名競争入札を実施しまして、指名しまし

た８者のうち５者が辞退したため、３者で入札を行い、落札者と11月30日に仮契約を締結を

いたしました。 

  次に、納入期限でございますが、令和４年３月31日を予定をしております。しかし、施設

の完成が延期される予定でございますので、納期の延長も工期延長と併せて行う予定でござ

います。 

  説明は以上となります。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第79号 令和３年度（仮称）河津町子育て支援施設建設に伴う備品購入契約

についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第８０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第12、議案第80号 東河環境センター規約の一部を変更する規約
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についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第80号 東河環境センター規約の一部を変更する規約について。 

  地方自治法（昭和22年法律第67号）第286条第２項の規定により、東河環境センター規約

の一部を別紙のとおり変更することについて、同法第290条の規定に基づき議会の議決を求

める。 

  令和３年12月７日提出。 

  河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細については、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（土屋典子君） 議案第80号について説明させていただきます。 

  本規約の一部変更の提案理由でございますが、現行の規約では、し尿処理施設の経費は、

予算の属する前年の１月１日から12月31日までに関係町から搬入されたし尿（浄化槽汚泥を

含む）の投入割合により定めるとなっております。しかしながら、し尿処理場の基幹的改良

事業については、長期的な視点に立って行うものであり、その経費を考えるに当たっては、

ごみ処理施設についても運営経費と長寿命化工事分の分担金の負担割合を分けていることか

ら、し尿処理施設も同様とし、関係町の長の協議に基づき、組合議会の議決を経て定めるこ

とと協議が調いましたので、規約の該当部分の変更を行うものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  東河環境センター規約の一部を変更する規約。 

  東河環境センター規約（平成２年市第1255号）の一部を次のように変更する。 

  別表を次のように改める。別表（第12条関係）区分が第３条の事務に要する経費。負担割

合が関係町の長の協議に基づき、組合議会の議決を経て定める。このように変更するもので

ございます。 

  附則でございます。（負担割合の変更） 

  この規約は、令和４年４月１日から施行する。 

  定例会資料の28ページに新旧対照表をおつけしてありますので、参考にしてください。 

  説明は以上です。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 
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  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第80号 東河環境センター規約の一部を変更する規約についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  14時05分まで休憩します。 

 

休憩 午後 １時４９分 

 

再開 午後 ２時０５分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第８１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第13、議案第81号 令和３年度河津町一般会計補正予算（第７号）

を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 
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  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第81号 令和３年度河津町一般会計補正予算(第７号)。 

  令和３年度河津町一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,889万5,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ46億5,149万1,000円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第213条第１項の規定により、翌年度に繰り

越して使用することのできる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

  （債務負担行為の補正） 

  第３条 債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

  令和３年12月７日提出。河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細については担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（木村吉弘君） それでは、議案第81号について説明させていただきます。 

  提案理由です。 

  今年度事業執行に当たりまして、その経費としての所要額を補正予算として計上するもの

でございます。 

  次ページをお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

  歳入です。 

  単位は千円となります。 

  款、項、補正額の順で説明をいたします。 

  12款分担金及び負担金４万5,000円１項負担金、同額でございます。 

  14款国庫支出金1,881万3,000円１項国庫負担金571万4,000円、２項国庫補助金1,276万

9,000円。３項委託金33万円。 

  15款県支出金３万4,000円１項県負担金、同額でございます。 

  19款繰越金1,000万3,000円１項繰越金、同額でございます。 
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  歳入合計2,889万5,000円。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出です。 

  歳入と同様に説明をさせていただきます。 

  ２款総務費223万6,000円１項総務管理費△55万3,000円、２項徴税費278万9,000円。 

  ３款民生費492万7,000円１項社会福祉費317万2,000円、２項児童福祉費175万5,000円。 

  ４款衛生費1,239万7,000円１項保健衛生費1,827万5,000円、２項清掃費△587万8,000円。 

  ７款土木費904万3,000円２項道路橋梁費375万1,000円、３項河川費529万2,000円。 

  ９款教育費29万2,000円２項小学校費１万3,000円、４項幼稚園費25万9,000円、６項保健

体育費２万円。 

  歳出合計2,889万5,000円。 

  次ページをお願いいたします。 

  第２表 繰越明許費。 

  単位は千円でございます。 

  款、項、事業名、金額の順で説明をいたします。 

  ３款民生費２項児童福祉費、（仮称）河津町子育て支援施設建設事業２億4,864万9,000円。 

  ９款教育費１項教育総務費、新小学校統合事業50万円。 

  繰越理由ですが、（仮称）河津町子育て支援施設建設事業については、コロナウイルス感

染症拡大の影響により、鉄鋼需要の急減に対応するため、鉄鋼メーカーが生産の一時中止や

在庫の削減を進めたが、ワクチンの普及等で需要が拡大したことで、鋼材の生産供給が追い

つかず、11月下旬に予定しておりました鉄骨建方が２月下旬となるため、年度内完成が見込

めなくなったことによるものでございます。 

  また、新小学校統合事業につきましては、統合小学校の校歌作成委託料ですが、河津町の

イメージを校歌に反映させるため、児童等の交流を図るなどを計画したため、令和４年12月

頃に完成を予定していることによるものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  第３表 債務負担行為補正。追加でございます。 

  単位は千円です。 

  事項、期間、限度額の順に説明をさせていただきます。 

  可燃ごみ・資源ごみ等収集運搬業務委託料、令和４年度5,699万5,000円。 
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  庁舎・保健福祉防災センターＥＳＰ業務手数料、令和４年度75万3,000円。 

  文化の家長寿命化事業、令和４年度5,000万円。 

  合計１億774万8,000円でございます。 

  債務負担行為補正の追加の内容でございます。可燃ごみ・資源ごみ等収集運搬業務委託料

にあっては、例年４月１日からの履行期間となりますので、本年度内において契約を実施す

るためのものでございます。 

  庁舎・保健福祉防災センターＥＳＰ業務手数料は、電気料金の自由化に伴いまして、本庁

舎及び保健福祉防災センターの電気契約者の選定を、４月事業実施に向けて対応をするため

のものでございます。 

  文化の家長寿命化事業については、本年度設計委託をしておりますので、下記委託に至る

前に事業を完了すべく、４月事業実施に向けた対応を取るためでございます。 

  次の５ページ、６ページの歳入歳出補正予算事項別明細書の総括につきましては省略をさ

せていただきます。 

  ７ページをお開きください。 

  ２、歳入でございます。 

  款、項、目、補正額、節、説明の順で説明をさせていただきます。 

  ２、歳入、12款分担金及び負担金１項負担金２目衛生費負担金４万5,000円１節保健衛生

費負担金４万5,000円、新型コロナウイルスワクチン住所違い接種費市区町村負担金でござ

います。河津町外の住所の方の町内医療機関での接種に関わる負担金でございます。 

  14款国庫支出金１項国庫負担金２目衛生費国庫負担金571万4,000円１節衛生費負担金571

万4,000円、新型コロナウイルスワクチン接種事業負担金でございます。接種に係る医師、

看護師、謝礼及び接種委託料となります。 

  ２項国庫補助金１目民生費国庫補助金132万円２節児童福祉費国庫補助金132万円、子ども

子育て支援事業費補助金でございます。児童手当制度改正に伴いますシステム改修費で、10

分の10の補助金でございます。２目衛生費国庫補助金1,144万9,000円１節衛生費国庫補助金

1,144万9,000円、新型コロナウイルスワクチン接種事業補助金1,078万6,000円、健診結果の

利活用に向けた情報標準化整備事業補助金66万3,000円でございます。新型コロナウイルス

のブースター接種の体制確保分と、健診結果の様式の標準化に伴います情報連携システムの

改修に伴う補助金でございます。 

  ３項委託金２目民生費委託金33万円１節社会福祉費委託金33万円。国民年金事務の委託金
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でございます。国民年金システムの改修に伴う補助金でございます。 

  15款県支出金１項県負担金１目民生費県負担金３万4,000円１節社会福祉費負担金３万

4,000円、特別弔慰金支給事務市町交付金でございます。戦没者の遺族弔慰金支給事務の経

費の補助金でございます。 

  次ページをお願いいたします。 

  19款繰越金１項繰越金１目繰越金1,000万3,000円１節繰越金1,000万3,000円、繰越金でご

ざいます。補正財源でございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３、歳出、歳入と同様の説明とさせていただきます。 

  ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費129万1,000円３節職員手当等123万3,000円、児

童手当15万円、対象者２名の増によるものです。期末勤勉手当108万3,000円、６月補正で違

算があったためのものでございます。11節役務費５万2,000円、健康管理検査費５万でござ

います。新型コロナワクチン接種で会計年度職員が増加したためのものでございます。13節

使用料及び賃借料6,000円、口座振替システム使用料でございます。利用開始年月日の変更

によりますもので、９月が８月に繰上げになったものの１か月分でございます。 

  ３目広報費21万1,000円、17節備品購入費21万1,000円、広報用備品でございます。一眼レ

フカメラの故障によります買い替えに伴うものでございます。 

  ７目企画費△205万5,000円11節役務費９万1,000円、草刈等作業手数料でございます。上

佐ケ野の温泉井の返却に伴う手数料でございます。12節委託料△100万円。地域活性化事業

委託料△50万円、河津フラワートライアスロン大会の運営委託料△50万円です。地域活性化

事業は婚活イベントです。両方ともコロナ感染症拡大防止により中止したための減額でござ

います。13節使用料及び賃借料10万4,000円、重機借上料。上佐ケ野の温泉井の返却にかか

るものでございます。15節原材料費9,000円、客土、上佐ケ野温泉井返却にかかるものでご

ざいます。18節負担金、補助及び交付金△125万9,000円、河津フラワートライアスロン大会

負担金△100万円、産業経済活性化連絡協議会事業費補助金△90万円、太陽光発電システム

設置事業補助金77万5,000円、こちらについては、申請者の増によるものでございます。４

件分でございます。河津町産業振興助成補助金△13万4,000円、新型コロナウイルスの感染

症での減税によりまして、対象額が減ったためでございます。フラワートライアスロン産経

連の事業負担金につきましては、新型コロナウイルスによりまして、事業を中止したための

減額でございます。 
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  次ページをお願いいたします。 

  ２項徴税費１目税務総務費278万9,000円１節報酬11万6,000円。会計年度任用職員でござ

います。住民税確定申告受付の支援に係る１名分でございます。２節給料125万2,000円。一

般職の給与でございます。10月１日付の人事異動によるものでございます。３節職員手当65

万3,000円。期末勤勉手当46万6,000円、退職手当組合負担金18万7,000円、人事異動による

ものでございます。４節共済費35万8,000円、共済組合負担金、同じく人事異動によるもの

でございます。22節償還金、利子及び割引料40万円、町税等還付金でございます。還付見込

額の増額によるものでございます。 

  ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費179万円２節給料119万3,000円、一般職の

給与でございます。育児休暇から産前後休暇に変更になったためのものでございます。３節

職員手当59万7,000円、時間外手当55万1,000円、業務量の増によるものでございます。期末

勤勉手当４万6,000円、育児休暇から産前後休暇に変更になったためでございます。 

○議長（上村和正君） 総務課長、見づらいようでしたら、座ってやってもらって結構です。 

○総務課長（木村吉弘君） すみません。じゃ、失礼して、着席して説明させてもらいます。 

  ４目国民年金費42万4,000円３節職員手当等１万6,000円、時間外手当勤務でございます。

業務量の増によるものでございます。４節共済費７万8,000円共済組合負担金、標準月額報

酬の改定によるものでございます。12節委託料33万円国民年金システム改修委託料でござい

ます。システムの改修費用になります。 

  ５目国民健康保険費81万円１節報酬42万2,000円、会計年度任用職員の時間外手当の増に

よるものでございます。３節職員手当等27万5,000円、時間外勤務手当でございます。業務

量の増によるものでございます。４節共済費６万8,000円、社会保険料６万4,000円、雇用保

険料4,000円、会計年度任用職員の報酬増によるものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  27節操出金４万5,000円、国民健康保険特別会計への操出金でございます。 

  ７目後期高齢者医療費14万8,000円３節職員手当等14万8,000円、時間外勤務手当です。業

務量の増によるものでございます。 

  ２項児童福祉費１目児童福祉費175万5,000円12節委託料132万円、児童手当制度改正に伴

うシステム改修委託料132万円。18節負担金、補助及び交付金30万円、子育て応援住宅整備

事業費補助金30万円、申請増によるものでございます。２件分を予定しております。22節償

還金、利子及び割引料13万5,000円、国県支出金返還金です。子どものための教育・保育給
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付金の確定によるものでございます。 

  ４款衛生費１項保健衛生費２目予防費1,808万5,000円、１節報酬464万9,000円、会計年度

任用職員分でございます。新型コロナウイルスワクチン接種のブースター接種体制整備分で

ございます。６名を採用する予定でございます。３節職員手当等240万円、時間外勤務手当

でございます。ワクチン接種の準備等に係る時間外となります。４節共済費73万5,000円、

社会保険料69万4,000円、雇用保険料４万1,000円、会計年度任用職員６名分でございます。

７節報償費371万4,000円、医師謝礼252万円、看護師等謝礼119万4,000円、ブースター接種

の謝礼となります。８節旅費24万円、費用弁償、会計年度任用職員分の６人分でございます。 

  次ページをお願いいたします。 

  10節需用費35万6,000円、事業消耗品23万6,000円、燃料費４万円、印刷製本費４万円、光

熱水費４万円です。ブースター接種に関わる費用でございます。11節役務費66万5,000円、

通信運搬費62万円、ワクチン接種に係る郵送料、電話料でございます。国保連合会支払手数

料４万5,000円でございます。12節委託料387万円、健康管理システム改修委託料187万円、

様式の標準化システム整備接種記録のマイナンバー情報の連携等のシステム改修費となりま

す。新型コロナウイルスワクチン接種委託料200万円、13節使用料及び賃借料145万6,000円、

予約受付システム使用料99万円、これはブースター接種に係るものです。自動車借上料46万

6,000円、送迎車の借上料となります。 

  ４目環境衛生費19万円、18節負担金補助及び交付金19万円、簡易水道組合補助金でござい

ます。上佐ケ野簡易水道組合への水量計が壊れたことによります２分の１補助の金額になり

ます。 

  ２項 清掃費、２目じん芥処理費△587万8,000円、12節委託料△587万8,000円、指定ごみ

袋製造業務委託料でございます。製造量の減額によるものでございます。 

  ７款土木費２項道路橋梁費３目橋梁維持費375万1,000円10節需用費375万1,000円、施設修

繕料でございます。川横の川久保橋の修繕に係るものでございます。 

  次ページをお願いいたします。 

  ３項河川費１目河川維持費529万2,000円10節需用費95万1,000円、施設修繕料でございま

す。普通河川、泉奥原川の護岸修繕に係るものでございます。14節工事請負費427万9,000円、

普通河川、縄地川の河床改修工事に伴うものでございます。18節負担金、補助及び交付金６

万2,000円、全国治水砂防協会負担金でございます。事業割負担の増によるものでございま

す。 
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  ９款教育費２項小学校費１目東小学校管理費１万3,000円13節使用料及び賃借料１万3,000

円、電話機器等賃借料です。予算計上に間違いがありましたものの計上でございます。 

  ４項幼稚園費１目幼稚園費25万9,000円３節職員手当等25万9,000円、住居手当17万9,000

円、児童手当８万円です。対象者が増加したものによります補正でございます。 

  ６項保健体育費２目海洋センター費２万円22節償還金、利子及び割引料２万円、過年度施

設使用料の還付金です。コロナ禍で使用料を延期していた分を返還するものでございます。

２件分でございます。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  ６番、塩田正治議員。 

○６番（塩田正治君） 非常に細かいところで恐縮なんですが、９ページです。 

  広報費の広報用備品21万1,000円というところなんですが、一眼レフカメラを購入という

説明をお伺いしたんですが、町長の普段おっしゃっている、小さな投資で大きな効果をとい

う言葉が、どうしてもやっぱりこういった細かな備品の購入とかというものにも反映されな

ければ本来はうそだと、私は思うんです。広報編集員が使う一眼レフカメラ、決して特別プ

ロが使うようないいものを購入する必要はないと思いますし、本当に、言葉は悪いですけれ

ども、ちゃちなものを使えというわけではないと思うんですが、ただ、この21万1,000円の

半分ぐらいの金額でも、かなり高性能なカメラは実はあると思うんですが、今回21万1,000

円、私からいったらかなり高価な一眼レフだなというふうに思うんですが、この辺に関して、

ちょっとご説明をいただき、総務課長にもご説明いただきたいのと、町長にも一言、もしあ

るようでしたらこの購入について。企画課長ですか。お答え下さい。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（川尻一仁君） 今回購入するカメラでございますが、カメラ本体の金額が11

万5,500円といった金額でございます。それから、レンズ等そちらのほうについてが９万

4,908円といった金額となっております。広報のものにつきましては、将来的にわたって残

していき、今後に引き継ぐといったことから、ある程度性能を持たせた中で、カメラという

かそういうものを備品として購入しておきたいということの中から、この金額になっている

ということで解釈をしております。もう少し安いものでもあるということもお話もあります
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が、様々な瞬間を捉えるとなると、やっぱりこのような形のカメラのほうがいいかというこ

とで、このようなカメラの購入をさせていただきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員。 

○６番（塩田正治君） 了解はしました。 

  ただ、レンズは財産になるぐらい、いいものを買うと代々引き継がれて、カメラ本体は替

えてもレンズはかなりいいものを買っていると、互換性があって、前の種類でも付くとかと

いうことがあると思うんで、その辺は町長のふだん言っていらっしゃる、小さな投資でとい

うことにも若干ちょっと考え方としてつなげていってほしいなと思いまして、質問させてい

ただきました。終わります。 

○議長（上村和正君） よろしいですか。 

  ほか、質疑ございませんか。 

  ７番、仲里司議員。 

○７番（仲 里司君） １点確認させてもらいたいんですけれども、９ページの企画費の中で、

節で11番と13番と14番が草刈作業手数料、重機借上料、客土、これはどういう作業のことを

言うんでしょうか。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（川尻一仁君） 上佐ケ野地内に井戸を、温泉の掘削、温泉のを掘ってありま

して、そちらのほうを返却することになったことに伴い、今回、この予算を計上したもので

ございます。地権者との話合いの中で、1.5メートル下のところに一応キャップをはめて、

その上部に土を盛った中で、農作業ができる体制をしてほしいといったことから、このよう

な予算の計上をさせていただきました。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ７番、仲里司議員。 

○７番（仲 里司君） じゃ、返却するということですね。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（川尻一仁君） 契約で今年度末をもって契約をするということで、３月31日

までという形で返還をする予定でおります。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ほか、質疑ございますでしょうか。 
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〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上をもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第81号 令和３年度河津町一般会計補正予算（第７号）を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第８２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第14、議案第82号 令和３年度河津町国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第82号 令和３年度河津町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）。 

  令和３年度河津町国民健康保険特別会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４万5,000円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ11億5,393万5,000円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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  令和３年12月７日提出。河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細につきましては担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） それでは、議案第82号 令和３年度河津町国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）を説明させていただきます。 

  本議案の主な提案理由でございますが、一般療養費増額見込みによります増、一般療養給

付費減額見込みによります減、国民健康保険税条例改正に伴います国民健康保険運営協議会

開催回数の増によります経費の増額補正でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

  歳入でございます。 

  款、項、補正額の順に述べさせていただきます。 

  単位は千円でございます。 

  ７款繰入金４万5,000円１項他会計繰入金、同額でございます。 

  歳入合計４万5,000円でございます。 

  次のページをお願いします。 

  歳出でございます。 

  歳入と同様の説明とさせていただきます。 

  １款総務費４万5,000円３項運営協議会費、同額でございます。 

  ２款保険給付費ゼロ円１項療養諸費ゼロ円、これは目款の同額増減によります補正となり

ますので、ゼロというようなことでございます。 

  歳出合計４万5,000円でございます。 

  恐れ入ります。３ページ、４ページの事項別明細書、総括は省略させていただきます。 

  ５ページをお願いします。 

  事項別明細書、２、歳入でございます。 

  款、項、目、補正額、節、説明の順に述べさせていただきます。 

  単位は千円でございます。 

  ７款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金４万5,000円、２節職員給与費等繰入金

４万5,000円、職員給与費等繰入金でございます。こちらは国保運営協議会費用の財源とし

て、一般会計から繰り入れるものでございます。 
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  次のページをお願いいたします。 

  ３、歳出でございます。 

  歳入と同様の説明とさせていただきます。 

  １款総務費３項運営協議会費１目運営協議会費４万5,000円１節報酬４万5,000円、国保運

営協議会委員の報酬でございます。国保税率改正に伴います協議会回数増によります増額で

ございます。 

  ２款保険給付費１項療養諸費１目一般被保険者療養給付費△100万円、18節負担金、補助

及び交付金△100万円、一般保険者療養給付費でございます。見込減によります減額でござ

います。 

  ３目一般被保険者療養費100万円、18節負担金、補助及び交付金100万円、一般被保険者療

養費でございます。見込増によります増額でございます。計ゼロ円でございます。 

  説明は以上となります。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第82号 令和３年度河津町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を採決

します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第８３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第15、議案第83号 令和３年度河津町水道事業会計補正予算（第

１号）を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第83号 令和３年度河津町水道事業会計補正予算（第１号）、以

下、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 水道温泉課長。 

○水道温泉課長（渡辺音哉君） それでは、議案第83号の説明をさせていただきます。 

  令和３年度河津町水道事業会計補正予算（第１号）。 

  （総則） 

  第１条 令和３年度河津町水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  （収益的収入及び支出） 

  第２条 予算第３条の収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

  科目、補正予定額で説明させていただきます。 

  支出です。 

  第１款水道事業費△572万円第１項営業費用、同額でございます。 

  （議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

  第３条 予算第８条第１号の職員給与費の額「3,108万8,000円」を「2,574万8,000円」に

改める。 

  令和３年12月７日提出。河津町長、岸重宏。 

  提案理由としては、職員異動に伴う補正でございます。 

  １枚めくっていただきまして、２ページをお願いいたします。 

  令和３年度河津町水道事業予算実施計画。 

  収益的収入及び支出で支出です。 

  単位は千円でございます。 

  款、項、目、補正予定額の順に述べさせていただきます。 
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  第１款水道事業費△572万円、第１項営業費用、同額でございます。４目総係費、同額で

ございます。 

  ３ページお願いいたします。 

  令和３年度河津町水道事業会計予算明細書。 

  収益的収入及び支出で支出です。 

  単位は千円でございます。 

  款、項、目、補正予定額、節、説明の順に述べさせていただきます。 

  １款水道事業費△572万円１項営業費用、同額でございます。４目総係費、同額でござい

ます。１節給料、△257万円、職員異動に伴う更正でございます。 

  以下の節につきましても、同様ですので、説明は省かせていただきます。 

  ２節手当△179万円、住居手当△33万6,000円、期末勤勉手当△56万8,000円、扶養手当△

31万8,000円、児童手当△28万5,000円、通勤手当△28万3,000円、６節法定福利費△98万円、

共済組合の負担金でございます。９節退職給与費△38万円、退職手当組合の負担金でござい

ます。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第83号 令和３年度河津町水道事業会計補正予算（第１号）を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第８４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第16、議案第84号 令和３年度河津町温泉事業会計補正予算（第

１号）を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第84号 令和３年度河津町温泉事業会計補正予算（第１号）、以

下、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 水道温泉課長。 

○水道温泉課長（渡辺音哉君） それでは、議案第84号の説明をさせていただきます。 

  令和３年度河津町温泉事業会計補正予算（第１号）。 

  （総則） 

  第１条 令和３年度河津町温泉事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  （収益的収入及び支出） 

  第２条 予算第３条の収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

  科目、補正予定額の順に述べさせていただきます。 

  支出です。 

  １款温泉事業費△124万6,000円、１項営業費用、同額でございます。 

  （議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

  第３条 予算第７条第１号の職員給与費の額「1,592万7,000円」を「1,468万円」に改め

る。 

  令和３年12月７日提出。河津町長、岸重宏。 

  提案理由としては、同じく職員異動に伴う補正でございます。 

  ２ページ目をお願いいたします。 

  令和３年度河津町温泉事業予算実施計画。 

  収益的収入及び支出です。 
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  単位は千円でございます。 

  款、項、目、補正予定額の順に述べさせていただきます。 

  １款温泉事業費△124万6,000円１項営業費用、同額でございます。４目総係費、同額でご

ざいます。 

  ３ページ目をお願いいたします。 

  令和３年度河津町温泉事業会計予算明細書。 

  収益的収入及び支出で支出でございます。 

  単位は千円でございます。 

  款、項、目、補正予定額、節、説明の順に述べさせていただきます。 

  １款温泉事業費△124万6,000円１項営業費用、同額でございます。４目総係費、同額でご

ざいます。１節給料△124万円です。これは職員異動に伴う更正です。 

  以下の節につきましても同様となりますので、説明は省かせていただきます。 

  ６節法定福利費△7,000円。共済組合負担金でございます。９節退職給与費1,000円、退職

手当組合の負担金でございます。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第84号 令和３年度河津町温泉事業会計補正予算（第１号）を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

河津町議会



○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第17、発議第３号 河津町議会議員定数等調査特別委員会の設置

に関する決議を議題といたします。 

  提案者からの趣旨説明を求めます。 

  １番、大川良樹議員。 

〔１番 大川良樹君登壇〕 

○１番（大川良樹君） 発議第３号について説明いたします。 

  発議第３号 河津町議会議員定数等調査特別委員会の設置に関する決議。 

  上記の議案を河津町議会会議規則第14条に基づき、別紙のとおり提出する。 

  令和３年12月８日。 

  河津町議会議長、上村和正様。 

  提出者、河津町議会議員、大川良樹。 

  賛成者、河津町議会議員、渡邊昌昭、同じく桑原猛、同じく遠藤嘉規、同じく塩田正治、

同じく仲里司、同じく稲葉静、同じく宮崎啓次、同じく土屋貴、同じく渡邉弘。 

  別紙をお願いいたします。 

  別紙、河津町議会議員定数等調査特別委員会の設置に関する決議。 

  次のとおり河津町議会議員定数等調査特別委員会を設置するものとする。 

記 

  １、名称 河津町議会議員定数等調査特別委員会。 

  ２、設置の根拠 地方自治法第109条及び河津町議会委員会条例第５条。 

  ３、目的 河津町議会議員の定数等に関する調査。 

  ４、委員の定数 11名。 

  ５、調査期間 調査に必要な期間とする。なお、調査終了まで閉会中もこれを行うものと

する。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 
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  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上をもって質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより発議第３号 河津町議会議員定数等調査特別委員会の設置に関する決議を採決し

ます。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  この際、特別委員会を開催し、委員長及び副委員長の互選を行いたいと思います。 

  河津町議会委員会条例第９条の規定により、議長が委員会を招集することになっておりま

すので、ただいまより河津町議会議員定数等調査特別委員会を招集します。 

  暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時５２分 

 

再開 午後 ２時５７分 

 

○議長（上村和正君） それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

  河津町議会議員定数等調査特別委員会の委員長、副委員長が決定しましたので、報告いた

します。 

  委員長に大川良樹議員、副委員長に渡邊昌昭議員が選任されました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議員派遣の件 

○議長（上村和正君） 日程第18、議員派遣の件についてを議題とします。 

  法第100条第13項及び河津町議会会議規則第128条の規定によって、お手元に配付いたしま

したとおり議員を派遣することにしたいと思います。 

  お諮りいたします。提案理由の説明及び質疑、討論を省略して、配付のとおり議員を派遣

することにしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議員派遣の件については、お手元に配付のとおり派遣することに決定いたしまし

た。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎委員会の閉会中における所掌事務等の調査の件 

○議長（上村和正君） 日程第19、委員会の閉会中における所掌事務等の調査の件を議題とし

ます。 

  各常任委員会及び議会運営委員会の委員長から、所掌事務等の調査について、会議規則第

75条の規定によって、お手元に配付しましたとおり閉会中の継続調査の申出があります。 

  お諮りします。 

  各常任委員長及び議会運営委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とすることにご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、各常任委員長及び議会運営委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とす

ることに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎閉会の宣告 

○議長（上村和正君） お諮りします。 

  本定例会に付議されました案件の審議は全て終了しました。会期はまだ残っておりますが、

会議規則第７条の規定により、本日これをもって令和３年河津町議会第４回定例会を閉会し

たいと思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、今期定例会は本日をもって閉会することに決定しました。 

  以上をもって本日の会議を閉じます。 

  これをもって令和３年河津町議会第４回定例会を閉会します。 

  お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 ２時５９分 
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議案等審議結果一覧 

令和３年第４回定例会 

 

議 案 番 号 件       名 議 決 年 月 日 審 議 結 果 

同意第 ２号 
固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついて 
 3．12． 8 

同 意 

島 崎 ま ゆ み 

承認第 ５号 

専決処分の承認を求めることについて 

（令和３年度一般会計補正予算（第６

号）） 

〃 承 認 

議案第７２号 

河津町過疎地域の持続的発展の支援に

関する特別措置法の適用に伴う固定資

産税の課税免除に関する条例の制定に

ついて 

〃 原 案 可 決 

議案第７３号 
河津町職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例について 
〃 〃 

議案第７４号 

河津町人事行政の運営等の状況の公表

に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

〃 〃 

議案第７５号 
河津町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例について 
〃 〃 

議案第７６号 

河津町国民健康保険条例及び河津町議

会委員会条例の一部を改正する条例に

ついて 

〃 〃 

議案第７７号 
河津町町道工事費支弁条例の一部を改

正する条例について 
〃 〃 

議案第７８号 
河津駅前広場の占用及び占用料徴収条

例の一部を改正する条例について 
〃 〃 

議案第７９号 
令和３年度（仮称）河津町子育て支援

施設建設に伴う備品購入契約について 
〃 〃 

議案第８０号 
東河環境センター規約の一部を変更す

る規約について 
〃 〃 

議案第８１号 
令和３年度河津町一般会計補正予算

（第７号） 
〃 〃 
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議 案 番 号 件       名 議 決 年 月 日 審 議 結 果 

議案第８２号 
令和３年度河津町国民健康保険特別会

計補正予算（第２号） 
 3．12． 8 原 案 可 決 

議案第８３号 
令和３年度河津町水道事業会計補正予

算（第１号） 
〃 〃 

議案第８４号 
令和３年度河津町温泉事業会計補正予

算（第１号） 
〃 〃 

発議第 ３号 
河津町議会議員定数等調査特別委員会

の設置に関する決議 
〃 〃 

 議員派遣の件 〃 決 定 

 
委員会の閉会中における所掌事務等の

調査の件 
〃 〃 
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